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　昭和一〇一年、八や洲しま国こくの帝てい都と《東とう京きよう》は煤すすけた廃はい墟きよの中にある。

　昔、戦争があった。

　大国を相手取った戦いは数年続き、最終的に国の本土をも燃やし尽つくす形で一応の終結を見た。今となってはもう二十年も前の話だ。戦争の末に荒廃した都市は、現在は多くがそのまま放置されている。

　そうした時代の東京は、生き残った人々の手で徐々に復興の手を広げていた。




　その日もいつものように慌あわただしい街で、人々は夜明けからずっと働き続けていた。

　午前十一時。東京の街まち並なみは、崩くずれた廃墟と復旧した区画の混在した雑多なそれだ。ある一方を見れば新造されたバラック小屋や補修を受けた建築物が、反対側を見ればぼろぼろの都市の残ざん骸がいが立ち並ぶ。全体を俯ふ瞰かんするとまるで道具箱をひっくり返したような様さまだ。

　重機の音と人々の声が混ざり合い、ごちゃついた街を賑にぎやかしている。

　そんな街を見下ろす、一人の少年の姿がある。

　年の頃はまだ十代も半なかばか。士官学校の黒い詰つめ襟えり、その上に外がい套とうを纏まとい、腰こしには九十八式外装の軍刀を帯びている。戦中の学徒さながらの装よそおいは時代錯さく誤ご的でさえあり、街を歩けばそれなり以上に他人の目を引いた。

　街を見下ろす瞳ひとみの色は、赤い。右目を眼帯で、左手を鋼こう鉄てつの籠こ手てで覆おおう少年は、人ではない。

　名は九く曜よう。識別名を鬼き虫ちゆう九番式《蜂はち》・金きん翅しの九曜という。

　かつて行われた大戦において、八洲軍が造り出した兵器《鬼虫》。たった九機のみ造られたそれらの最後の個体であり、鋼鉄の虫型兵器を操あやつる彼自身もまた自律機械だ。

　九曜は、傾いた大きな看板の上にいた。描かれた文字は焼けてしまい読めないが、頑がん健けんな支柱はそのまま残っている。現在の九曜は帝都の中央管理局の監かん視し下かにあり、廃墟や街区の巡じゆん回かいを行う身だ。

　復興の手が入っていない廃墟には、まだあらゆる危険が残っている。倒とう壊かいした建造物や道路の穴、加えて放置され暴走した自律機械がいる可能性もあるのだ。人が足を踏み入れるには危険な区画も少なくない。こうした巡回は九曜が自発的に行っていることで、そんな中でも時とき折おり足を止め、数分ほど物思いに耽ふける時がある。

　ただぼーっとしているだけ、と言ってしまってもあながち間違いではないのだが。

「九曜ーっ」

　ふと、よく知っている声が聞こえた。

　少年は視線を落とし、看板の真下に立つ少女を見下ろした。ひび割れたアスファルトの上に立つ少女は、大きな目を真ん丸にしてこちらを見上げている。

「叶かな葉はか」

　ここは未踏査の廃墟区に近い街外はずれだ。どうしてここまで来ているのか、九曜は意外そうに眉まゆを上げ、自みずからの「司令」たる少女の名を呼んだ。

　南の防ぼう衛えい都市《尽じん天てん》で冷凍睡眠から目覚め、故ゆえあって九く曜ようの司令になった少女だ。

　機械である九曜は現在、自律判断の補助として人間の司令を設定している。基本的な行動方針などは、今そこにいる叶かな葉はの判断に委ゆだねていた。

　本来、鬼き虫ちゆうの一員である九曜は《蜂はち》という虫型装そう着ちやく式兵装を有している筈はずだった。

　この蜂は圧倒的な性能と、四つのサブの電脳を有しており、蜂があれば司令の設定がなくとも全てを自分自身の頭で判断できる。──しかしもう、蜂はいなかった。尽天での戦いにおいて九曜の蜂は破は壊かいされ、海の底へ沈んでしまったのだ。

　あれはほんの二ヶ月ばかり前の夏のことで、今はこの帝てい都とで少女と共に暮らしている。

　見れば、叶葉は食材の入った紙袋を抱かかえていた。買い出しの帰りのようだ。彼女は市場の近くにある大衆食堂「捨すて家や」で働く身だが、今日は定休日だった。

「どしたんですかーっ、こんなとこでーっ？」

　九曜はひとまず看板から飛び降りて、叶葉の前に立った。人がそうすれば捻ねん挫ざでは済まない高度からあっさり着地するも、叶葉も慣れたもので驚く様子もない。

「考え事をしていた。君こそどうしたのだ。あまり街区から離れすぎるのは危険である」

「このへんは安全ですよー。歩いてたら、看板の上に九曜が見えましたから。最初はでっかいカラスかと思いましたけど」

「……む」

　にこにこ笑う叶葉の冗談に、九曜は改めて自分を見下ろした。確かに、詰つめ襟えりも外がい套とうも真っ黒だ。こんな奴が看板なり電柱なりの上にいれば、遠目だと何やら巨大な烏でも留まっているように見えるかもしれない。

「あたしはこのまま帰りますけど、九曜はどうします？」

　九曜は問われ、軽く周辺をサーチした。この区画の巡じゆん回かいは終えており、地形も頭に入っている。午前はこんなものでいいだろう。

「小しよう生せいも戻ろう」

　ひょい、と叶葉の抱えた紙袋を持ち、歩き出す。

「あ、──そんな、いいのに」

　不意打ちで荷物を奪うばわれた叶葉は目を丸くして両手を伸ばす。しかし、九曜が返す気配も見せずにずんずん歩いていくので観かん念ねんした。

　申し訳なさげに眉尻じりを下げる叶葉だったが、このままでは置いて行かれると気付いて早足で追いついた。そうして、はにかむように少し笑う。

　九曜はころころ変わる叶葉の表情を横目に、黙もく々もくと歩いた。左右に揺ゆれるお下げは彼女のトレードマークのようなもので、こうしてみると子犬の尾のようでもある。

　しばらく歩き、ある道に差し掛かかったところで九曜はふと周囲を見渡した。

　──確か、この道だったような。

「九く曜よう？　どうしたんですか？」

「思い出す時がある。……昔、同じ道を歩いたと。先さき程ほどまでそのことを考えていた」

　九曜は戦中、帝てい都とにいたことがある。

　多くの時をあちこちの戦場で過ごしたが、機体の大規模なメンテナンスの必要がある時などはこの街へ戻った。

　思い出すことそのものに意味はないが、巡じゆん回かいしているとそうならざるをえない時がある。かつての帝都と現在のここは、がらりと様さま変がわりしていても同じ場所だ。時とき折おり、記憶の中の光景と今のそれを擦すり合わせては不思議な気分になるのだった。

「そういえば、九曜はここにいたんですよね。昔のここはどうだったんですか？」

「あまり長くいたわけではないが、然しかり。当然というべきか、今よりも人は遥はるかに多かった。工業区が絶えず稼か働どうし続けていたことを覚えている」

　おお、と興味深げに周囲を見渡す叶かな葉は。この道にも人が溢あふれていた。今は左右に瓦が礫れきが転がり、見上げる建物はどれもぼろぼろだが、そんな時代も確かにあったのだ。

「──まあ、昔の話に過ぎぬ。どのみち今とは随ずい分ぶん違う」

　淡たん々たんと返し、九曜は前だけ見て歩を進める。

　叶葉は九曜よりも小さい歩ほ幅はばで、とことこと続いた。その忙せわしない足取りを見て、九曜は少し歩調を緩ゆるめる。九曜を見上げて、叶葉は問う。

「そうだ。お昼、何が食べたいですか？　結構いっぱい買い込んだから、だいたい作れますよ」

「何でもよい」

「……そゆのが一番困るんですけど」




　そう、ここにも人が溢れていた。そんな時代が確かにあった。

　今でも度たび々たび思い出す。九曜の起き動どう年月日は、昭和七十六年の十二月二十六日だ。

　鬼き虫ちゆうの本体は、人間を素そ体たいとして造り出される。機械化手術に際して人であった頃の記憶は封ふうじられ、最強の兵器として新たに覚かく醒せいするのだ。

　九曜が目覚めた時の反応は、八人いた「仲間」も個々人で違った。

　そんな中に一人、驚くほど喜んだ奴がいた。

　そいつに最初に言われた言葉がある。目覚めたばかりの頃だが、おぼろげながら記憶にはある。いきなり何を言い出すのか、と思ったことも覚えている。出会い頭がしらに一ひと言こと、違和感さえ伴ともなう第一声があった。

　その言葉は、確か──
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　そしてここから先の物語を、九く曜ようは知らない。

　どこの記録にも残っていない。今より二十年以上も時を遡さかのぼった冬、昭和七十六年十二月二十六日より少しだけ前。時代が戦争の只ただ中なかにあった頃。

　ある少女が過ごした、戦いの間にある日常の物語だ。




　昭和七十六年十二月十日の、午前二時二分だった──と、記録にはある。

　蜂はちが、啼ないた。

　突然のことだった。調整のため帝てい都とから別所の研究所へ輸送されていたその《鬼き虫ちゆう》は、あるポイントで突然激げき甚じんな反応を見せたのだ。声なき声は電でん磁じのパルスとなり、蜂に繫つながれた機内の計測器の回路を焼き尽つくした。

　これまでに一度として見せたことのない反応だった。頭部に搭とう載さいされた四つの脳は凄すさまじい稼か働どう効率で回転する。蜂という機体が完成して初めての事態は、幼虫の羽化にも似た不ふ可か逆ぎやくの覚かく醒せいを示していた。

　この現象は《適性者》の発見を意味する。

　蜂の適性者は、先に開発された八機の鬼虫と違ってなかなか発見されなかった。若い兵から何人もの志願者が出てはいたが、その誰も蜂の発する信号に適応しえなかったのだ。

　選ぶのは人ではなく、虫である。

　鬼虫との接続において、ほとんどそうした考えが定説のようになっていたのは確かだ。

　これが例えば、最初の三機──壱いち番式《蜻蛉とんぼ》、弐に番式《蜘く蛛も》、参さん番式《蟷螂かまきり》ならば。

　研究最初期に製造されたこの三機は、運用実験機という側面もあってか、先天的な適性をさほど強く要求するものではなかった。ただし脳にかかる負ふ荷かは高く、実験において死亡した被験者も決して少なくなかった。

　続いて第二世代の鬼虫──すなわち四番式《蜈蚣むかで》、伍ご番式《蛾が》、六番式《蟋蟀こおろぎ》になってくる辺あたりで、適性者という概念の存在感が強くなる。

　適性を持たぬ者が鬼虫と接続した際の神経の負荷は強きよう烈れつであり、適性値が高い方が機体の性能も向上する。それぞれの虫には、それぞれの境遇の者から優秀な使い手が現れた。二世代型の適性者は志願した者もいれば、虫や研究員が見出した者もいた。

　そして更さらに先天的適性に重きを置いた虫が、第三世代──七番式《蟻あり》、八番式《蜉蝣かげろう》だ。

　この二個体は、完全に虫が選んだ。そのシンクロは凄まじく、虫の性能を十二分に発揮するものであった。だがその代わりに、二名の適性者は完全に軍部に関係のない民間の女性から徴ちよう用ようすることとなった。

　蜂はちもまた、分類としては第三世代に当たる個体だ。飛行能力と運用上の汎はん用よう性を考慮した遊ゆう撃げき機。全九機の最後の個体となる蜂は性能のトータルバランスも優れており、それ故ゆえに複雑な電子回路を組み込まれていた。

　蜂はちの適性者の捜そう索さくは難航した。それ故ゆえに蜂が啼ないたその時、開発部は色めきたった。ついに最後の適性者が発見されたのだ。




　結果。適性者は、まだ士官学校に通う民間の少年だったことが明らかになる。
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　軽やかな足音が、灰色の廊下にかつかつと響く。

　独特のリズムを持ったそれは、この日の彼女が特別上じよう機き嫌げんであることを示している。馴な染じみの靴が楽器のように床を叩たたき、少女の体が右へ左へひらひらと揺ゆれていた。

　ふんわりした髪が舞い、照明を受けて柔らかに光った。顔立ちに十分な幼さのある、十六か十七くらいの少女だ。

　彼女が身に纏まとっているのは涼すずやかな印象の水兵セーラー服で、紺こんのスカートが歩く度たびに翻ひるがえる。特徴的なのは首の長いマフラーだった。夏も冬も巻かれた長いそれは、少女が躍おどる度に二つの尾を揺らす。

　そうして少女はまだあどけない顔に笑みを湛たたえ、廊下を進んだ。だがその表情も服装も、今の彼女が歩く場所には決定的に場違いである。

　当然といえば当然ではある。そこは八や洲しま国こくの軍事施設だった。

　ゲートが開く。視界が一気に開け、少女は広い工こう廠しように躍おどり出た。どこからどう見ても女学生である彼女は、鉄と油と火薬の臭においがするこの工廠でも全く物もの怖おじしない。

　機械音と油の臭いがまず少女を迎えた。目の前には、鬼き虫ちゆうの整備ドックが広がっている。

　鬼虫──八洲軍が保有する自律戦せん闘とう兵器を指し、たった九機だけ製造されたそれらは例外なく圧倒的な性能を秘める。鬼虫に手を入れる専用の整備兵達は、不断の集中力でこれら最強の兵器の調整に没ぼつ頭とうしていた。

　表の演習場ほどもある広い空間には所狭せましと機材が並べられ、上から下へキャットウォークが張り巡めぐらされている。中でも最も目を惹ひくのは、ドックの中心に等とう間かん隔かくで並ぶ巨大な物体だ。

　数は八つ。関係者は俗称として《繭まゆ》と呼んでいる。それぞれサイズに差はあるが、概おおむね同じ鈍にび色のポッド状をしている。空想科学の世界に出る宇宙船や潜せん水すい艇ていに見えなくもないが、見ようによっては棺かん桶おけのようでもあった。

　この繭は鬼虫専用のポッドであり、ここに休眠した虫の機体と専用装備が格かく納のうされる。その証しよう拠こにそれぞれの繭には壱いちから八までの番号が記されていた。

　整備兵や研究官は繭まゆを通して虫の状況をモニタリングし、その上で適切な処置を施ほどこすのだ。それが、いわゆる鬼き虫ちゆうの正規メンテナンスである。

「──やっほーう！」

　少女は息を吸い込み、澄んだ大きな声で整備兵達に挨あい拶さつを投げた。気付いた幾人かの整備兵が振り返り、目を丸くする。少女は彼らに少し悪戯いたずらっぽい笑顔を見せた。

　その大きな瞳ひとみは、山やま吹ぶき色の虹こう彩さいをきらきらと輝かせている。

「……こりゃ、八番式のお嬢じよう。改まってどうしたってんです？」

　そうだ。

　水兵セーラー服の右肩には、数字の刺し繡しゆうがある──すなわち《八》。この数字こそ、少女の正体を最も端たん的てきに表していた。

　鬼虫八番式《蜉蝣かげろう》・無む明みようの柊ひいらぎは、いつも世話になっている男達に人ひと懐なつっこく駆かけ寄った。

「もう、柊でいいって言ってるのに。じゃなくてそうだ、あのねあのね！」

　柊は屈くつ託たくのない笑顔を返し、

「もう知ってる？　私に後こう輩はいができるの！」

　後輩。

　そうした牧歌的な、言い換かえれば暢気のんきですらある表現を使う柊だが、それが意味するところは誰もがわかる。

　鬼虫九番式の《蜂はち》と、まだ見ぬその使い手だ。

　出たということは、今や基地の誰もが知るところとなっていた。反応は様々だが、多くは新たな鬼虫の起き動どうを喜ぶ声だった。なにしろ鬼虫といえば、一機で戦局を覆くつがえしうる圧倒的な戦せん闘とう兵器。一つ一つが正しく一いつ騎き当とう千せんの、その一機が覚かく醒せいするのだから。

「お嬢は前々から言ってたっすからねぇ、後輩が欲しいって」

「そうそう。私八番目なのにさ、最後の一人がいつまで経たっても出てこないんだもん。でもそれもこれでおしまい！　子供扱あつかいから卒業です！」

　意気揚よう々ようと胸を反そらす柊を前に、整備の男たちは顔を見合わせた。

「いやあ……後輩ができるってのとお嬢の立場が変わるってのは、そりゃ違うんじゃねえっすかねえ」

「え！　何それどういう意味!?」

「どういうって、なあ？」

　なあ。と、その場の全員が頷うなずいた。

　直後に四方八方から手が伸びて、柊の頭をわしゃわしゃ撫なで回す。泡あわを食ったのは柊で、太い腕に溺おぼれるようにわたわたもがくが、身長差がありすぎて抜け出せない。

「えーっ!?　ちょっとやめ！　やーめーてーよーっ！」

　どっと笑いが起こった。

　柊ひいらぎは他の面々にとって、娘や妹のように可愛かわいがられる立場にあった。見た目はまだ幼い少女だし、明るくてよく笑う性格はともすれば荒すさみがちな軍人や整備士達の救いともなっている。その上戦場に出れば凄すさまじい活躍を見せるのだから、特に若年兵などには彼女を慕う者も少なくない。

　が、本人にとってはとにかくそうした扱あつかいが不服なのであった。どうにかこうにか抜け出して、頭を押さえながら後ずさる柊。

「もう！　だからそれが嫌いやなんだってば！」

　こうなったら文句の一つでも言ってやらないことには気が済まない。くしゃくしゃの髪を整えながら抗議の声を上げる柊。

　と、その時。




「──そのくらいにしておけ。彼らは作業中だ」




　凛りんとした男の声が、柊を止めた。

　あ、と声を上げて振り返る。ドックの入り口に男が立っている。白い軍服を身に纏まとう、銀髪の男だ。その切れ長の碧へき眼がんが柊を見つめている。

　肩に記しるされた番号は、壱いち。

　壱番式《蜻蛉とんぼ》・四し天てんの竜りん胆どうその人である。

「ああ、旦だん那な。本体カラダの調整はもう良いんで？」

　竜胆は礼儀正しく一礼し、静かな声で返答する。

「自分は問題ありません。《蜻蛉》の機体も宜よろしく頼みます」

「任まかしといてくだせぇ！　旦那の頼みとありゃ、リキも入るってもんでさ！」

　整備士一同、竜胆の言葉を受けて気合を入れ直した。平常時は寡か黙もくかつ他者と一線を置くこの男であるが、皆から受ける信頼は絶大だった。

　鬼き虫ちゆうを束たばねる隊長格たる彼は、空戦型の蜻蛉を操あやつる指揮官として活躍している。

　自身の実力もまた最強であり、竜胆を指して「生ける軍ぐん神しん」との呼び声もあるほどで、多くの八や洲しま軍人の畏い怖ふと尊敬が彼に集まっていた。──もっとも、本人はそうして祀まつり上げられることを嫌きらうため、表に出ることはほとんど無いのだが。

　そして柊にとっても竜胆は師であり、言うなれば兄のような存在でもある。

「竜胆！　りんどー！　聞いてよこの人たち酷ひどいのよ、よってたかってさー！」

　竜胆は眉まゆひとつ動かさず、泣きつく柊の頭を片手で押さえつけた。

「小娘は自分が引き受けます。お気になさらず作業を続けて下さい」

「こむすめッ!?」

「了解っす！　じゃあなお嬢じよう、また遊びましょうや！」

「だ、だから！　子供扱あつかいすんなってえのーっ!!」

　抗議の声を上げながら引きずられていく柊ひいらぎ。首根っこを摑つかまれた彼女に、もはや成なす術すべはなかった。
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　ぶちぶち愚ぐ痴ちを垂れながら襟えり元もとの乱れを直す柊。その前を歩きながら、竜りん胆どうは咎とがめるでもなく口を開いた。

「あまり邪じや魔まをするものではない。彼らは彼らの職務に注力している」

「うー。いいじゃないちょっとくらい」

「九番式の発見がそんなに嬉うれしいか？」

　はしゃぐ柊の姿は彼から見ても意外であっただろうか。竜胆の青い目を見返して、柊は屈くつ託たくなく笑った。

「うん！」

「──そうか」

「ねえ、その子を連れてきたのって竜胆なんだよね？」

「そうだ」

　淡々と返す竜胆にまとわり付く。九番式の適性者が発見されたことは周知の事実だが、それがどこの誰であるのかまで知っているのは二人だけだった。現地に行って本体を保護した竜胆と、連絡を受けてその身み柄がらを確保した巴ともえだ。

「ねねね、どんなひとだった？　男の子なんだよね？」

「いずれわかる。今ここで己おれが言う必要もあるまい」

「ええー」

　竜胆の周りをちょろちょろしながら柊は膨ふくれるが、しつこく追及することはしなかった。確かに、すぐにわかる話ではあるからだ。今から何でもかんでも聞いてしまうと楽しみが減るかもしれない。

「……んー、ま、いっか。あ、竜胆これからヒマ？　ちょっと休む？　コーヒー淹いれよっか」

　通路の向こうに休きゆう憩けい室の扉が見えたから、柊はそう提案した。今日は珍しく平和な一日で、調整のために全ての鬼き虫ちゆうが揃そろっている日でもあった。蜂はちの初はつ起き動どうが行われる為ため、念の為全員が詰めているという一面もあるが。

　竜胆は休憩室の扉を見て、静かに頷うなずいた。

「──貰もらおう」




「兄貴ッ!!」

　びっくりした。

　休きゆう憩けい室でコーヒーを淹いれているその時、物もの凄すごい勢いで休憩室の扉がぶち開けられたのだ。

　飛び込んできたのは一人の男だった。一見してチンピラ風の粗そ野やな風ふう体ていだが、八や洲しまの野戦服を着込んでいるからには軍属なのだろう。とはいえ頰ほおを走る傷はいかにもその筋の者っぽく、目つきの悪い三さん白ぱく眼がんは子供が見たらきっと泣く。

　特に目立つのは滅めつ多たに外はずされない厚手の革かわ手袋と、階級章の位置にある数字の刺し繡しゆう。

　四、とある。

　兄貴と呼ばれた竜りん胆どうは、男をちらと一いち瞥べつした。男は歯を剝むいて、

「どういうことッスか！　聞いてみりゃ、九番式はまだケツの青いガキって話じゃねえッスか！　まさかそんなヤツに鬼き虫ちゆうを預けるってんスかい!?」

「井い筒づつ」

「ッス！」

「静かにしろ」

　四番式《蜈蚣むかで》・弩ど将しようの井筒は、むぐっと口をつぐむ。

　少々ぽかんとしていた柊ひいらぎに気付き、ばつの悪そうな顔で頭をがりがり搔かく井筒。大おお股またで休憩室の長なが椅い子すに向かい、座る直前にいつもの癖くせで唾つばを、

「床を汚すな」

　吞のみ込んだ。

　竜胆の差し向かいに座り、井筒はそれでも険けわしげな表情だ。この男がしかめっ面つらなのはいつものことだが、今回は九番式が年とし端はもいかぬ少年というのがよほど承服しかねるらしい。竜胆はそんな井筒に対し、コーヒーを淹れる柊ひいらぎを示した。

「飲んでいけ。──柊」

「はーい、もう一杯ね」

　井筒は舌打ちして頰杖づえをついた。

「……大体、なんだって今いま更さら蜂はちなんだかよ。このオレの《蜈蚣》さえありゃ無敵に決まってンじゃねえか」

　鬼虫の中でも最大の機体、最硬の装そう甲こうと最高クラスの火力を誇る蜈蚣の使い手は、確かに大たい言げんを吹くだけの実力がある。だが竜胆はただ淡々と、井筒の認識の誤りを正した。

「蜈蚣は高火力だが、速さでは劣おとる。遊ゆう撃げき機きの蜂はお前の穴を埋うめるのに最適でもある」

「いらねーッスよ補助なんざ！　つーかケンカってなァ男の舞台なんだ！　なァにが悲しくて女子供も連れてかなきゃなんねえんスか!!」

　またも熱くなる井筒に、竜胆はひたすら静かな調子を崩くずさず、

「喧けん嘩かと戦いくさは別物だ、お前一人で戦っているわけではない。それにお前が女と言う楓かえでと柊も、十分な成果を出している。鬼虫の性能面で申し分はない」

「そりゃァ!!　……そうかもしんねッスけど！」

　そこに柊ひいらぎが横から、

「あ、井い筒づつー」

「ンだコラァ!!」

「お砂糖いくつ入れるー？」

「四つだオラァ!!」

　角砂糖が四つ入ったのと、二つ入ったのと、一つも入っていないカップが並ぶ。井筒はやはりしかめっ面つらのままで、えぐいほど甘いコーヒーをずずずと啜すすった。

　それにしても、内心驚いているのは柊だ。

「……井筒はさ、嫌いやなの？　九番式のこと」

「ハッ！　やだね、認めねェよ。つかテメーだって認めたわけじゃねーかンなオレは！」

　突っぱねる井筒に、柊は難しい顔で思案した。

「……うーん。私はうれしかったんだけどなぁ。そういう見方もあるってことかぁ」

　これが柊にとっては意外だった。同じ鬼き虫ちゆうの仲間であっても、手放しに九番式の発見を喜ぶわけではないのだ。柊自身からしてみれば、自分の後に新たな鬼虫の仲間が生まれること自体が喜ぶべきことだったのだが。

　柊はそこでふと思い立って、視線を転じた。

「竜りん胆どうは？　竜胆はどう思ってるの？」

　好奇心旺おう盛せいな目を向けられ、竜胆は碧へき眼がんで柊を見返す。無糖のコーヒーを飲み下し、口を開いた。

「──奴が選択したことだ。奴が後悔しなければ、己おれはそれでいい」

「…………ふーむ」

　柊の表情が少し思い詰めているように見えたのかも知れない。井筒は居い心地ごこち悪そうに舌打ちし、竜胆は静かにコーヒーを飲んでいた。

　──よしっ。

　柊は決意して、角砂糖が二つ入ったコーヒーを一気に呷あおる。熱さに目がちかちかした。

「ちょっと、みんなのとこ行ってくるね」

　急にどうした、という顔を竜胆がする。井筒も訝いぶかしげに眉まゆをひそめて柊を見た。

「ンだそりゃ」

「気になったの。九番式のこと、みんなどう思ってるのかって。井筒みたいな考えもあるってことだしさ、他のみんなにも聞いてみたいんだ」

　意気込む柊を、竜胆は試すように見詰める。

「聞いてどうする」

「どうっていうんじゃないけど。私こういうの初めてだし、なんか、じっとしてらんなくて。──あ、なんかあったらすぐ呼んでね！」

　思い立ったが吉日を地で行っている。柊ひいらぎは言うなり音を立てて立ち上がり、「じゃ！」と片手を挙あげて意気揚よう々ようと休きゆう憩けい室を出て行った。

　マフラーが揺ゆれて猫の尾のようだった。後に残された二人は止める言葉もなく、嵐のように去った柊を見送った。

　竜りん胆どうは止めようともしなかった。井い筒づつは呆あつ気けに取られたように柊の去った方角を眺ながめていたが、気を取り直して舌打ちを一つ。

「ケッ、妙みようちきりんなヤツだぜ……。で、姐あね御ごはなんて言ってンです、今回のこた」

　姐御とは、鬼き虫ちゆう弐に番式《蜘く蛛も》・羅ら刹せつの巴ともえを指す。井筒は竜胆を兄貴と呼ぶ一方で、巴を姐御と呼び慕っている。正確には慕っているのが半分、もう半分は畏い怖ふしているといったところだろうか。

「巴は自分の研究を進めるだけだ。──だが、奴も己おれも、民間人を徴ちよう用ようすることに何も思わんわけではない」

「だったらよ！　もっと別のヤツでもなんでも探さがしゃいいじゃねェッスか！　女子供が張って出ンのがおかしいんスよ！」

「……そもそも、巴も女だが」

　う、と息を詰まらせる井筒。

「だってそりゃ、姐御は……！」

　巴の場合、認めるだの認めないだのとはまた違った次元にいる。

　弐番式、すなわち二人目の鬼虫であるところの巴は、本人も蜘蛛の使い手でありながら鬼虫の研究開発の第一人者でもある。そもそも彼女がいなければこの鬼虫自体が存在しなかったのだ。研究者でありながら自身をも機械化する彼女は、確かに他のメンバーと比しても只ただ者ものではない。ある意味、別格とでも言うべきであろう。

「──まあ奴が女と思えん気持ちはわかる。余よ計けいな一ひと言ことだった、忘れろ」

「それ姐御に聞かれたらエラいことになるッスよ……」

　ともかく、竜胆自身も井筒の言っていることは間違っていないと思っている。

　井筒本人にとっては単純に自分が気に入らないだけかもしれないが、少なくとも倫理や常識の観点からすれば、鬼虫の起き動どうの為ために民間人を──それも女子供から選定するということは推すい奨しようされるべきではない。

　ただ。

「それでも最終的に自みずからの道を選択したのは、彼らの意思だ。……であれば、我々がそれに是非を唱える権利など無いさ。井筒、お前もそうだった筈はずだ」

　言葉に詰まる井筒。

　無む論ろん、だからといって全て許されるというわけではない。

　確かに、鬼き虫ちゆうの本体となることを決定したのは最終的には適性者の意思だ。だがそれとて時と場合が嚙かみ合っただけの話で、それを選ばざるを得ない状況にあったという者もいる。都つ合ごうや世情が絡からまり合ってそうなるしかなかった運命と、その者の心底からの希望は必ずしも合がつ致ちしないのだ。

　竜りん胆どうは眉まゆ一つ動かさず、燃える町の只ただ中なかで死に瀕ひんしていた少年を思う。

　彼もまた、本来は人として過ごせた筈はずでありながら、選ばれてしまった適性者だ。
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「──おいおい、転ぶぞ」

「え、」

　こけた。

　廊下を走っていたところいきなり誰かに声をかけられたと思えば、角の辺あたりで何かにつまづいた。掃除の行き届いた通路に何かゴミが落ちているわけでもないのに。全く気付かなかった柊ひいらぎは顔面からいった。

「ほら言わんこっちゃねえ。廊下は走るもんじゃねーよ」

　ばっ、と顔を上げる柊。鼻っ面つらが赤くなっている。柊はちょっと涙目になりながらも、曲がり角から足を出して引っかけた犯人を睨にらんだ。

「……って、こかしたのそっちでしょ！」

「おっと、そうか？　こいつは一本取られたぜ」

　参さん番式《蟷螂かまきり》・夜や叉しやの剣けん菱びしは、すっとぼけた面つらで頭を搔かく。

　平時の彼がどこにいるのかは摑つかみ辛づらい。大たい抵ていは敷地内を目的もなく徘はい徊かいしているが、時には資料室で書物を読み耽ふけったり中庭で寝ていたり、その辺の整備士や職員と談笑していたりもする。要するに暇ひまを持て余し、持て余すままにだらだらしているのだ。

　そんな彼を見つけるのは至難の業わざだが、今回はたまたますぐにぶち当たった。が、運が良いとはちょっと思えない。柊は鼻をさすりながら立ち上がる。

「あー……全っ然気付かなかった。剣菱って気配とかないんだもん。もうちょっといつもこうさ、気力というかさ、そういうの出してた方がいいよ？」

　そう言われても剣菱は全く意に介かいさない。柳に風さながらに柊の忠告を右から左へ受け流した。

「そういう疲れんのはごめんだな。──で、今日はいつもより元気じゃねえか。なんか新しい遊びでもめっけたか？」

　そうだ。目的を思い出した。

　柊は気を取り直して剣菱に向き直り、緑の目をまっすぐに見て問う。

「剣けん菱びしは、九番式のことどう思ってる？」

「あん？」

　虚きよを突かれた、というように目を丸くする剣菱。またこいつ突とつ拍ぴよう子しもないこと聞くなぁ、と顔に書いてある。当然おかしな質問であることは柊ひいらぎも自覚している。

「九番式……、っつうと、蜂はちの適性者のことか？　あー」

「例えばさ、うれしいかうれしくないかだと、どう？」

「ま……それだと前者かね。助かるとは思うさ。なにしろほれ、俺たちゃ陸戦型だ。空を飛び回れる奴が一機増えりゃ、色々と楽になる」

　基本的に、鬼き虫ちゆうはそれぞれの運用コンセプトに特化した設計となっている。

　例えば剣菱の操あやつる虫、《蟷螂かまきり》は巨大なブレードを用いた白はく兵へい戦せん型だ。主とした攻こう撃げき目標は陸上兵器であり、地上の制圧力を重視している。単たん騎きでの戦せん闘とう能力は蜈蚣むかでと並んで極めて高く、空陸海の総撃げき破は数が最も多いのもこの剣菱だった。

　他の鬼虫もそれぞれ己おのれの得意とする戦法を有しており、適応する戦場がある。九機の鬼虫の中で空戦型は四機──今までは三機、陸戦型は五機の配分となっている。

　なるほど確かに、陸戦型からすれば空をカバーする新型の存在はありがたいだろう。空戦型たる柊にとってその辺あたりの心情は想像するしかないが、そういえばさっき、同じ陸戦型の仲間が全く逆のことを言っていたと思い出す。

「でも井い筒づつは認めないって言ってたよ？」

　剣菱はやや大おお仰ぎように肩を竦すくめた。さもありなん、という顔をしている。

「あいつはそういう奴なだけさ。確かに蜈蚣は強ぇからな。つってもまぁ、おおかた子供だかなんだかってとこが引っかかってるだけなんだろうよ」

　おおお、と柊は感嘆した。まるでついさっきまでの井筒を見てきたような言い方であり完かん璧ぺきにその通りである。剣菱の洞どう察さつ眼がんが鋭いのか、井筒がわかりやすいのか。多分その両方だ。

「俺は別に適性者のこたぁ気にしねえよ。こっちだってもともと軍属じゃなかった身だ、どっから拾ってこようがそいつも場合によりけりってこったな。やることさえきっちりやんなら、俺がケチ付ける筋すじ合あいもねえ。……で、どうだ？　こんなもんでいいか？」

「おおー……」

「……なんだよ、目ぇキラキラさせやがって」

「ぼーっとしてるクセにちゃんと考えてるなぁって……すっごく意外」

　ゆら、と剣菱の足が浮く。

「そうかい、ありがとよ。もっかいスッ転ばされたいわけだな？」

「わわわっ……とにかく、ありがと！」

　慌あわてて踵きびすを返し、とっとと走っていく柊。剣菱はその背をぼんやりと見送って再び肩を竦めた。




「あ、いたいた。万、」

「うぬうぅぅうううぅうぅうううううううぅぅぅぅうううううううう～～～～～!!」

　地の底から湧わき出るような呻うめきに驚き、柊ひいらぎは思わず出しかけた頭を引っ込めた。

　扉の上の木札にはこうある──「資料室」。

　気を取り直して、ひょっこり中を覗のぞき込む。

「…………万まん字じー？」

「ぬうううう……くぬぅぅう……書けん……書けんぞぉう……ぬ？」

　伍ご番式《蛾が》・奔ほん王おうの万字は、もう何時間もそこにいるようだった。

　ずらりと書物が並ぶ資料室の只ただ中なかに、木製の文ふ机づくえ（自前であろう）が置かれている。そこにはペンとインク（これも自前であろう）がセットされ、更さらに周囲にくしゃくしゃに丸まった原稿用紙（やはり自前であろう）が散乱している。

　万字は愛用のインバネスをその辺に引っかけ、苦悩しながら文机に向かっていた。立ち上がれば二メートルにも届かんばかりの長身であるが、今はその身を丁てい寧ねいに折り畳たたんで座り込んでいた。シュールな図だった。

　万字はようやく柊に気付き、どろりと振り向く。深い藍あい色の目はどんより曇くもっているが、別に具合が悪いというのではなくこれが素すなのだ。

「…………貴き君くんは、柊氏ではないか。何をやっとるのかねこんなところで」

「それ、こっちの台詞せりふなんだけど……」

　資料室にそろそろと足を踏み入れ、原稿用紙を踏まないようにして万字に近付く。丸まったそのうち一枚を手に取り広げてみると、いかにも神経質そうな字でこう書かれてある。

「えーなになに……『吾わが輩はいは虫である。名前はまだ』……」

「やめたまえよ音読は!!」

　くわっと目を見開く万字。柊は慌あわてて原稿用紙を放った。

「また変な小説書いてるの？」

「変!?　変と思うのはだね、貴君がまだ子供だからだよ！　もっとも吾輩の文学的感性を認められるにはまだ文ぶん壇だんそのものが未熟なのであるがね……まったく嘆かわしい」

「ふうん……なんかよくわかんないや」

　万字は暇ひまさえあれば原稿用紙に向かっている。そうしてがりがりとペン先を削けずりながら、彼曰いわくの「文学」を紙面に表現しようとしているのだった。別に文章を出力するだけなら他にも手段はあるのに、何な故ぜか手書きにこだわる。とはいえ脱だつ稿こうに至ったことは一度もない。

「で、何かね。吾輩の執しつ筆ぴつ活動に横よこ槍やりを入れるのだから余よ程ほどのことなのだろうね？」

　柊は床に転がる原稿をまた一枚開いて、

「んー、うん。九番式のこと。なになに、『それは或ある基地の二階だつた』……なんかどっかで見た気がするなぁ……」

「だからやめたまえと言っているだろうに!!」

「わわわ」

　ばしんばしん文ふ机づくえを叩たたく万まん字じにびっくりして、柊ひいらぎは音読を諦あきらめた。ついでに丸められた紙くずをゴミ箱にきちんと捨てた後で、改めて聞いた。

「あのね万字。九番式が見つかったってこと、知ってるでしょ？　どう思う？」

「どう？　……どう、かね？」

　万字は筆を止め、例のどんよりした目で振り返る。この男は、普段それほど他人に興味を示さない。冷れい酷こくという意味ではないが、良くも悪くも自分の世界に埋まい没ぼつしがちなのだ。

「ふうむ」

　顎あごに手を当てる万字。柊は資料室の床に行ぎよう儀ぎよく正座して答えを待った。

「……どうでもよろしい！」

「うわ、言い切った」

「そうであろう実際。吾わが輩はいもこうなってそこそこ長いがな、まずは本人が顔を見せんことには何も始まるまいて。まあ当事者の心情を推すい察さつして文面にしたためてもよいが、吾輩は今！　執しつ筆ぴつ中の新作に！　忙しいのだ！」

　言ってまた鬼き気き迫る形ぎよう相そうで原稿用紙に向き合う万字。彼の創作活動に芽が出る時はいつとも知れないが、最初から最後までぶれない姿勢は彼らしいといえばらしい。

　答えは聞いたし、となればこれ以上邪じや魔ましてもいけない。柊は口の中だけでこっそり礼を述べ、なるべく物音を立てないように資料室を出ようとした。その背に声がかかる。

「が、まあ、空戦型というからには吾輩や貴き君くん、それに竜りん胆どう氏が先せん達だつであろうしな。まだ見ぬ新人氏が望めば、飛び方を教えるにやぶさかではないな」

　大型の蛾がを操あやつる万字は、大型目標や戦場そのものへの戦術爆ばく撃げきを得意とする。竜胆の蜻蛉とんぼや柊の蜉蝣かげろうほど小回りが利きくタイプではないが、それでも空のことはよく知っている。

　万字のそれは独ひとり言ごとのようではあったが、これもまた回答の一つだろう。あれこれ思し索さくを巡めぐらすより、とにかく本人が来てから、というのが万字の姿勢なのだろうか。暇ひまさえあれば創作活動に没ぼつ頭とうする一方そうしたところは場当たり的というか、妙みように現場主義的なところが万字の特徴だ。

　柊は肩越しに振り返って笑い、べ、と舌を出した。

「ざーんねん、万字にはあげないよ。私が後こう輩はい君にいろいろ教えてあげるんだもん」




　六番式《蟋蟀こおろぎ》・鉤こう行ぎようの庵いおりは、比較的すぐに見つかった。

　彼は武器保管庫にいた。ずらりと並び立つ歩兵用の装備ラックに囲まれながら、愛用の銃じゆうを分解整備していたのだ。

　先に気付かれた。小さな足音を敏感に察さつ知ちし、庵いおりは切れ長の目を柊ひいらぎに向ける。

「……柊？　どうしたの、僕に用？」

　こっそり寄って驚かそうとしていた柊だったが、ぎくりと硬こう直ちよくする。単独での特とく殊しゆ工作や後方支援を旨むねとする庵は、一人でいることが多い。それ故ゆえに気け配はいを察知する能力に長たけ、柊がこっそり近寄るのに成功したことは一度もない。今日もまた失敗ということだ。

　不思議そうな庵に対して取り繕つくろうように手を振って、とにかく話を進めた。

「う、うん。や、そんな大事な用事ってわけじゃないんだけどさ」

「そう？　──ああ先に、君の銃じゆうも整備しておいたよ。はい」

　作業の手を止め、庵は柔にゆう和わな笑みを見せた。卓たくの端はしに置かれてあったものを手に取り、柊に差し出す。ホルスターに納められた回転式の拳銃であり、柊が愛用している一いつ挺ちようだ。

「あ、ありがと」

　歩み寄って受け取るが、彼に近付く度たびに見入るというか、どこか感心してしまう。

　庵は一見すると女性とも見み紛まがうばかりの顔立ちをしている。

　男性としては小柄な体格も相あいまって、服さえ変えれば本当に女に見えるかもしれない。だがその体たい軀くは指先に至るまで鋭い精せい悍かんさに満ち、銃を扱あつかわせれば整備・実戦ともに驚異的な精せい密みつさを誇る。こうした特性は、彼が駆かる虫の《蟋蟀こおろぎ》にも通じていた。

　庵自身もまた銃器に親しむ性分で、乞こわれれば仲間の銃も喜んで整備する。ほとんど趣味のようになっているのだ。柊は自身の拳銃を見分し、相変わらずの手て際ぎわに感かん嘆たんした。

「それで？」

「あ、うん。ちょっと聞きたいことがあるの。あのね、九番式が加わるってこと、どう思う？」

「九番式……《蜂はち》のことか」

　庵は一いつ旦たん言葉を切り、自分の中での答えを探さがした。

「……仕方のないこと、だとは思うかな」

「仕方ない？」

「なってしまったものは、ね。僕は僕以外のみんながどうして鬼き虫ちゆうになったのかは知らない。……いや、僕自身、前は何だったのかも覚えてない。でも、みんな虫に選ばれてこうなったんだ。だったら蜂の彼も、彼が何と言ったって多分いずれ鬼虫になった。仕方ないっていうのはそういうことさ」

　庵の口調には、諦てい観かんにも似た静かな落ち着きがある。仕方ない、というのは確かにその通りだろう。他に替えが無いという意味では、適性者には事実上選択の余よ地ちなど無い。庵はそう言っているのだ。柊は難しい顔で顎あごに手を当て、もう一つ聞いた。

「うれしくない、かな？」

「すぐには答えにくい質問だね……。──うん、そうだな、戦力が増えて助かるのは僕だって同じさ。嬉うれしいよ。けどどうしても、素そ体たいの人間のことを思わずにはいられない。……ただでさえ僕の後の適性者は、君や楓かえでみたいな女の子だしね」

　第三世代の鬼き虫ちゆうは完全に虫が選ぶ側となっている。柊ひいらぎや七番式の楓が選ばれたことも庵いおりに言わせれば「仕方ない」事なのだろうが、それですっぱり割り切れるほど冷淡でもない。諦てい念ねんを滲にじませる庵ではあるが、時とき折おり見せるそうした繊せん細さいさを柊は優しさだと思っている。

「そっか。ありがと、庵。銃じゆうのことも！」

「ああ。役に立てたならいいけど」

　最後にまた微笑し、庵は作業に戻る。細くも力強い指先がばらばらになった銃のパーツをまとめ上げ、あっという間に形を整えていった。いつもながら見事な手て際ぎわだ。柊は小銃が組み立てられていく音を背に、保管庫の扉を潜くぐった。

「ねえ庵」

　去り際ぎわ、柊は振り返って最後に口を開く。

　彼は自分達のことを案じているのかもしれない。そう思ったからだ。

「私は、今の私が好きだよ。後悔してない」

　庵は完成した小銃を手にこちらを見つめ、眩まぶしそうに目を細めた。

「君は強いね、柊」

「そういうわけじゃないよ。能のう天てん気きなだけなんじゃないかな」

　歯を見せて笑い、柊はマフラーを翻ひるがえしてその場を辞した。




『──九番式の件、ですか？』

　七番式《蟻あり》・霖りん鬼きの楓かえでに問うと、彼女はまず通信でそう返した。

　楓は演習場で見つかった。《蟻》の中にいたのだ。

　どうやら蟻の調整をしていたらしい。大きな「親機」と接続していた楓は「子機」を自動操そう縦じゆうに切り替え、機体と分離して着地する。

　盲目の楓は、両目を伏ふせたまま開かない。しかし立ち居振る舞いには視覚の無いハンデなど微み塵じんも感じさせず、その所しよ作さの端はし々ばしまで惚ほれ惚れするほど嫋たおやかな気品に満ちている。柊は、楓のそうしたところに憧あこがれていた。

「うん、そのこと。ちょっと気になってさ、みんなどう思ってるんだろうって」

　楓は柊を見返し──見えない目でも「視みられている」気はした──、ゆっくり頷うなずく。

「なるほど、理解致しました」

　演習場の広い敷地内では、複数の子機が全身を確かめるように機き動どうしている。

　いつの間にか日が傾いていた。自分では気付いていなかったが、どうやら随ずい分ぶん長いこと基地内を歩き回っていたようだ。楓は柊に並んで立ち、穏おだやかな声で答えた。

「是非もないこと。わたくしはただ、竜りん胆どう様や皆様の御判断に従うのみです」

「そっか」

　柊ひいらぎと楓かえでは同性でもあり、同期というほど番号が近いこともあって一いつ緒しよにいることが多い。だから柊も、楓ならきっとそう言うであろうことはなんとなく察さつしがついていた。

　楓は鬼き虫ちゆうの仲間、特に竜りん胆どうに全ての判断を委ゆだねている。

　主体性が無いのではなく、ただ絶大な信頼を寄せているのだ。そうして仲間に粛しゆく々しゆくと従い、可能な限り最高の補佐を務つとめる。味方機の補助に徹する蟻ありの適性者としては、なるほど彼女以外にはいないように思える。

「そう言う柊様は、とても嬉うれしそうですわね？」

「えぁ、……あ、やっぱりそう？」

　人から改めて言われると面おも映はゆい。照てれてしまう柊に、楓は鷹おう揚ような微笑を浮かべた。少々落ち着きのない柊にとって、楓のこうした包み込むような空気もまた羨せん望ぼうの的だった。

「──九番式は、お若い方と聞きます」

「うん、みたいだね」

　まだ少年であること。

　民間人である彼を、燃える町から保護したこと。

　九番式の本体についてわかっているのはこれくらいだ。それから蜂はちの反応からかなり高い適性があることが推すい察さつできる程度で、あとは本人を前にしなければ何もわからない。

　出しゆつ自じの似た柊や楓には、そのことが他の者より身近に感じられる。柊は竜胆に見み出いだされた自分が実戦投入される前、他の鬼虫がこのような会話をしたのかもしれないと想像してみる。

　柊は自分が人間だった頃、どこの誰であったかを思い出せない。記録も無い。戦せん闘とう演算を阻そ害がいする余よ計けいな記憶を封ふうじる為ためか、兵器としての自我と人としての記憶が衝しよう突とつする危険性を考慮した上でそうしたのか。

「わたくしは勿もち論ろん、皆様を信じます。ですがわたくし自身が彼に思うところあるとすれば──せめてその方の中に、迷いがなければ良い、と。それだけですわ」

「……うん。そうだね」

「実戦に至ればこちらも全力で補佐します。稽けい古こもつけるつもりです。ですがそれ以外のことは、直近の先輩である貴女あなたにお任まかせしてよろしいですか？」

　冗談めかしてそう言う楓に、柊は少したじろいだ。

「そ、そりゃそのつもりだけど。あう。なんか改めて言われると緊張してきた」

　楓を見返し、そういえば自分も最初の頃は彼女によく世話になっていたことを思い出した。自分にうまくできるだろうか、と今いま更さらのように思わなくもない。

「それで……今日は、皆様にそのことを聞いて回ったと？」

「うん。竜胆はいつも通りだし、井い筒づつはなんか怒ってたし、剣けん菱びしはあっさりしてるし、万まん字じは今はどーでもいいって言うし庵いおりは仕方ないって言ってた」

「まあ」

　楓かえでは同どう胞ほうのそれぞれの答えを想像してくすくすと笑った。

　柊ひいらぎは頭の中で、自分が聞いた答えを反はん芻すうしてみる。それぞれ違ってはいても、彼ららしい答えだったと言えよう。竜りん胆どう、井い筒づつに剣けん菱びし、万まん字じに庵いおり、楓と自分と──

「皆様のお顔が浮かぶようです。それで、巴ともえ様は？」

「あ」

　そういえば、あと一人いる。




　　　　　　[image: 区切り]




「ひーいらーぎちゃーん」

　──ん？

　最後の相手を求めて基地を歩いていたところ、聞き覚えのある声がかかった。

　首を回して周囲に視線を投げるも、声の主は見つからない。前後に長い廊下には誰の姿もなかった。はっきり聞いたのだから空そら耳みみということはないだろう、訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せてなんとなく天てん井じようを見る、

「うわ!?」

　いた。

　ワイヤーを使って天井に張り付いているのは、間違いなく弐に番式《蜘く蛛も》・羅ら刹せつの巴だ。呆あつ気けに取られる柊ひいらぎを見下ろし、巴はワイヤーを垂らして逆さのままつつつと降りてきた。

「聞いたよぉ。おもしろそーなことしてんじゃない」

　にんまり笑う巴。

　彼女は大だい胆たんにはだけた軍服の上に、場違いなほど派手な菫すみれ色の振ふり袖そでを羽は織おっている。本人に言わせればゲン担かつぎとのことだが、基地にあってこの色彩は異様に目立つ。見てくれは二十半なかばの若い女で、黙だまっていれば目が覚めるほどの美人だ。

　そんな女がこんな格かつ好こうをしているのだから目の毒だが、開発部などは酔すい狂きよう極きわまる巴の格好や行動になどすっかり慣れてしまっている。自然現象のようなものだ。

　そして巴の奇行を目まの当たりにした柊は、慣れてはいても思わず一歩退ひいた。

「ず、ずっとそこで張ってたの？」

「ずっとじゃないわよう。そろそろ通るかなって思ってこうしてたから、まあ二分くらいかな」

　それはそれで何をしているんだと思わずにはいられない。

　見れば巴は手製の眼鏡めがねを着けたままだ。であるからには、ついさっきまで研究室に詰めていたのだろう。今いま更さら視力など矯きよう正せいするまでもないが、昔からの癖くせで作業時にはこうしているらしい。

「……そ、そう。あーびっくりした。心臓に悪いよ……」

「だーいじょぶだいじょぶ。この程度で心臓やらないって。それよりキミのことよ、みんなのとこ回って九番式のこと聞いてるんだって？」

　くるりと回って着地し、ワイヤーを畳たたむ巴ともえ。

　確かにその通りだ。竜りん胆どうや井い筒づつから聞いたのか、それとも今なおその辺をふらふらしているであろう剣けん菱びしとでも鉢はち合あわせたのか。

「うん。私、こういうの初めてだし」

「あーそっか、キミはそうだよねぇ。──で？　で？　それアタシには聞かないの？」

　ずいっと身を乗り出す巴。

　満面の笑みだった。

「どう思う……っていうか、それじゃ聞かなくたってわかるよー。すっごいうれしそう」

「あらわかるぅ？　そーなのよ、アタシも柊ひいらぎちゃんと同意見なの」

　頰ほおに手を当てて「のほほ」と笑う巴。

　九機の鬼き虫ちゆうを設計したのは、他ならぬ彼女を中心とした研究チームだ。その九機が全員揃そろう瞬しゆん間かんを誰より待ち焦こがれていたのは彼女に違いない。

「それで、みんなはなんて言ってたの？」

「ん、いろいろ。みんな違ったよ。……そういえば、普通にうれしいって言ったの巴が初めてな気がする」

「あらそう？　ま、そーよねやっぱ」

　二人して並んで歩き、開けた渡り廊下に差し掛かかる。

　十二月、空気は冬のそれで張り詰めている。楓かえでと演習場にいたのはたった数分前のことなのに、その頃よりも西日はずっと傾いていた。窓越しに見る東の空は既すでに深い藍あいとなり、氷のように冴さえた月が昇っている。

　ふと巴が口を開いた。

「ねえ柊ちゃん。そんじゃ今度は、キミに答えて欲しいな」

「え、私？　私は楽しみだよ、だって後こう輩はいが」

「そこから先。もうちょっとだけ踏み込んだ、もうちょっとイジワルな質問」

　窓を背に立つ巴の顔には、先さき程ほどまでとは違う感情の色がある。柊は意外な切り込みに目を丸くした。

　巴は柊のしたことを知っている。問われた仲間が何を答えたのかも、聞かずして予測がついているのだろう。そのことを踏まえた上で、今度は逆に柊が問われる番だと。細められた巴の紫むらさきの目はそう告つげていた。

「キミは、九番式のことを嬉うれしいって言ったよね？」

「──、うん」

「でもね。知っての通り、これから目覚めようとしてるのは鬼虫の《蜂はち》なの。八や洲しまが技術の粋すいを集めた、特注の、最強の兵器なの」

　閉じられた窓に寄り掛かかる巴ともえの後ろに、夜の滲にじむ空が見える。

　星はまだ、出ていない。

「アタシ達がこれから造るのは、ただのお友達なんかじゃない。敵に対抗するための武器そのものよ。あの子はこれからいっぱい機械を壊こわして、いっぱい人を殺すわ。蜂はちがいたから死なずに済む人はこれから山ほど生まれる筈はずよ。でもそれと同じくらい、蜂のせいで死ぬ人もきっと数え切れないくらい生まれるでしょうね」

　全て事実だ。

　九機のみ製造された八や洲しま軍最強の兵器、その最後の一機もまた強大無比な力を秘める。そんなものがもう一機戦場に投入されるということは、つまりそういうことなのだ。対する敵といっても彼らも同じ人間で、人間であるからには鬼き虫ちゆうを恐れ、憎み、死んでいく。

　新たな鬼虫の覚かく醒せいを目まの当たりにするのは、八番式の柊ひいらぎにとって初めてのことだった。しかしそれ以外の仲間は、回数の差こそあれ同じものを見てきた。

　最強の兵器は、かつて皆、人間だった。

　人として在あれた未来を捨て、敵を滅めつする為ための兵器として戦場に君臨する。

「それでもキミは、九番式の覚醒が本当に嬉うれしいなんて言い切れる？」

　そんな暢気のんきなことを、本心から言い切れるのか。

　一人の少年が人から兵器になることが本当に喜ばしいのか。

　巴ともえは試すような目でこちらを見ている。自分はとっくにそんなことを承知した上で、科学者の目で「そちらはどうだ」と問うている。柊は山やま吹ぶき色の瞳ひとみを大きく開いて、こちらを見み据すえる巴に視線を返した。

　そして迷うでもなく、頷うなずいた。

「うん」

　今度は巴が意外そうな顔をした。

「──ほんとに？」

「うん、ほんとに」

　流石さすがにこうまであっさり返されるとは思っていなかったらしい。拍ひよう子し抜ぬけしたような間が開いて、それから柊はぽつぽつと答えを返す。

「……っとね。正直、難しいことはよくわかんないんだ。多分巴の言う通りなんだと思う。私だって同じだもん。鬼虫ができて困る人も、怒る人も悲しむ人も本当にたくさんいると思う」

　なんとなく感じていたことではあるが、改めて言われると全く否定できない。鬼虫は兵器であり、兵器は殺しの道具であり、いくらお題だい目もくを並べようがどうにもならない領りよう域いきに首までどっぷり浸つかっている。

　そしてまた、民間人であった彼自身が心から望んだ道であったかさえ定かではない。

　──それでも。

「それでも、私には初めての後こう輩はいなんだ」

　柊ひいらぎはそう言い切って、屈くつ託たくなく笑う。

　鬼き虫ちゆうはその存在自体が、自律稼動兵器としての大きな業ごうを背負っている。なるほど確かに怒る者も悲しむ者も星の数ほどいるだろう。救ったものと奪うばったもの、どれほどの命をその背に負うかは考えただけで気も遠くなりそうだ。

　そんなものの誕生を何の思おも惑わくもなしに喜べる者がいるとすれば、それはたった八人の「彼」の同類しかいない。たとえ誰がどれほど悲しもうと、自分の意思でこの道を選び取った少年を心から祝福できる者は他にいないのだ。

　少なくとも、そういう能のう天てん気きな奴が一人くらいはいたっていい。

「誰がなんて言ったってそう。九人だけの同じ仲間だから。私は、ほんとにうれしいよ」

　巴ともえは柊の答えを受け、目を伏ふせる。

　その表情が溶けるように柔らかくなっていく。口の端はしから笑い声を漏もらし、巴は大おお股またで柊に近付いて、その頭にそっと触れた。

「ほれっ」

「うわ!?」

　ぐいっと引っ張られ、柊は目を白黒させる。胸元に抱き寄せられたと気付いたのは遅れてからで、そうなってから本格的に慌あわてた。

「ちょ、と、巴!?」

「ったくもー柊ちゃんはいい子だなー。おねーさんが褒ほめてあげます！　ほれほれほれ！」

「わっ、ちょっとなんなのもー！　やめてよーっ！」

　じたばたもがくのを強引に押さえつけられて十数秒、やっと解放された柊は弱り切った様子でふらつく。髪が無残なことになっている。抗議の視線を巴にぶつけるが、対する彼女は先さき程ほどまでの真剣な様子など欠片かけらも残さず満面の笑みだった。

「……もう！　何すんのいきなり！」

「んふふ。柊ちゃんが嬉うれしいこと言ってくれたんだしアタシも頑がん張ばんなきゃねえ」

　そう言い残して、抗議をものともせず踵きびすを返す巴。両手をひらひらさせながら歩み去る彼女に柊はまだ文句を言い足りず追おうとしたが、途中で馬鹿らしくなってやめた。ふんっと鼻息を吹いて巴の背を見送るに留とどめる。

　──あ、

「名前は？　名前はもう、決まってるの？」

　ふと思い立って質問を投げる。

　巴は足を止め、肩越しにこちらを振り返って答えた。




「九く曜よう。九番式、金きん翅しの九曜よ」
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　機械化手術が始まる。

　巴ともえは全ての準備を終え、研究員を従えて現場に入る。専用の室内は異様なほど広く、右から左へ機材がぎっちり詰まっている。中でも最も大きいのは、表面に「九」と書かれた繭まゆ──すなわち虫型外がい殻かく格かく納のう槽そうと呼ばれるポッドだ。

　蜂はちはその中にいる。その中で、適性者との接続を待っている。

　そして中心の台座には、脳を生命維い持じ装置と繫つなげた少年が横たわっている。

　体はほとんど死んでいると言ってよい。巴は目を閉じた少年の頰ほおに、滅めつ菌きん手袋をつけたままの指先で一いつ瞬しゆんだけ触れた。

　彼はここで死ぬ。

　人としての名と記憶を、人生を失う。

　少年が生きたのは十五か十六年ほどの時間だろうか。新たに生まれ変わる先に待つのは地じ獄ごく以外の何物でもない。彼の故郷を焼いた炎ほのおの中に、今度は彼自身が身を投じるのだ。

　それでも、彼の誕生そのものを単純に喜ぶお人ひと好よしがいてもいい。この運命を少年自身が望んだものでなくとも、彼の辿たどる道を肯こう定ていする者がいてもいい。

　そうでなくては、彼の歩みに救いが無さすぎる。

「さて」

　少年を見下ろしていたのはほんの数秒だった。巴は頭を切り替え、全員に合図を飛ばす。

「──始めましょうか」
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　そして完全に夜の帳とばりが降りて、柊ひいらぎはじっと待っている。

　今は誰もいないドック。埃ほこりが散るその中、「八」の繭に腰こし掛かけ、柊は天てん窓まどから夜空を見上げていた。月の光が帯となって差し込み、細かな埃を霧のように照らしている。

　──ねえ、《蜉蝣かげろう》。私はうまくできるかな。

　思念で己おのれの虫に問う。繭の中に眠る一匹の蜉蝣は今は翅はねを畳たたみ、具体性を書く主の質問の意味を問い直した。

　──何って、色々。こういうの初めてなんだ。うれしいけど、やっぱりちょっと不安だよ。

　蜉蝣は答えない。答えようがない物言いだというのは柊も承知で、独ひとり言ごとに付き合わせちゃってごめんね、と付け加える。蜉蝣は沈ちん黙もくし、主を気き遣づかうように柊の脳波だけをモニタリングし続けている。

「九く曜よう。……九曜、か」

　柊ひいらぎはその名を呟つぶやいた。月が中ちゆう天てん高く昇る夜の空には、無数の星が瞬またたいている。

　最初に言うべき言葉を考えていた。

　彼が目覚めた時、なんと言えばいいだろう。なにしろこれから肩を並べる戦友だ、最初の挨あい拶さつくらいは考えておかねば。

　例えば「これからよろしく」ではどうだろう。それとも「一いつ緒しよに頑がん張ばろう」だろうか。「ようこそ我々の隊へ」などではあまりにも気取りすぎている。

　おめでとう、では。

　思い付いた瞬しゆん間かん、そのあまりの間抜けさに自分で吹き出してしまった。巴ともえの言う通り、彼はこれから鉄てつ火か場ばに身を投じるのだ。それにおめでとうと言うのは流石さすがにどうなのだろう。

　けれどこれでいいような気もする。覚かく醒せいの日ということは、言い換えれば彼のもう一つの誕生日になる。自分一人だけでもいい、偽ぎ善ぜんめいていてもいいから、どれほど間抜けでも彼を祝福したい。だから決めた。

　最初の言葉は「おめでとう」にしよう。
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　この物語を九く曜ようは知らない。どの記録にも残らない、戦いの中にあった日常の一コマに過ぎない。

　それは彼が覚かく醒せいする、前夜のことだ。





〈了〉
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　ぼへへへへへへへ、とどこか間の抜けたエンジン音と、蟬せみの鳴き声が重なった。

　広がる廃はい墟きよの間を縫ぬって、一台の軽トラックが走っている。

　時は昭和一〇一年、九月、夏と秋の境。ひび割れた廃道はただ静かにまっすぐ伸びて、この一台の他には追う者もすれ違う者もありはしなかった。

　軽トラックはやがて山道に差し掛かかる。夏の残り香がも色濃い九月、山中ともなればまだ蟬も元気なものだ。

　日暮れ時である。山に響く鳴き声はヒグラシのそれが主だった。

「今どのへんなんでしょうか？」

　助手席の窓から顔を出し、叶かな葉はは空を見上げた。

　空はまだら模も様ようだった。雲間と厚ぼったい雲が混ざり合って、沈みかけた朱しゆの陽光が出たり隠かくれたりを繰り返していたが、時刻は午後七時を過ぎ、空はもう紫むらさきの闇やみに染まりつつある。車内を振り返ると、ハンドルを握にぎる少年はいつものすまし顔で前だけを見ている。

「戦前の地図によると、じき峠とうげに差し掛かる。麓ふもとには小さな村がある筈はずだ。……不ふ穏おんな反応も感知されぬ、問題なく山を下れるであろう」

　九く曜ようの調子はいつもと変わらない。叶葉にとってはそれが頼もしかった。

　この時代、地上に人影は極端に少ない。街々は煤すすけた廃墟となり、人は大型地下壕ごうの冷凍睡眠施設で眠る時代──国全体に火が及んだ大規模な「戦争」の、二十年後の世界だ。

　今こうしてハンドルを握る少年こそ、八や洲しまが造り出した最強の戦せん闘とう兵器《鬼き虫ちゆう》が一人、九番式《蜂はち》・金きん翅しの九曜である。

　ある事件をきっかけに九曜は叶葉を「司令」と設定し、南部の防ぼう衛えい都市《尽じん天てん》で行動を共にした。

　七月から八月までの、ほんの一ひと夏なつの出来事だった。彼は叶葉と尽天の生存者達を救うために、己おのれの師である壱いち番式《蜻蛉とんぼ》・四し天てんの竜りん胆どうと戦闘し、これを撃げき破はした。そうして己の機体である蜂をも失った彼は、尽天を後にし、叶葉に従って旅に出ることに決めたのだ。

　行く先は決めていない。とにかく足の向くまま燃料の保もつまま。尽天のような生存者達のコミュニティーがあればいいと思っている。なんとなく進路が北に向いているのは、復興が続いているらしい帝てい都と《東とう京きよう》を無意識に目指しているからかもしれない。

　さしたる目的も問題もなく、この旅路はのんびりしたものだった。とはいえ、それでも突然のトラブルなどはよく起こる。

　夏の気配はまだ色濃く、天気も崩くずれやすい。

　突然、土ど砂しや降ぶりの雨に見舞われた。

　本当に突然だった。一つ二つ水滴がフロントガラスに当たり、「あれ？」と思った頃にはもう本降りとなって、大粒の雨が一気に叩たたきつけてきた。

「わあっ!?」

「……む」

　更さらに悪いことは重なるもので、とろとろ走っていたトラックが突然「ぽすん」と音を立てて止まった。

「ああっ！」

「むむ」

　こうなってしまえばもうどうしようもない。なにしろボロだからこの手の故障は珍しくないにしても、場所が山中で空が雨あめ模も様ようで時刻は日暮れ時──と、悪条件がこうまで重なるのは初めてのことだった。

　物もの凄すごい土ど砂しや降ぶりが屋根をどかどか叩たたくのを聞きながら、二人並んで暫しばらくぽかんとしていた。

「…………ど、どうしましょうこれ」

「……押す」

　九く曜ようは律りち儀ぎに締しめていたシートベルトを外はずし、大雨の中ためらわずドアを開いた。

「それしかあるまい。峠とうげを下れば、ひとまず雨風を凌しのげるところくらいは見つかるであろう」

　風が吹き込み、雨滴が車内にまで吹き込んでシートをばしゃばしゃ濡ぬらした。叶かな葉はは腰こしを浮かして、

「あ、あたしも押します！」

「君はいい。風か邪ぜを引いてしまう」

　普段は、こういう時は一いつ緒しよに押すというのが二人の間での決まりごとになっていた。元より九曜一人ででも十分ではあるのだが、片方に押させて自分だけのうのうと座っているのでは叶葉の気が収まらないようなのだ。

　とは言え、流石さすがにこの雨は生身の少女には堪こたえるだろう。「司令」を護まもらねばならない以上、いくらなんでも手伝わせるわけにはいかなかった。

「非常事態である。ここは小しよう生せいに任まかせよ」

「あ、う、でも……あっそうだ応援！　せめてそう、応援とかしますここから！」

「……いや別にそこまでせずともいいが」

　さて。

　車内から叶葉がはらはらしながら見ているのがわかる。九曜は全天候型の自律兵器であるから雨に打たれたところでどうということもないが、それでも見てくれは学生服を来た年若い少年だ。「機械だから」と済ませられないのが叶葉という娘だった。

「揺ゆれるぞ。摑つかまっていろ」

　荷台の尻しりに両手を添えてぐっと押すと、雨の幕を搔かき分けて車体が動き出す。

　下り坂に加えて濡れた路面だ、前に進めるよりもスピードが出過ぎないよう調整する方が面めん倒どうだった。少しずつ進むごとに雨が閉ざす闇やみは濃さを増してゆき、ついには宵よいの口なのに真夜中のような暗さになってしまう。

　どれほど進んだろう。心配する叶かな葉はに何度となく呼びかけられ、その都つ度ど返事をしながら黙もく々もくと車を押していると、これまでとは様子の違う声が届いた。

「あれ？」

　叶葉はどうやら進行方向の少し右を見ているようだった。車体が邪じや魔ましてここからではよく見えないが、何かあるのだろうか。

「九く曜よう、あっち！　あっちに進んで下さい！」

「どうした？」

　助手席の窓から叶葉が顔を出す。頭を掌てで守りながら九曜を振り返り、宵よい闇やみの向こうを指差した。

「あそこに建物があります！」

　果たして、本当に大きな建物に行き着いた。

　遠目からではどんな場所なのかわからなかったが、近付くにつれて徐々にその全容がわかってくる。周囲を囲む雑木林、建物の前に広がる運動場、平屋造りの古びた木造建築──。

「……廃はい校こうのようだな」

　門の柱に記しるされた校名は掠かすれていて読み取れない。

　ここを通り過ぎると、どこに何があるかわからない。雨あま脚あしが弱まる気配もない。どうあれ屋根があるならそれより上等なものは無く、二人は今夜をここで明かすことに決めた。
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　ひとまず、軽トラックは昇降口前のひさしの下に置いておいた。

　九曜はずぶ濡ぬれになった外がい套とうと詰つめ襟えりの上を脱ぎ、シャツ一枚になって脱いだものを荷台の縁ふちにかける。外套は防水だがそれにも限度があるし、詰襟の方は見るも無む残ざんだった。一晩ずっと火に当てていれば乾くだろうか。

「寒くありませんか？」

「心配無用だ。風か邪ぜとは無縁である」

　テントを張ればすぐにも夜や営えいできる。だが一応、その前に校内を調べておこうということになった。中に何があるとも知れないし、時間はいくらでもあるのだ。




　一歩進むごとに、床板が大きく軋きしんだ。

「一部の床が腐くさっているようだ。踏み抜かぬよう気を付けろ」

「はい……わっ」

　当然ながら中は真っ暗だった。月も雨雲に隠かくれているのでは、光源など叶葉の手にある懐かい中ちゆう電灯くらいのものだ。叶葉はそれを後ご生しよう大だい事じに両手で持ち、おっかなびっくり進んでいる。

　一方で叶かな葉はを先導する九く曜ようは視覚に暗あん視し機能を持っている。光に頼ることなく周囲を見渡すと、ここがかなり年ねん季きの入った建物のようだということは嫌いやでもわかった。戦後二十年の空白を差し引いても、廃はい校こう寸前のボロ校舎だったのではないだろうか。

　所どころガタが来ている校内は、結構な割合で自然に浸しん食しよくされているようだった。もともと木造であることがそれに拍車をかけている。廊下には雑草が顔を出しているし、隅すみには菌きん類るいに支配されてカビとキノコのコロニーのようになっている部分まであった。

「危なくないんでしょうか……？」

　叶葉は不安げだが、九曜が知覚できる範囲に怪あやしげな反応はない。

　今九曜のセンサー精せい度どは、半身である鬼き虫ちゆう《蜂はち》と共にあった頃と比べると著いちじるしく劣れつ化かしている。だが半径十数メートル程度なら十分に索さく敵てきできるし、何か説明のつかない異音などあればすぐに聞き取れる。その九曜の知覚が「安全」と判断している。

「危険は無さそうだが」

「ほ、ほんとですか？」

「うむ。それに暴走兵器がいるならば、我々が踏み込んだ時点で反応して襲おそってくる筈はずだ。だがそれらの気配は何も無い、静かである」

　こうした理由から、少なくとも直接的な脅きよう威いは無いだろうと九曜は判断しているが、叶葉はそうではないらしい。

　なにやら妙みようにびくびくしているのだ。

　九曜の後ろに隠かくれ、あっちこっちへ光を向けながら必要以上に周囲を警けい戒かいしている。そう遠くない場所で何か水音がしたら全身で跳はねた。

「ひい!?　い、今なにかあっちで音が！」

「あれは雨あま漏もりの音だ。心配は要いらぬ、君の安全は小しよう生せいが保証する」

「うううう……で、でも、でもですね……」

「何をそんなに恐れているのだ」

　叶葉がぱっと顔を上げる。むしろ怖こわくないのが信じられないといった表情で九曜を見上げ、声を潜ひそめて小さく叫んだ。

「がっこうのかいだんですよ！」

「何だそれは」

　平屋だから階段などあるまいに。

　という気持ちが顔にも出ていたようで、叶葉は首を振りながら訂正した。

「違いますってば！　昇る方のじゃなくて！　怪かい！　談だん！　こわい話！」

「ふむ」

「お化ばけですよ！　トイレの花子さんだったり十三階段だったり歩く人体模型だったり骨格標本だったり音楽室の肖像画だったりするんですよっ!!」

「詳くわしいな。む、あちらは保健室か……」

「ちゃんと聞いてます!?　聞いてないですね!?　聞き流さないのー！」

　話自体は右から左ではあるが、九く曜ようは九曜なりに叶かな葉はの心情を斟しん酌しやくしているつもりだ。

　不安になるのも無理はない。廃はい墟きよで一夜を明かすのは今に始まったことではないが、状況が状況だ。それにどうもこの学校という場所自体、他の廃墟とは一味違った異様な雰ふん囲い気きを充満させているように思える──あちこちに見受けられる、幼い学童達の痕こん跡せきとか。

　小さな椅い子すや机、廊下に掲かかげられた標語、ずらりと並ぶぼろぼろになった図画。まともな時勢の昼ひる日ひ中なかに見れば微笑ほほえましい光景なのだが、今はそれら全てがどこか不ぶ気き味みに見える。

　だから九曜は、周囲を調べながら彼なりにフォローしてみる。

「心配は無用だ。君の言うお化ばけだとか幽ゆう霊れいだとか、そんなものは存在しない。いたとすればどこかに物理的な仕し掛かけがあるのだ」

「そ、そうでしょうか……？」

「少なくとも小しよう生せいは、いかなる戦場を渡り歩いてもそのようなものを目にしたことがない」

　果たして自律兵器に霊感なるものが備わるかどうか、というのは別としても、淡々と断言する九曜に叶葉も多少は落ち着きを取り戻したようだ。

　さして広くもない校内をぐるりと一周し、とりあえずの危険はないことがわかった。結構な部分で雨あま漏もりがしているが、昇降口周りはそうでもないのでわざわざテントを張る必要もなさそうだ。

　となれば、次は夜や営えいの準備である。

　軽トラの荷台にかけた幌ほろをどけて道具を取り出す。二人分の寝袋とマットとランタンは室内に、小型のスキレットや鍋なべといった野外調理器具一式は車を停とめたひさしの下に。雨が降る前の道中で枯れ枝を拾い集めておいて良かった。たき火の用意を整えて夕食の支し度たくを始めた叶葉の横で、九曜は工具を引っ張り出した。ここで一夜を明かすことは決まったとしても、修理は早いうちにやっておいた方がいい。

　こういう時、尽じん天てんの安あん東どう老ろうや菘すずながいればと思う。旧式の燃料自動車は整備性に優れたシンプルな造りではあるが、九曜も叶葉もその手の専門家というわけではなく、いざ修理しろと言われても慣れない部分は多々ある。

「……それで、学校の怪かい談だんとは？」

　作業の傍かたわら、九曜がふと問う。

　叶葉は雨水を集めて湯を沸わかしている最中だった。糧りよう食しよくの缶を温める為ためだ。夕食の準備といっても、ちゃんとした設備や食材があるわけではないから基本的には保存食に手を加える程度だ。家事万能の叶葉にとっては片手間でもできることだが、料理に関しては彼女なりのこだわりがあるらしく、いつも自己流のアレンジを加えて出してくる。

　ともあれ、叶葉は意外そうに顔を上げた。

「はい？」

「君が随ずい分ぶん気にしていたので。今はその学校にいる故ゆえ、小しよう生せいも一応知れることは知っておいた方がよかろうと」

　九く曜ようが興味を示したことが意外だったようで、叶かな葉はは目を丸くした。

　彼なりに心配してくれているのかもしれない。叶葉はそう思って少し笑んだ。

「あたしも、本で読んだりしたくらいですけど──」

「構わぬ。聞かせてくれ」

　どんな時にも恐ろしげな怪かい談だんというものはあって、それらは時代や場所に強く依存するものだ。

　この種の噂うわさは、要は非日常を手軽に覗のぞき見る為ためのものと言える。学校というのはその辺あたり怪談の舞台として秀しゆう逸いつで、日常と非日常の境界が他よりもかなり明確に示されているのだ。大人おとなと子供で賑にぎわう昼は、誰もいなくなった夜を際きわ立だたせる。他の施設と一線引かれた「学校」という限定空間が閉ざす夜よ闇やみは、子供達の好奇心が多種多様な怪物を生み出す絶好の温おん床しようと言えた。

　とはいえ、昭和一〇一年のこの時勢は昼夜問わず常に非日常のようなものだ。皆が生きるのに必死なこの時、果たして幽ゆう霊れいというものに出番が回ってくるのか甚はなはだ疑問ではある。

「──それで、その女の子は行方ゆくえ不ふ明めいになっちゃったんだとか。あとですね、おトイレの話はもう一個あるんですけど」

「ふむ」

　さっきは怖こわがっていたのに、本で読んだ怪談を語り聞かせる叶葉はどこか楽しげだった。

　人ひと心地ごこちついてみれば、彼女はこの廃はい校こうがどことなく気に入っているようにすら見える。その理由はすぐにわかった。一通り語り終えた後、叶葉は照れくさそうに苦笑して、

「……って、あたしは学校に行く暇ひまとか無かったんですけど」

　幼少時から苦労して、小こ間ま使づかいやら女中やらと働き続けていた叶葉にはまともな就しゆう学がく経験というものがない。

　必要な知識は、貸かし本ほん屋やの世話になって独学で勉強した。礼儀作法は現場で仕込まれたからしっかりしているが、実際のところ知識には結構な偏かたよりがあったりする。叶葉はただの人間の、いわば普通の少女ではあるが、辿たどった経歴は決して「普通」ではないのだ。

「だからまあ、怖いって言えば怖いんですけど、今ちょっとだけわくわくしてたりして。学校に行くのって憧あこがれだったから」

「……そうか」

　自分はどうだっただろうか──九曜は叶葉を見ながら、ふとそう思う。

　鬼き虫ちゆうは、人間を素そ体たいとして造り出されたいわば改造人間だ。であるからには、九曜にも普通の少年だった時期がある。

　その頃、学校に通っていただろうか。人間だった頃の記憶は機械化手術に際して消されているから、いくら思いを巡めぐらせてもはっきりとはわからない。

「明るいうちならもっと探たん索さくもできたのかも知れぬがな。ともかく今は──む」

「どうしたんですか？」

「ドライバーが足りぬ」

　小さいネジを締しめる＋プラスのドライバーが一つ足りない。

　これは妙みようだ。車を修理するのに十分な工具はあった筈はずだし、実際これまで何度か同じことをしてきた。ここに至っていきなりドライバーが一つ足りないというのはあり得ないのだが。

　九く曜ようは訝いぶかしげに眉まゆをひそめ、工具箱や車の下や荷台を探さがし回るが、どうにもやはり一本だけ無い。

「どこかに落っことしたり、出したまま忘れちゃったんでしょうか……？」

「……ふーむ」

　道具の確認は怠おこらない為ためそれもそれで考えがたいが、無いものは仕方がなかった。九曜は作業を一時中断して立ち上がる。

「校内を探してくる。図工室などあれば簡単な工具くらい残っているかもしれぬ」

「あっ……」

　一人再び廃はい校こうに入ろうとする九曜に叶かな葉はは腰こしを浮かすが、結局は座り直した。もう食事の用意は終わりそうだし、火の番をしておかなければならない。怖こわいといえば怖いが、たき火に当たり語るだけ語って心も落ち着いている。

「えと、ごはんもうすぐできちゃいますから。早く戻ってきてくださいね」

「承知している」

　頷うなずき、懐かい中ちゆう電灯も持たぬままさっさと中に入り込んでいく九曜。

　それを見送って、叶葉はせっせと食器を用意した。

　ふと顔を上げると、雨と暑気に閉ざされた分厚い夜が広がっている。

　屋根のすぐ向こうには、手を伸ばせば摑つかめそうな重ったるい闇やみ。こうなれば大粒の雨滴も暗すぎて見えず、雨を雨と認識するにはばしゃばしゃと篠しの突つく水音を聞くしかない有あり様さまだった。

　静かな夜だった。

　他に誰もいないし、さっきまであんなにうるさかった蟬せみの声すら聞こえない。

「……うー」

　やっぱり、一人で取り残されると怖いものは怖かった。

　早く戻ってこないかなあと思いながらたき火に目を落とした。枯れ枝がぱきぱき音を立てて雨音と混ざり合い、なけなしの光で闇を払う。雨と火、二つの音を聞きながら叶葉は手を動かす、ばしゃばしゃ、ぱきぱき、

　から。

　──え？

　何か、違う音がした、ような気がする。反射的に手が止まった。

　それでも、一度だけならただの空そら耳みみで片付けられた筈はずだ。だが音はまだ聞こえてきた。

　からからから。

「……いやいやいや」

　気のせいだ、空耳だ、そんな変な音はしない。叶かな葉ははそちらを見ないようにしながら、平静を保ってそう自分に言い聞かせた。わざとらしく口笛も吹いてみせた。だが音は消えなかった。そればかりか、徐々に大きくなってきている。

　からからからから。

　つまり、近付いてきているのだ。

　既すでにもう位置がわかる。音源が九く曜ようの行った方向と明らかに真ま逆ぎやくだということに気付いて総毛立つ。

　闇やみに塗り込められた廊下の奥から、何かがこちらに寄ってきている。

　頭の中にある怪かい談だんが浮かんだ。舞台は、かつて病院だったという古い学校。

　夜中に忘れ物を取りに行った生徒が校舎に忍び込むと、廊下の奥から音がする。車輪のついた何かが進む音だ。闇の中でそちらに目を凝こらすと、何か薄ぼんやりと白いものが近付いてくるのが見える。

　それが何なのかわかった瞬しゆん間かん、生徒の血の気が引いた。

　両手でぼろぼろのワゴンを押す、看護婦だった。

　看護婦はこの世のものとは思えぬ真っ白な顔で、遠とお間まからまっすぐ生徒を見ていた。ちょうどワゴンを転がすその音が、

　からからからからからから。

　彼は逃げた。からからからという音が速くなった。追いかけてきたのだ。どんどん近付いてくるその音に生徒はパニックになって、トイレの一番奥の個室に逃げ込んで息を潜ひそめた。

　妄もう想そうは止まらない。まさかそんなわけないだろうと叶葉は必死に自分に言い聞かせながら、振り返ることがどうしてもできない。頭の中でその生徒と自分がリンクする。

　看護婦が押すワゴンの音が、生徒の隠かくれるトイレの入り口で止まった。

　生徒は個室から動けないで、ただ通り過ぎてくれとひたすら願い続けた。

　だが、その望みはむなしく崩くずれ去った。音がトイレの中まで入ってきたのだ。そして閉じられた個室のドアを、こんこんと音を立てノックした。

　手前から順に。等とう間かん隔かくで響くノックの音は、生徒の隠れる個室に近付いてくる。そしてとうとう自分が隠れている個室のすぐ隣となりがノックされた時、生徒は目を固く閉じて「もう駄目だ」と震ふるえた。──が、いつまで待っても自分の個室のドアは叩たたかれない。

　いつまで待ってもノックは来ない。外には誰の気配もない。息を潜めたっぷり待ち続けて、ようやく安あん堵どした。助かった。相手は諦あきらめたのだ。生徒は身の萎しぼむようなため息をついて、何気なく天てん井じようを見上げ、

　悲鳴を上げた。

　あの看護婦が個室の扉の上に手をかけ、真っ白い顔で生徒をじいっと見下ろしていた。

　叶かな葉はの喉のどが「ひくっ」と鳴った。確かそんな話だった。とうとう最後まで思い出してしまった。

　からからからからからから。

　音が明らかに自分に向かって近づいてくる。叶葉はなけなしの勇気を振り絞しぼった。

「……あ。そっか。わかっちゃった。あたしもうわかっちゃいましたもんね」

　わざわざ聞こえるような声でそう言った。校内はもう調べたのだ。自分と九く曜よう以外には誰もいないのだ。だったら、音の主が誰かなんて考えるまでもないのだという決めつけに逃げ込む。音は近付いてくる。

　からからからからからからからからからからからからからからからから、

　から。

　すぐ背後で音が止まった。喉元を冷たい汗が滑すべり落ちた。叶葉はわざと明るい声を出して、

「もう、九曜！　そういういたずらは──」

　振り返る、




「ひやあああああああああああああああああああっ!!」




　図工室を探さがしていた九曜が、音を聞いてばっと振り返った。

「くよーう！　くよーう！」

「どうした」

「ぎゃーっ!?」

　一いつ瞬しゆんで戻ってきた九曜に叶葉はまた驚かされた。

　地べたに這はって目を白黒させている叶葉を、九曜は新種の宇宙人を見るような目で見下ろした。一体何をやっているのだろう。念の為ため到着と同時に夜や営えい地の周辺を索さく敵てきしたが、何の反応も引っかからない。九曜は改めて問うた。

「どうした？　何かあったのか？」

「あっ、あっ、あのっ、音……音がしてっ」

　たどたどしい叶葉の証言を総合すると、こうなる。

　一人でいると、いきなり後ろから何かが転がるような異音が聞こえた。

　しかもそれが徐々に近付いてきて、九曜のいたずらなのではと思い振り返ってみたら、見た。

　闇やみに紛まぎれてよく見えなかったが、それは子供のようだったという。

　少なくとも頭と思われる位置の高さ的にはそう思えたらしい。何にしろ、そうした「何か」の影が真後ろに立っていて、叶かな葉はをじっと見ていたと。

　たまらず悲鳴を上げたら、いつの間にか「それ」はいなくなっていた。

「げっ、げっ、幻げん覚かくとかっ、見間違いとかですよねそうですよね、あたし怖こわがり過ぎちゃって、だからそんなよくわからないのを」

　九く曜ようは冷静に、叶葉が音がしたという方向を見る。何かが転がった音という証言をもとに、床をざっと検分してみた。

「む」

「なななな何もありませんか？　だいじょぶですよねなんにも無いですよね？」

「何かが転がった形跡がある」

「あるんじゃないですかー!!」

　かなり動転している。とりあえず叶葉を宥なだめて、支し度たくの途中だった糧りよう食しよくをちらと一いち瞥べつした。実際に何かの痕こん跡せきが認められた以上、おちおち晩飯を食ってもいられない。

「……食事は後、だな。調べねばならぬ」

　軍刀に手をかけ、床に残った跡あとを追う。

　今度こそ一人になるのは嫌いやらしく、後ろから叶葉がおっかなびっくりついて来た。

「く、九曜なら大丈夫ですよね……。何が出たってやっつけられますよね……？」

「物理的な攻こう撃げき手段が通るのであれば対処は可能だが」

「で、でなければ……？」

「為なす術すべがない」

　なすすべがない。

　恐ろしい言葉にふーっと意識が遠のきかける叶葉の肩を摑つかんで戻す一方で、九曜は音の主がそうした実体を持たぬ霊れい的てきなものでないことに勘かん付づいていた。

　床に刻きざまれているのは、車輪の跡だ。

　それも小型、跡の浅さを考えると乗っているものは軽量。構造としては単純で、椅い子すの足に取り付けられた車輪に近いものがある。とはいえまさか、本当に子供が椅子を転がして来たというわけではないだろう。九曜はこの手の、ごくごく小型の自走式機き銃じゆうを戦場で見たことがある。それの亜あ種しゆなのかもしれない。

　車輪の線を追うと、教室ではない小さな扉の前に行き着いた。

　掠かすれた文字は、辛かろうじて「用務員室」と読めた。

「この中のようだ」

　さっそく扉を開いた。

　自然な動作で中に踏み込む九曜に、叶葉は覚かく悟ごを決める暇ひまもない。ただ息を吞のんでぎゅっと身を縮め、九曜の背中にぴったりくっついたまま恐る恐る部屋を覗のぞき込んだ。

　から。

「うわわっ……！」

　あの音だ。

　懐かい中ちゆう電灯の光の範囲しか見えない叶かな葉はに対し、暗あん視しを使う九く曜ようは大して広くも無い用務員室をすっかり見通していた。

　やはりか、そんなことだろうと思っていた──九曜は動どう揺ようする叶葉の手に手を添そえ、懐中電灯を向けさせる。

「叶葉、見ろ」

　確かにそこには、子供ほどの背せ丈たけの存在があった。

　足に車輪のついた、所どころガタが来ている小型の自律機械が一体そこにいた。

　光を向けられ、そいつは光学センサーをちかちか瞬またたかせた。奇き跡せき的と言うべきかまだ機能しているらしい。外部スピーカーが「ぶっ」と起き動どうし、ごくごく平へい坦たんな機械音声でこう言った。




『【♪キンコンカンコーン】生徒諸君、オハヨウゴザイマス。今日モ一日ガンバツテ参マイリマシヨウ』




　　　　　　[image: 区切り]




　長は谷せ川がわ一号、というらしい。

　頭の後ろにそう書いてある。

「……はせがわさん？」

「彼の名前か」

　或あるいは設計者の名前ででもあるのか。

　二人が長谷川さんと呼ぶことにした彼は、どうやらこの学校の用務員であったらしい。とはいえ、老ろう朽きゆう化を考こう慮りよに入れても造りはお粗そ末まつで、どう頑がん張ばっても単純作業しかできそうにない。さしずめ用務員補佐といったところだろうか。

　きゅるきゅる車輪を回してついてくる長谷川さんは、誰がどう見ても無害だった。火器や凶きよう器きの類たぐいを隠かくしているわけもなく、叶葉が押して倒してみても即お陀だ仏ぶつになりそうなほどガタが来ている。円盤状の本体に自走用の車輪と作業用のマニピュレータを四本ばかりくっつけており、見てくれを一ひと言ことで表現すると「手足の生はえた未確認飛行物体ＵＦＯ」といった感じである。半球状の頭部に当たる部位には二つのつぶらなアイカメラと、外部スピーカーを仕込んだからくり人形のような四角い口。

　用務員室の中で機能停止状態にあった彼が、久ひさ方かたぶりの侵しん入にゆう者を感知して起き動どうした──といったところだろう。

『本日、一年一組ノ時間割ハ、一限・国語、二限・算数、三限・社会、四限・体育、五限・理科トナツテイマス。続キマシテ一年二組ノ時間割ハ』

　外部スピーカーで嬉うれしそうに捲まくし立てる長は谷せ川がわさんを横目に、とりあえず食事を摂とることにした。長谷川さんが手を合わせて「いただきます」する二人を見み咎とがめ、

『ア。早ハヤ弁ベンハイケマセン、ヨー。学年ト組ト出席番号ヲ言イナサイ』

「君は勘かん違ちがいしているようだが、今は食事時である。早いもなにもない」

　──。

　ぴがが、とちょっとノイズを吐はいて、長谷川さんは目をちかちかさせた。自分の中でズレていた時間感覚を修正し、人工知能の脳内で「今は昼休み」という結論を出した。

『オ昼ノ放送ヲ始メマス。本日ノ音楽ハ作曲ワタシ、『男ト女ト泪ナミダノぶるうす』。ラ・ラ・ラーララ・ラララー・ルルル・トゥートゥートゥートゥトゥ』

　向かい合って座る九く曜ようと叶かな葉はの周りをぐるぐる回る回る、ノイズ混じりの電子音声で歌う歌う。

　随ずい分ぶん賑にぎやかになってしまった。九曜は半分呆あきれ顔だが、叶葉は楽しそうだった。幽ゆう霊れいじゃないというだけで安あん堵どしていたし、こうして二人きりの旅路に第三者がいることはそれ自体が新鮮だ。
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「……騒がしい奴を起こしてしまったようだ」

「まあまあ、いいじゃないですか。もう怖こわくなくなっちゃいましたよ」

　叶かな葉ばがそう言うならまあ別にいいかと思い、食事を終えてもう一度手を合わせた。せっせと片付ける。

　さて──

　やることをやっておかなければならない。長は谷せ川がわさんとの遭そう遇ぐうが間に挟はさまってしまったが、車を修理しておかないことにはお話にならないのだ。立ち上がり、九く曜ようは気を取り直して長谷川さんを見た。

「長谷川氏」

　きゅるるん、と回転しながら長谷川さんが九曜の方を向いた。

「図工室に工具はあったであろうか。車を直さねばならぬ」

『図工ノ時間デスカ？』

「……まあそんなところだな」

『コチラデス、ヨー』

　上下にとことこ揺ゆれながら長谷川さんが走り出す。用務員ならば校内については詳くわしいだろう、九曜と叶葉は彼について図工室へ向かった。

　相変わらず外は真っ暗だし、あちこちで雨あま漏もりする校内は不ぶ気き味みといえば不気味だ。そんな中で不ふ釣つり合いなほど陽気な長谷川さんを見下ろしながら、九曜は彼について考える。

　恐らく、彼は誰かが自作したものだ。

　ボロさを差し引いても造りのお粗そ末まつなところが目立つし、規格の統一されていないパーツを継つぎ接つぎしている様子は隠かくしようもない「手作り感」に溢あふれている。それにしてもここまで動かすことができるのだから、造った人間は本職ではないにせよいい腕をしている。

　それにしても──

「あ、ここじゃないですか？」

「む……」

　叶葉の声がかかり、思考を中断する。確かに、目の前の扉には「図工室」という木き札ふだがあった。

　広さは普通の教室と同程度だが、設備がやけに整っている。

　入り口の横には、やはり文字の掠かすれた木札が貼はられている──『火元責任者・長谷川花はな男お』。その名字ときゅるきゅる走る自律機械を見比べ、得とく心しんしたように頷うなずく九曜。

「なるほど……この男が自作したのか」

「この学校の先生だったんでしょうか？」

「恐らくはな」

　そして、図工室にはかつてこの学校がまともに機能していた頃の残り香ががまだあった。

　後ろの壁には生徒が描いた絵が何枚もあって、左右の棚たなには工具の他ありとあらゆる制作物が飾られている。小さなものは木組みのおもちゃから、電池で動く二足歩行の兵隊の人形や、ラジコン操そう作さの車など。授業の一環で造らせたのだろう、件くだんの長は谷せ川がわという男は機械工学が好きだったのかもしれない。

　これほど設備が妙みように充実している図工室だから、工具程度は幾らでも見つかった。その中から状態のいいものを選び、足りないドライバーを一本だけ失敬する。これさえあればあとはどうとでもなる。朝までに雨が止めばもっと都つ合ごうがいいのだが。

「──あっ」

　と、図工室の闇やみの中で叶かな葉はが声を上げた。

「どうした？」

「九く曜よう、これなんだと思います？」

　叶葉がライトを当てているものは、教きよう卓たくの下に置かれた木箱だった。

　近寄って覗のぞき込むと、意外なものがぎっしり詰まっている。

「……これは……記録媒ばい体たいだ」

　ソケット状、旧式のデータストレージである。それもやけに数が多い。

　何な故ぜこんなところに電子情報を保管しているのか疑問だったが、一つ一つに貼はられたラベルの文字を読むとそれが何なのかおぼろげながらわかった。

「──予備授業要よう綱こう、国語」

「こっちは算数です」

「ふむ。社会、理科、体育……」

　当然、全ての文字が判別できるわけではない。ラベルが剝はがれかけているものの方がずっと多く、奥の方に埋うまっていたストレージを掘り起こしてようやく読めるものが幾つか見つかった。

　どうもストレージを教科ごとに振り分け、更さらに教科書の各章ごとに細かく区切っているらしい。予備授業要綱、という言葉の意味がだんだんわかってくる。

「どうやらこれは……む」

　と、叶葉の目がきらきらしていることに気付いた。

　古びたデータストレージに光を当て、まるで宝石でも拾い上げたような顔でいる。そこに納められているであろう「授業」に想像を巡めぐらせているのか、抑おさえきれない好奇心が全身からばりばり漏もれ出ていた。

　叶葉には就しゆう学がく経験がない。学校の授業、というものは彼女にとって憧あこがれの一つでもあった。

「九曜九曜くようっ、これ中身どんななのかわかりませんかね!?」

「……わからぬことはないが……」

　ストレージそのものは旧型だが、この端たん子しだとうなじのジャックに接続することはできそうだ。中の電子情報が壊こわれていなければの話だが、そうすれば授業内容を把は握あくすることもまあできるだろう。

　とはいえ、こういう得え体たいの知れないものは正直接続したくない。ばっちい。

　感覚的には、冷蔵庫の中に数年放置した変なものを食わされるに等しい。機械には機械なりの衛えい生せい観念があるのだ。

「気が進まぬ」

「いいじゃないですか、ちょっとだけ！　見せて貰もらうだけですから！　さきっちょだけ！」

「ええいやめぬかやめるのだ」

　ストレージ片手にぐいぐい迫る叶かな葉はを九く曜ようが押しのける。

『先生ノゴ欠勤デスカ？』

　いきなり後ろから話しかけられた。

　もみ合っていた二人は、すっかり忘れていた長は谷せ川がわさんの存在にぎょっとする。すぐ傍そばまで近寄ってきていた彼は目をちかちかさせながら、

『予備授業デシタラ、オ任マカセ下サイ、ネー』

　──さては。

　九曜は長谷川さんの後ろに回り込み、人間で言う後頭部の辺あたりをつぶさに観察した。

　ある。

　カバーに覆おおわれた、ソケットを接続する端たん子しだ。

「長谷川氏。これを接続させれば、君が授業を進められるのか？」

『ハイ。ゴ病気ナドデ欠勤サレタ先生ノ代ワリヲ、タマニシテイマス、ヨー』

　なるほど、と思う。

　彼は用務員補佐の他にそういう役目を持っていたのだ。もちろん本物の人間の教師が進める授業になど遠く及ばないだろうが、お世せ辞じにも大きいとは言えない学校の教師の穴を埋うめるピンチヒッターは必要だったのだろう。

「九曜……っ!!」

　叶葉が目を輝かせながら促うながす。長谷川さんもどうやら乗り気だ。

　授業を、一コマ分だけでも受けてはみないか。叶葉は全身でそう言っていた。下らぬ──と、これまでだったら一いつ蹴しゆうするようなことである。しかしそうはせず、九曜は叶葉を見返して頷うなずいた。

「……まあ、時間はある」

　ほんの少し、頭の裏うら側がわを引っ搔かかれるような感覚があった。

　それは九曜が人間だった頃の記憶の残ざん滓しなのだろうか。自分自身にもわかることではなかった。ただ、自分も授業というものに興味があったのは少なくとも事実だ。
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『【♪キンコンカンコーン】授業ガ、ハジマリマス、ヨー。生徒ノ皆サンハ教室ニ戻ツテクダサイ、ネー』

　適当な、雨あま漏もりの一番ましな空き教室を借りることにした。

　きゅるきゅるきゅる、と長は谷せ川がわさんが教室に入ってくる。最前列の席には隣となり合って座る九く曜ようと叶かな葉は。

『キリーツ』

　起立、

『レーイ』

　礼、

『チャクセーキ』

　着席。

　世にも珍ちん妙みような授業が始まった。

　時刻は真夜中、空そら模も様ようは豪ごう雨う、生徒はたった二人、しかも片割れは音に聞こえし《鬼き虫ちゆう》の一角とくる。照明はぼろぼろの教室に等とう間かん隔かくに置いた自前のランタンで、机には教科書などないからやはり自前の筆記具とノートのみ。

　接続してみたストレージは、残念なことに大半のデータが壊こわれていた。それでも根気強く漁あさっては試してを繰り返してみると、中にはまだ使えそうな授業のデータがしっかり残っていた。

　長谷川さんの右二番目のマニピュレーターがびよんっと伸びた。支持棒ぼうである。

　授業内容は社会科、教科書八十五ページ、『農作物はどうやって出来るのか・その４』。

　その４と言われても、１から３をやっていないのだから唐とう突とつにもほどがあった。

　はっきり言ってしまえば長谷川さんの授業はお粗そ末まつなものだった。要するにストレージに納められた記録を参照して言っているだけなので、テープをまんま流しているにも等しい。おまけにひび割れた黒板には何も書けないし、チョークだったものは今や単なる白い粉だ。

　それでも叶葉は授業を一生懸けん命めい聞いていた。長谷川さんのたどたどしい講こう釈しやくに一つ一つうんうん頷うなずき、黒板が使い物にならないからせめて自分でちゃんと書き取ろうと鉛筆を忙せわしなく走らせた。

　壁にかけられた埃ほこりまみれの時計は、四時十六分で止まっている。

　もしかしたら、昭和一〇一年における亡ぼう霊れいというのは、この長谷川さんのような存在なのかもしれない。

　時代から取り残され、人間から取り残され、まだ己おのれの居場所に居続けている機械。外がどうなっているのか知ってか知らずか、「昔のまま」を保ち続ける存在。学校全体が時の歩みを止めた今、彼が座る席はもうどこにもないのかもしれない。

　彼が行っているのは再現に過ぎなかった。授業も校務も、二十年以上も前に設定されたルーチンワークでしかなく、長は谷せ川がわさんから見れば九く曜ようと叶かな葉はは「雨の夜の闖ちん入にゆう者」ではなく「見覚えのない生徒」でしかない。

　しかし、叶葉はとても楽しそうだった。九曜はそれを横目に見ていた。

　長谷川さんは、いつもそうなのだろう、妙みように明るく調子の外はずれた声で講釈を続ける。

　まだ雨の降りしきる初秋の夜。暗くら闇やみを固めたようにうずくまる校舎の一角、ぼんやりと浮かび上がるランタンの光の中で、一機の教師代理と二人の生徒まがいが授業を行っている。

　ぴったり三十分が経過した。

『ソレデハ、本日ノ授業ハココマデデス、ヨー』

「……あれっ？　まだ時間あるんじゃないですか？」

　全身全ぜん霊れいで授業に集中していた叶葉が、冷や水を浴びせられたような顔をした。九曜も怪け訝げんそうだ。きょとんとする二人を前に、長谷川さんは目をびかりと光らせる。

『ンガァ──────』

　テスト用紙が口から出た。

「わ」

「ぬ」

『残リノ時間ハ、抜キ打チてすとヲヤリマス、ヨー』

　答案用紙が配られ、二十分のカウントダウンが始まり、本当にテストが始まった。

　いざやって答え合わせをしてみると、これがまた二人して散々な点数だった。

　当たり前である。途中からいきなり始まった「農家の人々の暮らしについて」など、わかってたまるものか。これまでの三十分で聞いたことを総動員し、どうにかこうにか答案を埋うめても点数は半分にも満たなかった。

「……あ。でもあたしの方が三点勝ってますね」

「その程度は誤差である。勝ち誇るものではない」

「勝ちは勝ちですよーだ。えへへ」

　むっつり押し黙だまる九曜に、叶葉は得意げに無い胸を反そらした。

『ソレデハ、本日ノ授業ヲ終エマス、ヨー。キリーツ』

　起立、

『レーイ』

　礼、

『チャクセーキ』

　着席。

　束つかの間の沈ちん黙もくが生まれて、長谷川さんは嬉うれしそうに光りながらその場でぐるぐる回った。
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　朝が来て、雨は上がっていた。

「車、どうですか？」

「うむ。故障自体は大したものではなかった、問題なく走れるようにしてある」

　あの後も二人の後ろを付いて回った長は谷せ川がわさんと、結果的には一いつ緒しよに夜を明かしたことになる。彼はトラックの修理を「課外活動」だと自己解かい釈しやくし、九く曜ようを手伝った。

　その長谷川さんであるが、今は昇降口の前でじっと動きを止めている。

　冷えた朝の空気が、木々と雨のにおいを含ふくんで吹き抜ける。地面の水たまりや梢こずえに残る水滴が朝日を跳ね返して光り、一帯は白い霞かすみがかかったように見える。二人がトラックに荷物を積み直すのを、長谷川さんは静かに見ていた。

　叶かな葉はは昇降口を何度も振り返り、いよいよ車に乗るという段になって、我慢できずに切り出した。

「ねえ、九曜……。やっぱり、長谷川さんも連れて行った方がいいと思うんです」

「ふむ」

　叶葉ならそう言うだろうと思っていたし、無む体たいな提案ではないとも思った。

　この時代、決して多くはないにせよ各所に生存者のコミュニティーは点在している。そこなら余った部品もあるだろうし、ガタが来ている長谷川さんを修理することもできるかもしれない。そうして彼らに引き取って貰もらうなりすれば、彼もまだ人と共に過ごすことができるだろう。こんなところにたった一機で置き去りにするよりはいい。叶葉はそう考えたのだ。

　しかし九曜は、叶葉の考えを否定も肯こう定ていもしなかった。

「それを決めるのは、我々ではないだろう」

　長谷川さんは動かない。ずいぶん元気だった昨夜とは打って変わって、ぼんやりしたまま佇たたずむ姿は何か前ぜん衛えい的な椅い子すのようにも見える。

　叶葉が見守る中、九曜は長谷川さんにのすのす歩み寄って彼の正面に立った。そうしてつぶらなアイセンサーを見下ろし、言葉ではなく電脳に直接問うた。

『共に来るか？』

　長谷川さんは、やはり動かない。九曜は手を差し伸べる。

『このまま進めば、いずれ機能している生存者の集団も見つかるだろう。そこでなら替えの部品も手に入る筈はずだ』

　長谷川さんは、それでも動かない。

　それが答えなのだと九曜は思った。

「……そうか。……では、達たつ者しやで」

　踵きびすを返すと、叶かな葉はが気き遣づかわしげな様子で九く曜ようと長は谷せ川がわさんを見比べていた。

「やっぱり、残るんですか……？」

「ああ。彼が、そう決めたのだ」

　長谷川さんは昇降口前に立ったまま、じっとこちらを見つめている。叶葉はほんの少し寂さびしそうに目を伏ふせ、リュックをごそごそ漁あさり、お世せ辞じにも良いとは言えない点数の答案用紙を広げて見せた。

「これ、ありがとうございました。あたしもっと勉強します。またいつかここに来られたら、もう一回テストして下さいね。──じゃあ、さようなら！」

　ぺこりと一礼する姿は、それこそ教師に挨あい拶さつする生徒のようだった。

　九曜も敬礼──しかけて彼が軍用でないことを思い出し、普通に一礼した。

　二人を乗せた軽トラが走り出す。朝の空気がゆっくり流動し始める。

　泥どろ水みずを蹴け立たててどこどこ進む車体が校門を抜けようとしたところ、外部スピーカーの大きな音で長谷川さんがこう言った。




『皆サンサヨオナラ。寄リ道ヲセズ、マツスグオウチヘ帰リマシヨウ』




　叶葉が窓から顔を出して振り返ると、長谷川さんの姿はもう無かった。

　校内に戻ったのだろうか。叶葉はゆっくり遠ざかっていく古びた校舎を、飽くことなく眺ながめていた。
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「むむ」

　無くしたと思っていたドライバーが、意外なところで見つかった。

　運転席のシートの下に転がっていたのだ。こんな場所に放ほうった記憶など全く無いのだが、前回の修理の時にでも回収し忘れていたのだろうか。九曜は首を傾かしげながら、ドライバーをサイドボードに突っ込んだ。後で工具箱に仕し舞まっておこう。

「……なんだか、不思議な夜でしたね」

「うむ」

　いざ走り出して山道に出てみると、いつも通りの旅の感覚が戻ってくる。ついさっきまでいたにも関わらず、一夜を過ごしたあの学校がまるで夢のようだった。

「最初怖こわがっちゃってたのがバカみたいです。学校の怪かい談だんっていったって、お化ばけなんていないんですね。長谷川さんに会えて良かったですよ」

「そうだな」

　九く曜ようは淡たん々たんと車を走らせている。叶かな葉はも、長は谷せ川がわさんのことを思い出しているのか、言葉を切って流れる景色を眺ながめていた。

「そういえば」

　九曜がいきなり切り出す。

　話がややこしくなるから、黙だまっていたことがある。

　なんだろう、という顔をして叶葉が九曜の横顔に視線を戻した。

「長谷川氏……というかあの種の簡易な自律機械は、基本的に電動なのだが」

「はい」

「校内に全く電気が通っていない以上、充電の手段は無かった筈はずだ。それに小しよう生せいが見たところバッテリー自体そもそもとっくに死んでいた」

「……」

「大体、まともに機能していたのなら起き動どうの時点で小生が気付いていた筈だ。それなのに全く気配すら感じなかった。彼はどのようにして動いていたのだろうな？」

「………………」

　ふ──

　こてん。

「む？」

　九曜が驚いて横を見ると、叶葉が衝しよう撃げきのあまり気き絶ぜつしていた。白目まで剝むいていた。

　慌あわてたのは九曜だ。ハンドルが乱れて、ボロの軽トラが右へ左へ蛇だ行こうした。

「叶葉。どうした、叶葉。叶葉？」

　朝一番の蟬せみがどこかで声を発し、それが呼び水となって盛大な蟬しぐれが降り注いだ。

　未いまだ薫かおる夏の残り香がを追い、軽トラックが走っていく。





〈了〉
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『ヲカヱリナサヰマセ御主人様』

　美しく調音された電子音声で、機械の給仕メイドはそう言った。

「は、はあ……た、ただいま……？」

　対する叶かな葉はは、呆ぼう然ぜんと返した。

　瓦が礫れきと機械が織りなす極ごく彩さい色しきの迷めい宮きゆうに潜もぐり込み、現れたのは正体不明の機械の給仕。

　叶葉が引く大だい八はち車ぐるまの上には、軍刀を担かついだ詰つめ襟えりの少年が蹲うずくまっている。いつもの毅き然ぜんとした態度はどこへやら、鬼き虫ちゆう九番式《蜂はち》・金きん翅しの九く曜ようは、状況を知ってか知らずか夢見るような半目のままむにゃりと呻うめいた。

「…………んぬ」




　ここは廃はい墟きよの電気街・神かん原ばら。

　帝てい都との一部でありながら隔かく絶ぜつされた陸の孤島。

　その最深部には誰も知らない幻まぼろしの宝がある──誰もがそう囁ささやく、電子の魔ま窟くつである。
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　事のあらましはこうだ。




「……神原迷宮？」

「俗称だが。しかしまあ、言い得て妙みようではあるかもしれん」

　──相談がある。

　可か児に哲てつ郎ろうがそう言ってアパートの部屋を訪れたのは、夜も更ふけてのことだった。

　神原という区画は帝都東とう京きようの中心やや東に位置し、かつては電気街として栄えた地区である。当時最さい先せん端たんの機械部品から家電、ジャンク品に至るまで取り揃そろえた市場がずらりと伸び、往おう年ねんは人足が絶えることはなかったという。

　が、それも戦前までの話に過ぎない。

　現在、昭和一〇一年。今より二〇年前に大きな戦争があり、この島国《八や洲しま》は、帝都のみならず国土全体が荒れ果てた廃墟と化した。時を経て帝都を中心に復興し始めているが、それもまだ途上と言ったところで、荒廃した街々は未だその生々しい傷きず痕あとを晒さらす──そんな時代だ。

　赤い眼めの少年は、可児とちゃぶ台の差し向かいに座ってその疲れた顔を見詰めた。

　少年の名は九曜。戦中に生み出された最強の自律兵器《鬼虫》、その九番目の個体にして機械の少年である。

　そんな男がどうしてこんなアパートの一室で卓たくを囲んでいるのか、というのには紆う余よ曲きよく折せつがある。二十年の時を経て、南方の防ぼう衛えい都市《尽じん天てん》で目覚めた彼は、ある事情から出会った少女を「司令」と認定した。そして叶かな葉はと過ごし、師である鬼き虫ちゆう壱いち番式《蜻蛉とんぼ》・四し天てんの竜りん胆どうと戦せん闘とう。死闘の果てに、自分の意思で叶葉と共にいることを決意した。

　ということは、今回の件にはあまり関係がなかったりする。

　九く曜ようの司令こと叶葉は、九曜の隣となりでのんびりお茶を飲んでいる。

「あ、可か児にさん、おかわりいかがですか？」

「ん……折せつ角かくだし頂いておこうか」

　彼女と九曜は、尽じん天てんからの暫しばしの旅の果てにここ帝てい都とまで来た。二人は可児と尽天にいた時から縁があり、帝都でも色々と便べん宜ぎを図ってもらっている。このアパートを紹介してくれたのも可児だ。

「どうぞー」

　白飯をふわっとよそって可児に渡す叶葉。お夕飯まだなら食べてっちゃってください、と言い出したのは叶葉だった。彼女も世話になっている可児のことは信用している。

　可児は椀わんを受け取り、おかずの煮物に箸はしを付けながら言葉を選ぶ。

「しかし、どこから話したものか……戦前の神かん原ばらを見たことは？」

「いや、無い。興味が無かった」

「あーほらあれだろ、確か電気街とかいうの」

　と、九曜の左隣に座っていた二人目の少女が口を挟はさむ。その後ろには巨漢の機械兵──自みずからの判断で動く、人型の自律機械──が控ひかえ、彼女の言葉にこくりと頷うなずいた。

　八や洲しま国こく第三皇こう女じよ・蓮はすの宮みや鴇とき子こと、その護ご衛えい兵である菊きく丸まる。この二人もまた九曜と叶葉に縁があって、今はこの部屋で同居している。

「わたし、一回こっそり行ったこと覚えてるぞ。菊丸と一いつ緒しよに。すっごく怒られたけどなかなか悪くなかった。ごちゃごちゃしたとこだったな」

　こくこく頷く菊丸。

　御ご所しよを抜け出して電気街観光とは、さらっと凄すごいことをしていた。

　厳密に言えばその「記憶」は今ここにいる彼女のものでなく、鴇子もまた本物ではないのだが、割愛する。

「──んぐっ」

　と、更さらにその隣に座っていた三人目の少女が、口いっぱいの料理をごっくんと飲み下した。

「あんたあそこ行ったことあんの!?」

「うわ!?　な、なんだいきなり！」

　勢い込んで問い詰める彼女は、安あん東どう菘すずな。叶葉と九曜とは尽天からの友人で、つい先日二人を追って上京してきた。同じアパートの別室に住んでいるが、食事などはいつも一いつ緒しよだった。お茶を一杯飲み下して、興奮気味に続ける。

「うわーいいなーだって神原でしょー!?　私昔っから気になっててさ、いっぺん行きたいと思ってたんだけどさー、遠くてなー。昔行ったことあるっておじいちゃんから話聞くしかなかったのよねえ」

　彼女は祖父の影響で整備士を志している。多様なパーツが揃そろう神かん原ばらに興味を持つのも当然のことだろう。

　なるほどそういう場所か──と理解したところで、九く曜ようは気になった言葉を繰り返す。

「しかし今、貴き兄けいはそこを迷めい宮きゆうと言っていたようだが」

「ああ。ここからが本題なんだが……」

　可か児にはやはり疲れた表情で言葉を選び、まずこう切り出した。

「なんでもそこに、誰も見たことのない『幻まぼろしの宝』……が、あるのだとか」




　電気街・神原は、倒とう壊かいした瓦が礫れきや崩くずれ落ちた道路のせいで、事実上小さな陸の孤島扱あつかいされている。場所自体は中央にとって特に重要な施設があるわけでもなく、数多くある廃はい墟きよ区の一角として今まで放置されてきた。もちろん帝てい都との一部であるから交通の便という一点においても開通する必要性は十分あるのだが、なにしろ色々とゴタゴタが重なったものだから作業が後回しになっていたらしい。

　この電気街に注目したのは、中央ではなく下した街まちに暮らす探たん索さく者達だった。

　もともと表に裏うらに電子部品が溢あふれる街である。戦後のごたごたで一度全てがひっくり返って閉ざされた区域に、ある商人が秘ひ匿とくしていた幻の宝があるという噂うわさが立つのも不思議ではなかった。それが超高性能な人工知能であるとか、あるいは独自にチューンされた自律機械そのものであるとか、具体的に何なのかは誰も見たことがないからわからず、最初にそう言い出したのが誰なのかもわからない。

「……そ、そんなの本当にあるんですか？」

「誰も知らない。あくまで、噂だ」

「わざわざ中央が気にすることでもないと思うが」

　市し井せいに流れる噂でしかない以上、ただでさえ忙しい中央が気に掛かける理由はない。廃墟区と市街を行き来し、下街の定食屋に入り浸びたる九曜はこの手の話がありふれていることを知っていた。未み踏とう査さの廃墟区に流れる噂や怪かい談だんの類たぐいなどそれこそ枚まい挙きよに暇いとまがない。

「この場合、あると噂されているということ自体が問題なんだ。しかもまだ誰も事実確認が取れていない。今なお噂を真に受けて神原に潜もぐり込む探索者は少なくないが、途中で引き返したという者以外は……神原の深部で行方ゆくえ不ふ明めいになっている」

　行方不明者。

　話が一気にきな臭くさくなってきた。九曜は訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめ、

「……人的被害が出ているとあればただの噂とはいくまい。中央の機械兵を派は遣けんするわけにはいかぬのか？」

「情けない話だが、中央とあの手の市民は折り合いが悪くてね。公式に隊など派は遣けんしようものなら不要な反感を買ってしまいかねない。例の宝を奪うばい取ろうとしている、などと思われて衝しよう突とつもありうる。そうなれば今以上に話がこじれて調査どころじゃなくなってしまうよ」

　話が読めてきた。というより正直、可か児にがわざわざやってきてこんな話を聞かせる時点で九く曜ようにはおおかたの察さつしがついていた。

「──ああ、誰か調査に行ってくれないものかなぁ」

「…………行かぬぞ？」

「おっと独ひとり言ごとが漏もれてしまったか、失しつ敬けい失敬うっかりしていた」

　今の九曜達は、立場的に中央と市民のちょうど間にいるような存在である。独自に調査に向かっても中央との繫つながりを疑われることはないだろうし、もし現実的な危険が待ち受けていたとしても、九曜の戦せん闘とう力ならまさに百人力だ。

　が、やる気は無い。

　そもそも行く理由がない。九曜の最大の目的は叶かな葉はの守しゆ護ごである。この問題で叶葉に何かしら被害が及んでいるわけではないし、今後も何か影響があるわけではないだろう。要するに完全に他ひ人と事ごとなわけだ。一方で菊きく丸まるも完全に我関せずで、黙もく々もくと食器を洗っている。

　部屋中に溢あふれる「関係ないね」的空気を察して可児は最後の手て札ふだを切った。

「む、お茶が喉のどに、ゴホッ！　オホンッ！」

「わ、大丈夫ですか!?」

「ゴホッ、ゴホッ！　ゴホッ報ほう酬しゆうは、出ォホッ、ゴホッ現金としてウォホンッ！」

　ばっと鴇とき子こが顔を上げた。

「九曜！　やれ!!」

「なぜ君が指さし図ずするのか」

「いいだろ別に誰だって！　おまえわかってるのか!?　この時世だから稼かせげる時に稼がんといかんのだ！　ほらっ菊丸もそう言ってる!!」

　えっ。

　いきなり話を振られた菊丸は明らかに狼ろう狽ばいしたが、主が「同意しろ！」と目め配くばせしてくる以上まさか逆らうわけにもいかず、仕方なしにうんと頷うなずいて九曜の味方が一人減った。

「賛成！　お金入るし！　っていうか私も神かん原ばら行きたい!!」

　勢い込んで身を乗り出す菘すずな。どう考えても金云うん々ぬんより後半が本音だ。

　九曜は物もの凄すごく嫌いやそうな顔で鴇子と菘と可児と菊丸を見比べ、最後に叶葉をちらと見た。

　叶葉は両手で持っていた湯ゆ吞のみをちゃぶ台に戻し、居住まいを正してこほんと一つ咳せき払ばらい。まずは最後まで話を聞いてから判断しようと思ったのだ。

「ではですね……その報酬というのは、いかほど頂けるのでしょうか？」

「ああ。装備を揃そろえる前金と成功報酬とで分けるが、合わせて──」

　可か児にが寄って叶かな葉はに耳打ちする。叶葉の視線が宙ちゆうを泳ぐ。小さな指先が架か空くうのそろばんをぱたぱたことこと動かして、思考がしばらく算数の世界に潜もぐったかと思えば、

「……いいお肉が買えます!!」

「引き受けよう」

「そうか！　助かる！」

　即決だった。

　こうした次第で、九く曜よう達は「迷めい宮きゆう」と呼ばれる神かん原ばらの廃はい墟きよへ足を踏み入れることとなったのだ。
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　神原は地上と地下のあらゆる経路が潰つぶされており、使える道は限られていた。

　水路である。帝てい都とのあちこちを仕切る水路は機能しており、そのうち一本が今のところ神原へ繫つながる唯ゆい一いつのルートとなるわけだ。

　実際のところ、秘密裏りに機械兵を派は遣けんしたことは幾度かあるらしい。あくまで少数であったが、結果は未み帰き還かん。ある地点から彼らの信号が途と絶ぜつしてそれきりだったという。

「記録を見る限りでは、信号途絶の寸前に電脳に不ふ可か解かいな異常が発生している。君なら問題ないと言いたいところだが、同じ機械である以上警けい戒かいするべきだ」

「ふむ……では、どうする？」

「十分な装備を持ち、尚なお且かつ廃はい墟きよ探たん索さくにも慣れた人間が同行するべきだ。で、それが彼女らだ」

　可か児にが指し示す先には、叶かな葉はと鴇とき子こと菘すずなの姿があった。彼らは市場で揃そろえた探索用の装備に身を包み、出発前にあちこちをチェックしている。問題はなさそうだが、ザックとポケット付きスリングを肩にかけた菘が何か手こずっている。

「ちょ、ごめん後ろのベルト締しめて……！」

「それくらい届くだろ」

「胸がきついのよ！」

「それくらい届くでしょ」

「ああっカナまで冷たい!?　なんで!?」

　叶葉までも「つーん」として取り合わない。この三人だと一番体つきが子供っぽい叶葉だから、逆に一番発育のいい菘を妬ねたんでいるのかもしれない。

　そうした様子を一いち瞥べつし、九く曜ようはぼそりと呟つぶやいた。

「気が進まぬ」

「そう言ってくれるな。こっちも最初は馴な染じみの探索者に内密で依頼するつもりだったんだが、あの三人が行くと言って聞かないんだ。放っておくと勝手についてくるぞ」

「むう……」

「君なら問題なく守れるだろう、頼む」

　水路を行く小型ボートは下した街まちの外はずれに手配しているらしい。可児は九曜にエンジンのキーを差し出して軽く説明した。

「神かん原ばらに通じるルートは端たん末まつから君の頭に送る。現場に着いたらあとは我々もわからないから、どこをどう行くかは君の判断に任まかせる。しかし、少なくとも手入れされていない室内を歩くことは多いだろう。一定以上の重量の者が行くと足場が崩くずれる危険が高い。というかそれ以前にボートが沈むから、残念ながら菊きく丸まる氏には留守番をしてもらう形になるな」

　ええっ。

　行く気マンマンで準備を進めていた菊丸には寝耳に水である。主あるじが行くのに自分だけ留守番というわけにはいかない、と抗議する全身の動きにつれて床がみしみし鳴って、九曜はなるほど確かにこれでは船が沈むと思った。

『心配無用だ、菊丸。鴇子も小しよう生せいが守しゆ護ごする。一いち廃はい墟きよ区に何があろうと小生にとっては何ほどのこともない』

　むう、と腕組みして俯うつむく菊丸ではあったが、九曜の力を高く評価しているのもまた事実だ。それに向こうで探索用装備に身を固め叶葉と菘から廃墟探索のいろはを聞いている鴇子は物もの凄すごく楽しそうで、菊丸としては行くなとも言えないし、止めたところで絶対に抜け出すこともよくわかっていた。鴇とき子ことしては、これもまた友達との掛かけ替えのない体験なのだ。

　出発は、まだ僅わずかに暑気も残る初秋の午後だった。

「それじゃあ菊きく丸まる、行ってくるぞ」

　菊丸はうんと頷うなずく。

「いっちょ稼かせいでくるからな！　本当にお宝があったら土産みやげに持ってきてやる！」

　菊丸はそわそわしながらハンカチを差し出す。

「それはもう持ってる！」

　菊丸はそわそわしながら今度はちり紙を差し出す。

「もう！　それも持ってるから！」

　放っておけばあれやこれやと持たせそうな菊丸を振り切って出発した。

　菊丸は玄関先に立ち、ハンカチを振り振り見送っていた。




　四人を乗せたボートが、水路をどこどこ泳ぎ渡っていく。

「──ていうかあんた、実際菊丸と一いつ緒しよに留守番してた方が良かったんじゃない？　整備されてない区画ってマジで危ないのよ？　下した街まちに毛が生えたようなもんと思ってたら大違いよ？」

　鴇子にそう言うだけあって、菘すずなは尽じん天てんにいた頃から探たん索さく活動に慣れていた。整備班といってもドックで作業をやっているばかりでなく、実際に使えるパーツを求めて探索班と同行したことだって何度もある。それは叶かな葉はも同じで、二人ともこう見えて経験豊富だった。

「ふん、甘く見るなよ。わたしだって外の廃はい墟きよ区で寝泊まりしたことも一度や二度じゃない！廃墟探索は今時の女子のたしなみだからな！」

　えらい時代になったものである。

　九く曜ようは流れ行く水面に映る自分の顔を見下ろしながら、目的地が近いことを感じ取った。叶葉は最後にもう一度荷物の中身を確認して「ふすー」と勇ましい鼻息を吹いた。

「探さがすのはあたし達に任まかせてくださいね、こういうの得意ですから。何かあった時には頼りにしてます！」

「了解した」

　帝てい都と内に潜ひそむ程度の脅きよう威いなら九曜一人で十二分に対処できる。もし九曜でも手が付けられないレベルの何かがあったとすれば、とっくに中央でも問題になっているだろう。

　腕っぷしで文句はなくとも、純粋な探索となると心もとない部分があるのが九曜だ。何か探したり調べたりするのを叶葉達に任せると考えれば、役割分担としては理想的だ。

　ボートは、崩くずれかけたアーチ橋の下で止まった。

　橋のすぐ横の苔こけ生むした石壁に真新しい縄なわ梯ばし子ごがかけられてあって、乗り捨てられた幾つもの小舟が付近を漂ただよっている。到着するまでに傾いてぼろぼろになったボートは幾つも見たが、これらはまだ真新しい。船の主が迷めい宮きゆうに潜もぐり込んだきり帰ってこないという証しよう拠こだった。

　よっこいせ、と陸に上がると、土と草と錆さびのにおいがした。

「あ、ノイズ……」

　通信機を見下ろして叶かな葉はは呟つぶやく。繫つながらない。

　この辺あたりは磁じ場ばが乱れていて、奥に進むと通信機器の類たぐいが用を成さなくなるとは説明を受けていた。だがこれほど早いとは。

　目の前には、決して広くない帝てい都との一区画に圧あつ縮しゆくされた二十年物の廃はい墟きよが広がっていた。

　本来は、橋を渡ってすぐに南北に伸びる中央通りに差し掛かかる筈はずだ。しかし今は崩くずれ落ちた高こう架か線路が道を塞ふさいでいて通れず、街に繫がる道も車や倒とう壊かいした建物に通せんぼされていた。

　ひび割れたアスファルトから雑草や名前もわからない花が覗のぞき、傾かしいだ雑居ビルにはツタがびっしり走っている。どこもそうであるように、手入れされていない廃墟の街は地面から徐々に自然と同化しつつあった。

　それでいて、なんだか外と比べて空気が淀よどんでいる気がする。

　閉へい鎖さされた一区画に人の気配はないが、乱れた磁場によるものか、一いつ行こうはこの限定空間に高密度に圧縮された奇き妙みような瘴しよう気きを感じた。

「む……」

　九く曜ようは急にめまいを覚え、眉み間けんを押さえて少しよろけた。

「九曜？　どうかしました？」

「……いや、問題ない。少しくらっときただけだ」

「めまい？　あんたが？　おかしなこともあるもんね」

「寝不足かもしれぬ。昨日菊きく丸まると将しよう棋ぎを指しすぎた」

　冗談にもならない冗談を飛ばして先行する。

　表通りは使えそうもない。幹かん道どうを中心として枝のように伸びる脇わき道みちを経由して内部に潜せん入にゆうする必要がありそうだ。

　宝とやらの具体的な情報は無い。だが、最低限の手がかりとして、機械兵の視覚情報を切り取った写真を受け取っている。

　画像は、何が映っているか辛かろうじて判別できるレベルのものが三つだけ。


　・高さ二メートル程度の薄暗いトンネル

　・かさかさになった全自動洗濯機の垂れ広告

　・暗くら闇やみに浮かび上がる四角に切り取られた光



　──正直、これでは何がなんだかわからない。

　本当は、機械兵の視覚情報は三枚どころでない数を送信させるつもりだったという。だが通信異常と機械兵自身の変調による制せい御ぎよ不能が重なり、ノイズにまみれたこの三つしか使えるものがなかったとのことだ。いずれにしろ、この画像を最後に完全に信号が途と絶ぜつしたことを考えると、画像の場所に何かがあるという見立てはあながち外はずれではないだろう。

「うわ、コンパスの針ぐるぐる回り出した……樹じゆ海かいかっつーの」

　ジャイロコンパスを見下ろしてぎょっとする菘すずなを後しり目めに、鴇とき子こは道具屋から安く買った金属探たん知ち機を杖つえのように差し出して歩く。叶かな葉はは先頭の九く曜ようを気き遣づかいながら、経験上安全と思われるルートを指定して進んだ。ここはまだ入口も入口、とにかく奥へ踏み入れば何かの手て掛がかりも見つかるかもしれない。

　それから暫しばし、特に何にも遭そう遇ぐうすることはなかった。

　ぼろぼろの自販機が並ぶ裏うら道みちを経由し、道が塞ふさがれていれば建物の中を通過していく。あるビルの横壁一面に記しるされた広告はすっかり掠かすれ、辛うじてオレンジ色と「大安」の文字が判別できる程度だった。

　昼と夜の空気の粒りゆう子しが混在しているような、不思議な場所だった。真昼の筈はずだが、天気が良くないせいか全体的に薄暗い。

　ここに至るまでに一帯に電気が通っていることはわかっていた。割れたショーウインドウの奥にあるテレビは流石さすがに死んでいるが、中にはばちばちと火花を散らすものや雑音を吐はき続けるラジオもある。裏道に並ぶ背の高い街灯は、傾かしぎながらも等とう間かん隔かくにオレンジの光を明めい滅めつさせている。通路の薄うす闇やみに滲にじむ色とりどりのＬＥＤ光、蛇へびのようにのたくってスパークする千ち切ぎれた太いコード、青と緑とピンクのどぎついネオンサイン。

　空気の淀よどみと電波の密度が加速度的に増加しているようで、こちらの気分も悪くなりそうだ。時間感覚と方向感覚がゆっくり狂くるっていきそうになる。いや、もう狂っているのかもしれない。

　何かのトラップに繫つながった赤外線センサーであるとか、もっと言えば自動照しよう準じゆんの固定砲ほう台だいなども無いとは言い切れない。暗がりの奥に何かの電子機器があれば九曜が注視して何か確認しているが、今のところそうしたブツは見受けられなかった。案外、平和なものだった。

　ずんずん進む彼の足取りに迷いはなく、それが頼もしくもあったが、ペースが妙みように早くて叶葉は少し心配になる。

「九曜、大丈夫ですか？」

「もんだいぬ」

「そうですか……でも何かあったらすぐ言ってくださいね？」

「かれえである」

「いや今夜はくりーむしちゅーにしようかなって」

「にっころがし。さばのみそ煮。うどん、ようかん、せいろがん」

「もう、そんないっぺんに言われたって困りますよ！　それに正せい露ろ丸がんは食べ物じゃ……って、え？」

　ようやく何かおかしいことに気付いた。

　見ると九曜は、ぼんやりした半目で前方の虚こ空くうを見つめながらひたすら、

「かれえ。肉じゃが。じゃがいもを斬きるべし。にんじんである。向かいの肉屋よりもうちょっと先の方がやすし。とくばい。ぜんぺんそうてんねんしょくだいかいじゅうしゅうらい。しゃちょさんやすいよ。おこさまにさいてき。てき。てってってってってって」

　──うわあ!?

「くく九く曜よう!?　なんですかいきなり!?　変な冗談やめてくださいよう！」

「も。もん。もんだいぬ。いぬ。ねこ。ぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬ」

「しっかりしてくださいってば！　す、菘すずなさーん！　鴇とき子こさまー!!」

　なんだなんだどうしたどうした、と辺あたりを調べていた菘と鴇子が戻ってきてぎょっとした。

　一週間前までの晩飯の献立だの買い物メモだの巡じゆん回かい中に見た看板の文もん言ごんだのをひたすら諳そらんじている九曜の様さまは、笑える以前に激しく不ぶ気き味みだった。二人は全く同時に「なんだこいつ」という顔をする。

　叶かな葉ははとにかく声をかけるしかない。九曜の正面に回って顔を覗のぞき込み、

「九曜、あたしがわかりますか？　ええとまず、ちゃんと立って歩くの、できますか？」

「で……でき……」

　なんとか会話が成立しそうになる、

「できるんぬ」

「どっち!?」

　慌あわてふためく叶葉を見ながら、菘は唐とう突とつに何か閃ひらめいて声を上げる。

「……あっ、こ、これは!?」

「知っているのか菘!?」

「『電波酔よい』よ!!」

　なんだそれは。

　もはや半べそかいてる叶葉と状況に理解が追いつかない鴇子が菘を見る。当の菘も、祖父の安あん東どう老ろうから聞いただけの知識であって実物を見るのは初めてだった。

　叶葉たち人間には関わりの無いことだが、高度な電でん脳のうを持つ自律機械にはこの手のことが起こりうるという。多種多様な意味を持たないノイズや信号──本来なら取るに足らないそれらが一定以上の濃度で電脳の自律神経を浸しん食しよくすると、一時的に正常な判断力が失われ、得え体たいの知れぬ多幸感に支配されて、疑ぎ似じ的な酩めい酊てい状態に陥おちいってしまうことがあるという。

　早い話が、酔っ払ってしまうのだ。

　畏おそれ多くも鬼き虫ちゆうの一角である九く曜ようだが、彼は今《蜂はち》を持たぬ不完全な状態だ。彼であっても例外ではなかったということは、まさしく酔っ払いさながらに左右に揺ゆれる九曜自身が証明していた。

「九曜！　落ち着いて！　落ち着いてしっかりあたしの目を見てください！」

「んぬ……んぬ……」

　ぼんやりした九曜に、叶葉は指を二本立てて見せる。

「これ何本に見えますか!?」

「……」

　九く曜ようは黙だまってグーを出した。

「じゃんけんしてるんじゃないの！」

「どどどどうする!?　戦えない九曜なんてただのカッコつけのぽんこつだぞ！」

「ひでーこと言うわねあんた！　とにかくこりゃまずいわ、引き返した方がいいかも」

　いくらなんでもこんな状態の九曜を引き連れて奥へと進むわけにはいかない。一同は装備をまとめて元来た道を振り返る。

「九曜、歩けますか!?」

「とびたい」

　無理らしい。叶かな葉ははたまたまそこにあったゴミ集積場を大急ぎで漁あさり、粗そ大だいごみを運ぶ為ための大だい八はち車ぐるまを探さぐり当てた。

「乗って！　あたしが引きます！」

「これが……わがあらたなるつばさ」

「違います!!」

　半なかば蹴けり込む形で九曜を乗せ、どっちが水路だったっけと混乱しかける。コンパスがぐるぐる回っている。とにかく見覚えのある道を戻るしかない、三人ともそう思いかけたところで、




『ヲカヱリナサヰマセ御主人様』




　いつの間にか、小道の奥に誰かが立っていた。

　背せ格かつ好こうは自分達とそう変わらない娘のようだが、調音された音声から彼女が機械であることはすぐわかった。彼女は見慣れぬ洋装に身を包んでおり、可能な限り人間に寄せた顔はあどけない少女のそれで、大きい瞳ひとみは薄うす闇やみの中で虹にじ色にきらきら光っていた。

　ぽかん、とした。

「は、はあ……た、ただいま……？」

　ついそう返してしまうと、給仕メイドはにっこり笑った。

　人形のように美しい、という表現は実際その通りで、人工物ならではの均整のとれた美び貌ぼうがすぐ目の前にある。可愛かわいらしい機械の給仕は、毒どく々どくしい神かん原ばら迷めい宮きゆうの光景からすればあまりにも不釣り合いだった。

　あ、と気付いた。この手の服装には見覚えがある。

　叶葉には、かつて女中として暮らしていた時期がある。洋風のお屋や敷しきにはこういう服装があることも知識として知っていた。つまり、機械の少女が着ているものは外国風の給仕服なのだ。

「…………あの。あなたは？」

『ハイ。ワタクシハ高性能自律歩行給仕メイド「ゑえつ子一号」デ御座イマス』

「機械？　でもじゃあ電波酔よいは？」

　九く曜ようをちらと一いち瞥べつして、菘すずなが質問する。ゑつ子と名乗ったそいつは片目を閉じて、人工の毛髪を結ゆう細い板状の髪飾りを指差した。

『長ク此コ処コニ居リマスノデ、きゃんせらーヲ装備シテイマスノ』

「そんなのあるんですか!?　あの、じゃあ、それお貸し願えないでしょうか!?　すぐに返しますので！　九曜が大変なんです！」

『ハテサテ、在庫ガ有ッタカシラ。デスガ其ソノ前ニ、御仕事ヲシナクテハ』

　──お仕事？

　ゑつ子は叶かな葉はと鴇とき子こと菘の顔を順に見渡し、続いて視線を下げて胸の辺あたりを順に見渡し、

『皆様ヲ御オ持モテ成ナシスルノガ、ワタクシノ使命。デスガ人手ガ足リナクナッテ参マイリマシタ。貴アナ女タ様方ハ大層可愛カワイラシクテイラッシャルノデ、ココデ新規雇コ用ヨウサセテ頂キタク存ジ上ゲマス』

　言うが早いか、ゑつ子は身を低くして人間離れした速さで距離を詰つめた。

「おわぁっ!?」

「ってぇ、なになになに!?」

　あっという間のことだった。外見に似合わぬ速さと怪かい力りきで、機械の給仕は鴇とき子こと菘の二人をがっちり捕ほ獲かくしてしまっていた。

「鴇子さま!?　菘さん!!」

『申シ訳御座イマセン。聊イササカ不安定デスガ、ワタクシハ人型デス故ユエ此コレニテ』

　二人を小こ脇わきに抱かかえ、ゑつ子は腕が二本しかないことを恥じるようにぽっと頰ほおを染める。

「何するんですか！　すぐ二人を解放してくださ」

　ゑつ子はもう一度叶葉の体型を上から下へ注視して、

『二本腕故此レ以上ハ無理デス。御顔ハバッチリデスガ、貴女アナタ様ハ女性的不合格トサセテ頂キマス』

「なにをぉ!?」

『ヲホホホホホ！　其ソレデハ、御ゴ機キ嫌ゲン好ウ!!』

　こっちの言うことに全く耳を貸さない。ゑつ子はぺこりと頭を下げたかと思えば、急速に回れ右をして物もの凄すごい速さですったか走り去っていった。迷めい宮きゆうの暗がりに、鴇子の「ぬおわあああぁぁぁぁぁ……」という悲鳴が長く尾を引いた。

　ぽかん、としている場合ではない。

　叶葉は考えるより速く大だい八はち車ぐるまの取っ手を握にぎりり直し、全身に力を込めた。

「揺ゆれますよ九曜！　ふんぬぅっ!!」

　重い。少年一人の重さの相場など知らないが、九曜の体重はそれを大きく上回るものではない。とはいえやはり人間一人分の重さはあって、更さらに機械部分と軍刀の分だけ上乗せされているのだ。

　だが、友達を拉ら致ちされておめおめと逃げ帰れるわけがなかった。

　間違いなく、あのゑえつ子とかいう給仕メイド型機械が諸もろ々もろの事件の重要人物（人ではないが）だ。彼女を追えば行方ゆくえ不ふ明めいになった探たん索さく者や機械兵、そして「幻まぼろしの宝」とやらの真相も握にぎっているかもしれない。

　彼女が逃げ去った方角と、例の写真。この二つを手て掛がかりに、叶かな葉はは軋きしむ大だい八はち車ぐるまをえっちらおっちら引いて歩き続ける。未いまだ前後不ふ覚かくの泥でい酔すい状態にある九く曜ようは、ぎったんばっこん揺ゆれる大八車の上でぽそりと、

「こうはんにつづく」




　　　　　　[image: 区切り]




「──う、うぅ……ん……」

　運ばれている途中のどこかで、抵抗しないよう眠らされていたらしい。

　鴇とき子こと菘すずなが目覚めると、そこは湿しめっぽいどこかの部屋だった。

　コンクリート打ちっぱなしの、薄暗く殺風景な場所だ。天てん井じようから下がった裸電球が古ふる臭くさいオレンジ色の光を滲にじませ、部屋の中を遠慮がちに照らしている。

「……！　とっこ、とっこ起きて！　大丈夫!?」

「うぅ……とっこって言うな……」

　いつも寝起きが悪い鴇子は不ふ機き嫌げんそうに起き上がり、状況を思い出してぐっと緊張した。

　二人してどこにも怪け我がや異常はなさそうだった。この部屋はというと、一面の壁かべ際ぎわに錆さび付いたロッカーがずらりと並んでいる。あちらこちらから拾い集めてきたのか、汚れ具合や年ねん季きの入りようはどれもばらばらだったが、ひとつ残らずぴっちり閉ざされている様さまを見るに何者かがきちんと手入れしているもののようだ。

「なんだここ」

「わかんない。けど多分ろくなもんじゃないわよ、早いとこ出なきゃ」

　あのメイドは新規雇こ用ようと言ったが、どういう意味だろうか。

　出口はすぐ見つかった。というより、その分厚い鉄てつ扉ぴ一つしかない。菘は周りを警けい戒かいしながら近付くが、扉は菘が手をかける前に軋きしむ音を立て開いた。

　冷たい空気が流れ込んでくる。菘は直後、目の前に広がる光景に息を吞のんだ。

「ひ……ッ!?」

　むくつけき機械兵達がのっそり顔を出す。

　いつもと違うのは、そいつらが一人残らずキツキツのメイド服を着ているということだった。

　機械兵は平均身長一八〇～一九〇センチ程度の筋肉質の成人男性を再現した体格で、どこからどう見てもサイズが合っていない。白いフリルは所どころが破やぶけてフリフリどころかビリビリだし、こうなると屈くつ強きような下半身をやさしく包むフレアスカートの優雅さが完全に裏うら目めに出ている。重作業・巡じゆん回かい警備に戦せん闘とうまで可能とする高分子の人工筋肉がみっちりと詰つまりに詰まって、服の下からでも存在を主張する様さまは何か得え体たいの知れない怨おん念ねんめいたものすら感じさせた。

「ぎゃあああーっ!?　なにこれなにこれ何なのどういうこと!?」

「へ、へ、へ、変へん態たいだ！　きわめて統制の取れた機械製の変態どもだ!!」

　抱き合って恐怖の叫びを上げる二人。むっちりしたメイド機械兵達は横一列にずらりと整列し、一いつ糸し乱れぬ動きでフレアスカートの両端を摘つまみ上げぺこりと一礼。なんとも愛くるしい動きである。悪夢的なほどに。

　パニックに陥おちいりかけた菘すずなであったが、ちかちか明めい滅めつする機械兵のアイセンサーを見て、彼らが何らかの異常を来きたしていると直感的に察知した。間違っても通常稼か動どうではない。中央の管かん制せいから外はずれ、何かからの支配を受けているのではないか。では誰がそんなことをしているのか。

『如何イカガデ御座イマショウカ。ワタクシガ教育ヲ施ホドコシタ可愛カワイイ部下デ御座イマス』

　ざっ、と機械兵達が扉の左右に並び直す。通路の暗がりから、二人を拉ら致ちした張本人ことゑえつ子が優雅に歩み出た。

　地じ獄ごくに仏と言うべきか掃はき溜だめに鶴つると言うべきか、匂におい立つほどの人工筋肉の壁から歩み出る少女型の可か憐れんさが今や目と心にありがたい。いやそんな場合ではなく、

「わ、わ、わたし達をどうするつもりだ!?」

　この機械兵の惨さん状じようもこいつの仕し業わざに違いない。鴇とき子こは震ふるえる声で、しかし強気に問い質ただす。

『新規雇コ用ヨウト申シ上ゲマシタデショウ？　ワタクシ斯カ様ヨウニ可愛カワイラシイ人間様ト出会エタノハ何イ時ツ振リカシラン。少々高コウ揚ヨウシテ居リマシテヨ、ラッタッターラッタッター』

　機械音声の鼻歌と共に、ゑつ子はスキップして並び立つロッカーの前に立った。

　少し軋きしむそれが開かれた時、鴇子と菘は自分達が何をされるのか理解した。

　拾い集めたのか自分で繕つくろったのか、ロッカーの中にはハンガーに吊つられたメイド服が所狭しと並んでいた。

『御二人ハトテモ良イ看板娘ニ成レルデショウ。ホラ殿トノ方ガタハ御部屋カラ出ナサイナ、淑シユク女ジヨノ着替エデシテヨ』

　指示を受け取り、機械兵達がぴちぴちの身体からだを揺ゆらしながら部屋から出ていく。分厚い鉄てつ扉ぴが、音を立てて無む慈じ悲ひに閉ざされた。

「ちょ、ちょっと冗談でしょ!?　あいつらの仲間入りしろっての!?」

「ふざけるな！　何がなんだかさっぱりだがそれだけは絶対にやだぞ!!」

　隅すみに逃げようとする二人だったが、じりじりと距離を詰つめるゑつ子から逃げられないことは部屋の狭さと人と機械の「性能差」が示していた。

『寸法ノ御心配ハ無用デス。サササ御早ク。ルンタッタールンタッター』

「だから嫌いやって言って、わ、ちょっ、やめ、変なとこ触んなあ!!」

「やだー！　菊きく丸まる！　きくまるーっ!!」

　二人のあられもない悲鳴が響いた。

　聞き届ける者はゑえつ子と機械兵達以外におらず、声はどこへも出て行かない。何な故ぜならここは、迷めい宮きゆう最深部の地下だからである。
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　叶かな葉ははぜぇはぁ息を整えて、水すい筒とうの水を一気に呷あおった。

　表に裏うらに迷宮を巡めぐり、建物群の間から風に翻ひるがえるそれの尾を認めた。

　とうとう見つけた。かさかさになった全自動洗濯機の垂れ広告だ。

「……ここだ……っ」

　見上げてみれば、わかりやすい目印ではあった。

　廃はい駅えき近くに壁のように聳そびえる、馬鹿でかい大型家電量販店のビルが目の前にある。広告はその巨壁にへばりつくようにして掲けい示じされていた。

　直線距離では大したことがなかったろうが、前後左右上下に複雑に入り組んだルートを進んだので、気分的には巨大な迷宮を抜けたかのようだった。

　途中気付いたことがある。この街には、明確な秩ちつ序じよが存在する。

　それというのも、道中に物理的な危険が一つとして存在しなかったのだ。大だい八はち車ぐるまを引っ張る叶葉が無傷で突とつ破ぱできたのが何よりの証しよう拠こで、例えば暴走する自律兵器だとか、今にも倒とう壊かいしそうな建造物などは徹底的に除かれている。道にしても危険物や大きな瓦が礫れきは落ちておらず、ルート選びにさえ気を付ければ未整備の廃はい墟きよ区など比べ物にならないほど歩きやすい。そうした道を辿たどっていたら、ほぼ自動的にこの場に着いた。あのメイドがそうしたのだろうか。

　ともあれ、危険があるとすればこの先だろうと叶葉は思う。

　扉が枠わくから外はずれた入り口を潜くぐり、量販店の中へ入る。

　店内は二十年放置された廃墟の常として、各所が必然の経けい年ねん劣れつ化かを遂とげていた。崩くずれてしまった棚たなもあるし、天てん井じようの照明は一つ残らず切れている。スピーカーから、店のテーマソングが雑音に埋うもれかけつつも切れ切れに聞こえ、なんだか亡もう者じやの呻うめきのようだった。

　商品を持っていかれた様子は無い。これは探たん索さく者がここに辿り着けなかった証拠だ。

　床に幾つかの投光器が置かれ、午後の廃墟をぼんやり照らし出している。これは誰かがここを管理している証拠だ。

　ゑつ子がここを根ね城じろとしていることは、これで確信となった。

　自分が辿り着けたのはただの幸運だ。探索者達も恐らくは機械兵も、あのメイドに拉ら致ちされたのだろう。女性的不合格もこうなってしまえば怪け我がの功こう名みようだと思う。思いたい。

「あとは、どこにいるのかわかれば、なんですけど……」

　なにしろ、建物全体が墓はか場ばのようになった廃はい墟きよは途と方ほうも無く広い。鴇とき子こと菘すずなが今にも何かおかしなことをされるかもしれない現状を思えば、ここを隅すみから隅まで調べて回るのは現実的ではなかった。せめて何か目印になるものが──と思ったところで。

　大だい八はち車ぐるまに蹲うずくまってぐったりしていた九く曜ようが、いきなり口を開いた。

「あちらなんぬ」

「わあ!?　九曜？」

　身を乗り出し、夢遊病者のような手つきで九曜は叶葉の胸元のポケットを指差した。三枚の写真が入っているポケットだ。そして九曜はそのまま一階の奥の暗がりを指差す。

「あちらに何か……くらい、あかるい、だれか、なにかが、んぬぬ。かんじる。ゆけ……ふみだせば、そのひとあしが、みちとなる……」

　言っていることはわからないが言いたいことはなんとなくわかった。九曜自身酔よっ払ぱらって何がなんだかわからなくなってはいるが、それでも頼れる味方なのだ。

　写真を取り出してピンと来た。地下に行けばいいのだ。二枚目の写真、高さ二メートル程度のトンネルは構造的にきっと地下道だ。地下からどこかに抜ける通路なのかもしれない。

「わかりました、信じます！　待っててください、皆さん……！」

　九曜が指差す先は、非常階段だった。叶かな葉はは腕まくりをして気合いを入れ直し、やはりえっちらおっちら大八車を引いて進む。
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　数分後、二人の新人メイドがそこにいた。

「……なんだこの敗北感は……」

　がっくりと肩を落として、鴇とき子こ。

「……どうしろってのよこんなん……」

　菘すずなが指先でスカートの端はしをついと摘つまみ上げ、弱り切った声で呟つぶやく。

　着ているものを片かたっ端ぱしからぽいぽい脱がされ、異様に慣れた手つきで着替えされられてこのザマだ。なにがなんだかわからないなりに、妙みような屈くつ辱じよくがあった。

「足元がすーすーする……」

「胸がきつい……」

　足元を気にする鴇子と、それなり以上に深刻な窮きゆう屈くつさを訴うつたえる菘。鴇子はげっそりしたまま、

「おまえもうその乳しぼめ……」

『マア！　トテモ良ク御オ似ニ合アイデイラッシャイマス！　早速御仕事ノ教育ト参マイリマショウ、皆様キット御喜ビニナラレマスワ！』

　その皆様とやらがどこのどいつなのか、廃はい墟きよのど真ん中で一体何を言っているのか。言いたいことは山ほどあるが、下へ手たに口答えすれば「教育」の名のもとに今度こそ何をされるかわからない。

　叶かな葉はと九く曜ようは無事だろうか。九曜の方がアレなことになっているが、せめて二人だけでも逃げおおせていればいいのだが。

「……で、どうするこれ」

「どっかであいつの隙すきを見て逃げるしかないわね……それとも本ほん腰ごし入れて、この廃墟でメイドになっちゃうか」

「冗っ談じゃないぞ……」

『一寸チヨツト！　私語ハ厳ゲン禁キンデシテヨ!!』

　ぼそぼそ声の相談を聞きとがめ、メイド長もといゑえつ子が声を荒げる。肩を竦すくめる二人を前に彼女は滔とう々とうと語った。

『良イデスカ御二人。我々給仕メイドノ基本理念ハ滅メツ私シ奉ホウ公コウデ御座イマス。一ニ奉仕、二ニ奉仕、三四ガ無クテ伍ゴニ奉仕──アラ？』

　言葉を切り、ゑつ子が何かに気付く。

　くりくりした機械少女の大きな眼めが通路の奥をじっと凝ぎよう視ししている。その果てに何があるのかは知らないが、ひょっとしたら外なのかもしれない──そう思いかけたところで、
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『──御客様ガイラシタノカシラン。少々様子ヲ見テ参マイリマスノデ御待チ下サイマシ』

　言うが早いか、ぼろぼろの竹ぼうきを握にぎり締しめてらったったと走っていく。並び立つ機械兵は微動だにせずメイド長を見送り、菘すずなと鴇とき子こもまた為なす術すべもなく向こうへ消えていく背を見ているしかない。

　──あ、今だ。

　あの機械メイド、所どころの手て際ぎわは異様にいいがどこか抜けている部分がある。

　咄とつ嗟さの判断で目め配くばせをした。互いに頷うなずき合い、前だけを見ている機械兵の視界に映らないようにそろりそろり列から外はずれかけたところで、がしっと腕を摑つかまれた。

「ぅわ……っ!?」

　視界に映らずとも彼らの知覚なら動きは感知できる。メイド服を身に纏まとう機械兵が、新人二人に「どこへ行くのか」と視線で問い質ただす。慌あわてるも、鴇子が咄嗟の機転でたどたどしくこう言った。

「あっ……えっと……そう、お手洗い！　ちょっとご不ふ浄じように行って参まいるんでござりますの！　殿との方がたがご同行するのはちょっと不ぶ躾しつけなのではないのですの!?」

　これは失しつ敬けい。

　という動きで機械兵はあっさり二人を解放した。ゑえつ子の教育が行き届いているのかなんだか知らないが、装いに目を瞑つむればみんなしてかなり紳しん士し的だ。

　もちろん本当にトイレには行かない。菘と鴇子はゆるくカーブした地下通路をずんずん進みながらまずロッカールームに取って返す。大して警けい戒かいしていなかったのか、持ってきたザックはそのまま隅すみに放り出されていた。菘はそこから、愛用の工具箱を探さぐり当てる。

　逃げるか、止めるか。この二に択たくがまずあって、二人は迷わず後者を取った。

　曲がりなりにもプライドというものがある。報ほう酬しゆう云うん々ぬんを抜きにしても奴には一ひと泡あわ吹かせてやりたいし、菘としては機械兵を掌しよう握あくするシステムをどうにかしたいという整備士なりの対抗心があった。

「あの機械兵達、操あやつられてるみたいだったわ。電波酔よいしてないみたいだったしノイズキャンセラーも付けられてんのかしら。とにかく多分どっかに管かん制せいコンピュータかなんかがあるんだと思う、それさえ見つけちゃえば……！」

「でもどうやって見つける？　ここの構造だってわからないんだぞ！」

「天てん井じよう見て」

　見た。天井に、通路に沿うように固定され、カバーに覆おおわれた太いコードが走っている。

「多分これ配はい電でん盤ばんのコード。ここを追っかければコードに繫つながった大きな設備が見つかるかもだし、それでなくても元を辿たどって配電盤そのものを弄いじって電気を切れるかもしんない」

　おおおお。

　鴇子は目をしばたかせ、感心しきりの様子で菘の横顔を覗のぞき込む。

「お、おまえ、実はすごいのか……!?」

「伊だ達てに整備士見習いやってないわよっ。つーかあんた今まで私のことなんだと思ってたの！」

　よし、と気合を入れ直し、二人は足を急がせる。

　そういえばお客様とは誰のことだろう。ゑえつ子自身想定していなさそうだった。

　ひょっとすると、九く曜ようと叶かな葉はなのだろうか、と二人は頭の隅すみで思う。
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　驚いた。

　家電量販店の地下の壁に大穴が開き、どこかの地下壕ごうに直接繫つながっていたのだ。

　鉄てつ扉ぴを開けば果ての見えない長い階段。この種の地下壕にはありがちなことで、これは人間用の入り口なのだろう。全体の規模にもよるが、こことは別の出入口や搬はん入にゆう路ろの類たぐいもどこか別の場所にあるに違いない。

　電気があるし、空調も生きている。念ねんの為ため持っていたガスマスクはただの荷物になったようだ。

　慎重に行こう。叶葉はそう思い、大だい八はち車ぐるまの荷台に背中をぴったりつけて、一段一段階段を下っていく。

「よっ、こい、しょ……っ」

　ずるっ。

　あえなく失敗した。大八車の重量を支える叶葉の横を、いともあっさり九曜の身体からだがずり落ちる。

「ああ─────っ!?」

　そのまま、階段を三角座りの姿勢でもの凄すごい勢いで転げ落ちていった。

　もう慎重もクソもない。叶葉は慌あわてふためいて大八車を放り出し、そこらに落ちた軍刀を拾い上げて二段飛ばしで階段を駆かけ下りる。

　階下で尻しりを突き出してうつ伏ぶせになっている九曜は、しかし驚くべきことに無傷だった。流石さすがの一ひと言ことである。叶葉はしきりに謝あやまりながら九曜の肩を支え、千ち鳥どり足あしの彼を支えながらよろぼい歩く。

「この……さ……ぬ」

「はいっ。もうちょっとだけ頑がん張ばってくださいね……！」

　何事かぼそぼそ寝言めいたことを呟つぶやく九曜に律りち儀ぎに返しつつ、ひたすら先に進む。

　ここに至るまでに大急ぎで廃はい墟きよを抜けたのと、九曜を引っ張ってきたこともあって、叶葉の疲労は馬鹿にできない。それでも、先のことを考えればここで止まる気は欠片かけらも起こらなかった。黴かびと錆さびの臭におい、何か電気的なノイズ、投光器の青白い光。スピーカーのある一階からは離れた筈はずなのに、やはりどこかから途と切ぎれがちに店のテーマソングが聞こえてきている。

　浮かび上がるトンネルは間違いなく写真で見たそれだが、実際に歩くと僅わずかに下に傾斜しているのがわかる。カーブした通路は、ゆるい螺ら旋せん状となって地下の更さらなる深みへ続いているようだ。そういえば、三枚目の写真にある幾つもの四角い光は一体どういうことなのだろうか。

　小さな体のどこにそんなスタミナが残っていたのか、叶かな葉はは九く曜ようを支えてやっとの思いで通路の突き当りに行き着いた。

　そこは、広いドーム状の空間だった。

　天てん井じようの高さは二階から三階分はある。それでなくとも堅けん牢ろうな造りの地下道は、この辺あたりから特に執しつ拗ようなほど頑がん丈じようになっているように思える。叶葉はなんとなく、かつて尽じん天てんで潜もぐり込んだ地下の工こう廠しようを思い出していた。

　空間の中で何よりも目を引くのは、向かいの壁をぴっちり塞ふさぐ大きなゲートである。

　ゲートの左右の壁にある巨大なファンがゆっくり回り、各所を巡めぐり巡った地下の空気がぬるい風となって渦うず巻まいている。ゲートは物資を運び込めるよう天井に届くほど高く、大きく、恐らくはかなり分厚い。そしてこうしたゲートの常として、脇わきにぽつんと人間が出入りする用途の扉があった。

　その扉が音を立て開き、隙すき間まから虹にじ色に光るきらきらした瞳ひとみが覗のぞいた。

『──アラ、アラアラアラ』

「ゑえつ子さんですね!?」

　あちらとしては逃げるなりするかと思っていたらしい。思わぬ珍客にゑつ子は目を丸くして、扉からドーム状の空間に躍おどり出て恭うやうやしく一礼。むむむ、と眉まゆをひそめる叶かな葉は。丁てい寧ねいな所しよ作さは見事だが、今はまどろっこしいことをしている暇ひまはない。

「鴇とき子こさまと菘すずなさんはどうしたんです。この先にいるんですか？」

『然サ様ヨウニ御座イマス。御オ二フタ方カタハ此コノ王国ノ新人トシテ、今カラ他ノ方々ト一イツ緒シヨニ御オ稽ケイ古コヲ始メルトコロデシタノ』

　彼女の口から気になる単語が出た。

「新人……他の方？　それじゃあ、これまで来た人間さんや機械兵さん達も、みんなここにいるんですか？」

『如イ何カニモ。デスガ、ワタクシ達ダケデハ手ガ回ラナクナッテ参マイリマシタノ。然シカシ、貴女アナタ様ガ此方コチラマデイラシタノハ好コウ都ツ合ゴウ。斯コウシテ良ク見テミマスト……此ノゑつ子、不覚デ御座イマシタ』

　くりくりした人工の目が、距離を隔へだてて叶葉の掌てのひらを注視した。望遠機能。

『貴女様ノ御手ハ、家事全般一イツ切サイ合ガツ財サイヲ一手ニ引キ受ケル者ノ手。アノ時ハ見ミ栄バエバカリヲ重視シテ少々目ガ曇クモッテオリマシタガ、御三方ノ中デハ、貴女様ガ抜キン出テ圧倒的ナ給仕メイド力ヲ備エテ居リマスネ』

「そんなこと言ってる場合じゃありません！　鴇子さまと菘さんが……いや、皆さんがこの先にいるなら、すぐに解放してください！」

『成ナリマセン。ワタクシニハ此コ処コヲ維イ持ジ管理スル義務ガ御座イマス。ソシテ、貴女アナタ様モ我ガ配下ニ加ワルノデス！』

　ばん、と扉が勢いよく開け放たれ、可愛かわいらしい装よそおいの機械兵メイド隊が一気に飛び出した。

「わーっ!?」

　いくらなんでも予想外すぎた。

　仰ぎよう天てんする叶かな葉はと対たい峙じし、ゑえつ子は得意満面に言い放つ。

『其方ソチラノ機械ノ殿トノ方ガタハ如ドウ何ドウヤラぽんこつニ成ナッテ居ラレル御様子。使イ物ニ成ルカドウカハワカリマセンガ、キッチリ躾シツケレバ其ソレナリノ物ニ成ルデショウ。此コノ様ニ──整列!!』

　ばばっ。

　一いつ糸し乱れぬ統率は作戦行動時のそれと遜そん色しよくない。三体三列の全九体、等とう間かん隔かくで並び立つ彼らは真上から見れば綺き麗れいな正方形を描いているだろう。

『御掃除！』

　前の三体が華麗なモップ掛がけ・埃ほこり払はらい・窓拭ふきの動きを見せ、

『御洗濯！』

　中の三体が衣服の手洗い・干してからのシワ伸ばし・畳たたみまで一連の動作をトレース、

『御料理!!』

　後の三体が包丁捌さばきから焼き・煮込み等あらゆる調理法から食器洗いまでを動きのみで再現した。

　どの動きも恐ろしく迅じん速そくにして無駄がなく、機械の力を十二分に発はつ揮きする様さまはまさしく新たなるマシーン給仕メイド時代の夜明けを思わせた。その全ての動きを仕込んだのは、見た目は小娘とも言うべきゑつ子である。彼女はえへんと胸を張り、叶葉に手を差し伸べる。

『──如何イカガ？　貴女様モ、ワタクシノ「ゑつ子式・給仕要ヨウ綱コウ秘伝虎トラ之ノ巻マキ」ニ基モトヅク指導ノ下モト、其ノ給仕力ニ更サラニ磨ミガキヲ掛カケルガ宜ヨロシイデショウ。ナアニ、人ト機械ノ性能差ナド御気ニ為ナサル事デハアリマセンワ。直スグニ遜ソン色シヨクナイヨウ育テテ差シ上ゲマス。其レニ、ウラ若キぴちぴちノ少女達ハ、其ソ処コニ居ルダケデ場ガ華ヤグ存在感ト云イウ強ミヲ持ッテ居リマスモノ！』

　叶葉は俯うつむいている。

　圧倒されたか。前髪に隠かくれた瞳ひとみが宿すのは諦あきらめか。

　否いな。

「……ってない……」

『何ト仰オツシヤイマシタ？　聴覚せんさーガ劣レツ化カシテ居リマシテ、余リ小サナ声ハ聞コエマセンノ』

「なってない!!」

『ナッ!?』

　顔を上げ吼ほえる叶葉の双そう眸ぼうには、道を同じくする者としての妥だ協きようなき怒りがあった。

「全然なっていません!!　早さは認めます、けど細やかさが足りない！　気配りもなければ残ざん心しんもない！　あなたが指導するのは、ただ『性能』にかまけた機械のお仕事です!!」

　叶かな葉はの女中魂だましいに火が付いた。

　ふんっ、と勢い込んでザックを落とす。ポケットが沢たく山さんついた探たん索さく用ポンチョを脱ぎ捨てる。ガスマスクもヘッドライト付き安全第一ヘルメットもパージして、上がシャツ一枚になった叶葉は腕まくりをした。

　ゑえつ子の狼ろう狽ばいが機械兵達にも伝わり、彼らは一いち様ようにたじろぐ。叶葉がゆらりと構えを取り、小さな両手がまず存在しないモップを摑つかんだ。

「まず、モップがけは！　こうっ！」

『嗚ア呼アッ！』

「それから洗濯は、こうっ！」

『マアッ！』

「お料理は、こうしてこうして、こうやってこうですっ!!」

『何トッ!!』

　もちろん徒と手しゆである。実際の道具を一つも持たぬまま、叶葉はたった一人で息も乱さず、ついさっき機械兵が見せた「仕事」の動作を全て完かん璧ぺきにやってのけた。

『ハ、速イ……其ソレデイテ、美シイ……』

　呻うめくゑつ子。両者の間には人と機械など関係ない、厳げん然ぜんたる格の違いが存在した。

　生まれ落ちて十と五年ついでに冷凍睡眠が二十年。現場に身を置き続け絶え間なく磨みがいた研けん鑽さんの結晶がそこにある。速さと手て際ぎわはそもそも前提条件に過ぎず、一流は「その先」をこそ極きわめるのだ。自分自身の癖くせをも我が物として飼い慣らし、掃除される床や窓を思い、洗濯した服やそれを着る人を慮おもんぱかり、料理を食べてくれる相手に最大限の気配りを見せる。あらゆる不測の事態に対応できる余裕を持つ。そして一作業終えたらその先の、先の先のことを考える。

　それでこそ一流。これが、叶葉の仕事ぶりであった。

『ワタクシニハ理解ワカル！　此コノ御オ方カタハ、小サキ体タイ軀クニ特Ａ級以上ノ給仕メイド力ヲ秘メテ居ル！　又、見誤ッテシマッタ……ワタクシノ予想ヲ遥ハルカニ上回ル実力デス!!』

　一応操あやつられている筈はずの機械兵だが、叶葉の仕事ぶりを見る目には何か惚ほれ惚ぼれとしているような光があった。

　屈くつ強きような機械兵と機械のメイドが、地下空間で己おのれの仕事ぶりを見せる少女に釘くぎ付けになっている。ちなみに九く曜ようは泥でい酔すいしたまま床にのの字を書いている。

『何トシテモ貴女アナタ様ガ欲シイ。貴女様ハ屹キツ度ト、ワタクシヲ上回ル御オ力チカラデ此コ処コヲ守リ続ケル事ガ出来ルデショウ！』

「……はっ!?」

　我に返る叶葉。スイッチが入ってやりすぎた気がする。

　状況を冷静に考えてみると、丸まる腰ごしの自分がゑえつ子達の中心に入って完全無む防ぼう備びの状態にあるのだ。相手はその隙すきを見み逃のがさなかった。

『御前達、ヒッ捕トララエナサイッ!!』

　だが突然、機械兵達の動きがぴたりと止まった。

　停止はほんの少しだけだった。メイド長の指示を受けた機械兵が、夢から醒さめたように辺あたりを見回す。明めい滅めつするアイセンサーが徐々に正常に戻り、最初に自分達がどういう格かつ好こうをしているのか気付いた個体が「やだ恥ずかしい」的に身を縮こまらせた。

『……!?　此コレハ……ッ』

「──こっち無視して貰もらっちゃ困るのよね！」

　奥の扉から出てくる人影が二つ。

　鴇とき子こと菘すずなである。服装だけやたらにファンシーな二人が、頰ほおを煤すすで汚して現れた。

「ああっ！　二人と、も、」

　叶かな葉ははぱっと表情を明るくさせるが、すぐに二人の格好を見て、

「手遅れだった!?」

「着させられただけだっ！」

　鴇子が赤くなって反論する。工具箱を手に提さげた菘を見るに、彼女が何か弄いじったのだ。

「配電線を辿たどってみたら当たりだったわ。管かん制せい室しつみたいなとこがあったから、そこをちょちょいとね。……にしても、いつの間にこんな場所できてたのかしら」

『何ナ故ゼッ!?　貴女アナタ様方ノヨウナ娘ガ其ソノ様ナ事ヲ……ッ』

「ざーんねんでした。私ゃ家事とかより、こっちの方が性に合ってんのよ！」

　制せい御ぎよが解とかれた機械兵達は、それぞれ体の一部にノイズキャンセラーを付けられているので電波酔よいの心配もない。一体だけうっかりそれを外はずしてしまい酔っ払って床でビクンビクンしている奴がいるが、そいつを見て他の八体が「どうやら外せばまずい物らしい」と判断し事なきを得ている。尊とうとい犠ぎ牲せい。

「自分の使命を思い出せっ！」

　いきなり鴇子が檄げきを飛ばして、機械兵の注目を集める。

「おまえたちは中央からここに遣つかわされた歴戦の勇士だ！　格好とかそこらは見なかったことにするが、わたしはおまえたちの誇ほこりを信じる！　やるべきことをやるがいい！　とりあえずまず、情報聞き出す為ためにこいつを捕つかまえるんだっ!!」

　無駄に威い厳げんたっぷりの物言いに、機械兵達は一気に正気に返った。自分達のそもそもの任務はここ神かん原ばらの調査、そして可能ならば行方ゆくえ不ふ明めい者の発見と救出なのだ。ふんっと鼻息を吹く鴇子の佇たたずまいには妙みようなカリスマ性とそれなりの説得力があって、ほとんどただの勢いであっても効果は抜群だった。

　そうと決まれば、いずれにしろ当件の重要参考機械と目されるゑつ子は決して逃せない。

　八体が素す早ばやい動きで彼女を取り囲み、彼女の動きを警けい戒かいしながら包囲を狭せばめていく。傍はたから見ればメイド服の変へん態たいがよってたかって少女に迫る図であり大変いかがわしいが、それでもなおゑえつ子は降こう伏ふくの気配も見せない。

　ただ、笑っていた。

『フ、フフ……ウフフフ……』

「何が可お笑かしいっ!?」

「諦あきらめなさいって！　あんたもう詰つんでんのよ！」

　九く曜ようの傍そばまで戻り、固かた唾ずを吞のんで見守る叶かな葉は。九曜はワカメのようにゆらゆらしている。

　ゑつ子は、低く調音された音声で告つげた。

『──ワタクシガ、何モカモ一人デ此コ処コマデヤッテ来タト思ッタラ大違イニ御座イマス』

　地下空間の管理、廃はい墟きよの整備、多数の人間達の拉ら致ちと、何よりも酔よっているとはいえ十分な戦せん闘とう能力を持っていた筈はずの機械兵達の捕ほ獲かくと制せい御ぎよ。

　そんなものは、たとえ機械であってもたった一人ができる作業では到とう底ていないのだ。

『全テハ大オオ旦ダン那ナ様ノ王国ヲ守ル為タメ……。一介ノ給仕メイドニ過ギヌ身ナレド、此コノゑつ子ニモ意地ト云イウモノガ御座イマス!!』

　家電量販店のテーマソングが切れ切れに聞こえている。

　その音が徐々にクリアになり、大きくなっていく。地下空間が僅わずかに揺ゆれ、天てん井じようからぱらぱらと塵ちりが落ちて一同に降り注いだ。

「え、ちょっ、何これ!?　今度は何!?」

「まっ、まずい！　おまえたち！　なにかわからんが早くそいつをっ!!」

　ゑつ子は完全に周囲を取り囲まれ、それでも諦めず、共犯者の名を叫んだ。




『斯カクナル上ハ御オ出イデマセイ!!　《超合金ゴウテン丸》ゥゥゥ──────ッ!!』




　床が、縦たてに大きく揺ゆれた。

　ドーム状に広がる地下空間の中心がぱっくり割れ、半径十メートルほどの円状の穴を開く。

　でんどんでんどんでんどんでんどんでんどん。

　ごうんごうんごうんごうんごうんごうんごうん。

　叶葉は、その様さまを為なす術すべも無く見ているしかない。

「あ……あわわ……あわわわわわ……」

　めったやたらに景気のいい自律多脚戦車が、床からせり上がって現れた。

　色は目が覚めるような鮮せん烈れつなるショッキングピンク。自前の外部スピーカーからぱっぱっぱーらーぱーらーらーらーぱっぱっぱーりらーと大型家電量販店のテーマを大音量で流していて、「大入り」「満員御礼」「商売繁はん盛じよう」「無病息災」「家内安全」ついでに「安産祈願」と記しるされた数々の幟のぼりを掲かかげる様さまはあたかもおめでたいハリネズミだ。

　その型式は、多脚戦車「凶まがら」或あるいは「兇まがつ」に連なる砲ほう撃げき戦型ではない。全長ざっと三～四メートル程度、脚部は二本で巨大なローラーを備えている。重火器の類たぐいは搭とう載さいしておらず、代わりにあるのはマニピュレーターが六本──大型作業用の四本と、精せい密みつ作業用の二本。肩部にマウントしているのは手製と思われる捕ほ獲かく用ネット投とう射しや器だ。

　見る影もないほど独自改造されているが、これこそかつて八や洲しま軍に存在した旧型兵器、限定空間における対機械・白はく兵へい戦用装そう甲こう戦機「狗ごう駆く」の一体である。

　機械兵が一いつ斉せいに近接格かく闘とうの構えを取る。超合金ゴウテン丸は意外につぶらなアイカメラで彼らをちらと一いち瞥べつし、さして大きな動作も見せず、何かの「スイッチ」を切った。

　途と端たんに、機械兵達があっという間に酔よった。

　遠えん隔かく操作して切ったスイッチは、彼らが装着していたままのノイズキャンセラーのものだった。こいつが管理していたのだ。

「おわぁっ!?」

　近くに立っていた鴇とき子こと菘すずなもろとも、全ての機械兵を投射ネットで絡からめ取る。合図を受け取ったゑえつ子は発射直前に横に走り、ネットを回避。団だん子ご状になった酔っ払い機械兵と鴇子と菘を見下ろしてふうと一息ついた。

「ちょっとぉ！　何よこれー!!　出せってばーっ!!」

『一時ハ如イ何カナル事ニト思イマシタガ……流石サスガゴウテン丸、御見事ナ手テ際ギワ』

　にんまりと笑うゑつ子の笑みは悪あく魔まめいている。ぐっとサムズアップすると、相変わらず例のテーマソングを歌いながらゴウテン丸はアイカメラをちかちか光らせた。

　残ったのは、自律兵器を前に無力な叶かな葉はと、酔っ払ったままの九く曜ようである。

『ソシテ貴女アナタ様ガ加ワレバ、大オオ旦ダン那ナ様ノ王国モ更サラニ良キ場所トナルコトデショウ。未来ハ明ルイノデス！』

　喜色満面のメイドを前に、叶葉は今更ながら、彼女達の謎なぞを問い質ただす。

「あ、あなたは……あなた達は、何が目的なんですか!?　帝てい都とはもう復興してます！　こんなところに引きこもってたって、なんにもならないですよ!!」

　その訴うつたえを受け取り、ゑつ子は僅わずかに俯うつむいてこう告つげた。

『其ソレガ、大旦那様ヨリ仰オオセ付カッタ、ワタクシノ使命デス故ユエ。──サアゴウテン丸！　捕トラエテオシマイッ!!』

　ゴウテン丸が動く。叶葉が九曜を庇かばう。投射器が向けられる。

　九曜が、ぼそりと呟つぶやく。




「そこまでだ」




　広い地下空間は、浮き上がる埃ほこりが仄ほの白じろい膜まくを張っているように見える。

　その膜の中で、赤い眼光が炯けい々けいと光っていた。

　ゆっくり立ち上がる九く曜よう。軍刀を拾い上げもせず、無む防ぼう備びですらある歩みには何かよくわからない凄すご味みがある。ゴウテン丸の注意が九曜に向かう。叶かな葉ははその光景を前に叫ぶ。

「九曜!?　ひょっとして酔よいが」

「きゅうかいのうらにしまんるいバッターしょうせい」

「醒さめてない!!」

　止めようとする叶葉を、九曜は後ろ手で制止した。

　あくまでも歩みを止めない。自分の身長の何倍もあるゴウテン丸とほんの数歩の間合いまで近付き、据すわった上目で強きよう烈れつなメンチを切った。

「叶葉には……指いっぽん……ふれさせ、んぬ」

「く、九曜……！」

　相も変わらず夢見るようなふにゃふにゃの声色には、しかし決して譲ゆずれぬ芯しんがある。たとえ酔っ払っていても、こういう時の九曜は負けない。叶葉は実感として知っていた。

　九曜は赤眼で捉とらえた敵に向け、立てた掌てのひらを裏返し、ちょいちょいと引いた。

「来るが良いんぬ」

　──!!

　ゴウテン丸が電でん撃げきに打たれたような反応を見せた。

　それから数秒、彼は静止したままアイカメラで九曜を凝ぎよう視しする。ややあって肩の投とう射しや器をパージし、瓦が礫れきをも破は砕さいする大型アームを四本ぐいんと動かして独特な構えを取った。

　大して九曜は、ゆらり、くらり、と芯を持たぬ幽ゆう鬼きの如ごとき歩法。

　緊張の糸が、二者にしかわからぬ契けい機きにふっつりと切れた。

　初しよ手て、全力で叩たたき潰つぶす勢いでゴウテン丸が鉄てつ拳けんを振り下ろした。

　甚じん大だいな破砕音。九曜は既すでにその場にはいない。穴が穿うがたれた床の破片に隠かくれ、九曜は瞬しゆん時じに背後に回り込む。ゴウテン丸が即応し、二脚のローラーを用いその場で急速旋せん回かい。九曜を狙ねらってハンマーよろしくアームを振り回す。

　いきなり始まった戦せん闘とうに、ゑえつ子は色を失って叫んだ。

『嗚ア呼アッ!?　ゴウテン丸！　殺害ト破壊ハえぬじいニ御座イマス!!』

　聞いていない。恐らく、ゴウテン丸と名付けられたこの狗ごう駆くはいつもならばゑつ子の命じることを忠実に守っていたのだろう。

　だが今は違う。違う理由がある。




　機械のメイドと装そう甲こう戦機の出会いは、戦争が終わった二十年の空白期間のいつか、ぼろぼろの神かん原ばらの廃はい墟きよでのことだった。「ある目的」の為ために助手を探さがしていた特注の自律型給仕メイド機械ゑつ子は、死にかけの狗ごう駆くを見つけて修理し、電でん脳のうを調整して再さい起き動どうさせた。ついでにあれやこれやと改造したが、狗駆的にもそれはそれで目的に特化した感じがして気に入っていた。

　そうして彼は力仕事を引き受け、人々が眠っていた頃から長い時間をかけて迷めい宮きゆうを造り上げた。

　不要となって朽くちる筈はずだった身に目的が生まれた。

　彼は実に十数年をゑえつ子と過ごした。自みずからに定められた新たなる道として、ここを守り続けた。

　が、そんな生活の中で電脳の奥底に封ふうじていた熱があったのもまた確かだ。

　その熱とは、すなわち、闘とう争そう本能である。




　軛くびきを解とかれた闘争本能が、全身を竜たつ巻まきのように駆く動どうさせる。

　目の前の少年は、鋼こう鉄てつの機体の奥にある熱を全力でぶつけるに足たる相手だった。小さな体たい軀くなどまやかしだ。人間と見分けがつかない詰つめ襟えりの矮わい軀くの内部には、想像も及ばないほどの戦闘力が秘められている。既すでに遠くなった戦時の記憶の中、そうした本体を持つある「最強の自律兵器」のことをゴウテン丸は思い出していたのかもしれない。

　九曜は軍刀を握にぎることもなく素す手でで彼と対たい峙じした。だが猛もう然ぜんと攻せめる相手を前に九曜は退ひくことなく、のらりくらり、のんべんだらりと回避を続けて自らの間合いに距離を詰つめていく。

　一いち撃げき。酔よっ払いが仰あお向むけにぶっ倒れるのと同じような動作で、全身のバネを使ってゴウテン丸のアームを蹴けり上げる。

　二撃。逆回しに起き上がった九曜が、勢いを乗せて相手をぶん殴なぐる。

　網あみの中でもごもごしたまま菘すずなが叫んだ。

「あの技は!?」

「知っているのか菘!?」

「酔すい拳けんよ！　大陸伝来の格かく闘とう技ぎって言って宴えん会かいの時おじいちゃんがやってた!!」

　その爺じいさんとやらは一体何なんだと鴇とき子こは思う。

　酔拳、読んで字の如ごとくその体たい捌さばきは一目見れば酔っ払いのヘンテコな踊り。しかしそう見せかけて全ての動きに意味があり、予測不可能な角度から放つ打撃は極めればあらゆる達人の意表を突く。

　もちろん九曜がそんなこと知っているわけはない。彼の中には「叶かな葉はを守る」「でもなんか頭がくらくらする」「でも殴る」という動物じみた三つの思考しかなく、それらが本人の性能および戦闘勘かんと合わさって何やら奇き跡せき的な結実を遂とげているに過ぎない。明らかに普段は絶対入らないゾーンに入っており、素手でも異様な強さを発はつ揮きしている。

　誰もが、戦いを見守るしかない。

　最強の戦略兵器の一つと、おめでたい装そう甲こう戦機が素ス手テ喧ゴ嘩ロを演じている。

　むに。

　そんな様子を見ながら、菘すずなは鴇とき子この、鴇子は菘のほっぺたを指で抓つねった。

「……ひたいぞ」

「……ゆめひゃないのね」

　馬鹿馬鹿しいほどの体格差がある殴なぐり合いは、誰も手を出せない中で一手ごとに高速で推すい移いしていく。

　だが、互ご角かくに見えた戦いのバランスがある瞬しゆん間かんに崩くずれた。

　うっぷ。

　九く曜ようの顔が青くなる。酔よいすぎて動きすぎて気分が悪くなった。もとより忘ぼう我がの状態で戦い続けていた九曜であり、今でさえろくに何か考えているわけでもない。唐とう突とつに訪れた吐はき気を押し殺すこともできず、異常に鋭い動きがふっと緩ゆるんでしまう。

　ゴウテン丸はその隙すきを見み逃のがさない。ぎゅるんとローラーが機体に勢いをつけ、回転の勢いをアームに乗せた。固く握にぎり締しめた鉄てつ拳けんは火花を散らしながら床すれすれを走る。狙ねらうはアッパー、天てん井じようをぶち抜いて空の彼方かなたまでぶっ飛ばさんばかりの至高の一打。

「九曜ぉ────っ！」

　その時だった。

　これまで見ているしかできなかった叶かな葉はが、声を限りに叫んだのだ。

「がんばれぇ──────っ!!」

　まどろむようでいた九曜の目がくわっと見開かれる。

　そこから先の動きは、まさしく電でん撃げき的だった。

　脚力だけを使って姿勢制せい御ぎよもクソもない跳ちよう躍やく。空中でぐるんぐるんスピンする体は相手のアッパーを独こ楽まのような回転で受け流す。埃ほこり舞う薄うす闇やみの中で宙ちゆうの九曜はもはやなんだか黒い未確認飛行物体の類たぐいにしか見えず、その身体からだが天井すれすれまで放物線軌き道どうを描き、ゴウテン丸の頭部目め掛がけて真まっ逆さかさまに落ちて、赤い目は標ひよう的てきを一度も見失わない。

　最後の一撃。

　回転を乗せた踵かかと落おとしが、落雷のような威い力りよくでゴウテン丸の頭部に炸さく裂れつした。

　標的のてっぺんで爆発した衝しよう撃げきが全身を駆かけ下り、ゴウテン丸の足元の床にびしりと亀き裂れつが走った。

「決まった……っ!!」

　菘が呻うめき、汗ばむ手を握り締めた。

　九曜が宙を泳ぐ。ゴウテン丸がよろめく。

　そして一人と一体は、まったく同じタイミングで仰あお向むけにぶっ倒れた。

　静せい寂じやくが戻る。

　ゴウテン丸は、全機能がブラックアウトしているものの死んでいるわけではなさそうだ。だが起き上がることは暫しばらくないだろう。

　ただ、不思議な満足感だけが場に満ち満ちていた。

　九く曜ようはというと、もはや、寝ていた。




『──ゴウテン丸……御前様ハ……』

　仰ぎよう臥がする相あい棒ぼうを前に、ゑえつ子は何を思うか。鴇とき子こと菘すずなと機械兵は網あみの中、九曜とゴウテン丸はぴくりとも動かない。叶かな葉はは九曜に駆かけ寄って、真っ先に無事を確認し安あん堵どする。

　ゑえつ子はそんな二人を暫しばらく見守っていた。叶葉がふと顔を上げ、目が合う。その大きな瞳ひとみを見返し、恭うやうやしくぺこりと一礼。

『ワタクシ共ノ負ケニ御座イマス』

「えっ……？」

『或アルイハ、此コレモイズレアルベキ帰結デアッタノカモ知レマセン。少ナクトモ、斯カ様ヨウニ満足気ナゴウテン丸ノ姿ヲ、ワタクシハ今マデ見タ事ガ御座イマセンデシタ』

　言いつつ、ゑつ子はいそいそと網を解といてやる。酔っ払ってビクンビクン蠢うごめく機械兵×９は、当のノイズキャンセラーを管かん制せいするゴウテン丸がノックアウトされたから暫くこのままでいさせるしかない。九曜も同様だった。

　ゑつ子は楚そ々そとした立ち居振る舞いで叶葉達を促うながし、巨大なゲートの脇わきに立った。

『其ソレデハ、此ノママ御帰リ頂クトイウワケニモ参マイリマスマイ。最後ニ、御主人様方ノオワス処トコロ……ぱらだゐいすヲ御ゴ覧ランニ入レマショウ。ポチットナ』

　押した。

　腹に響く重い音を立て、ゲートがゆっくり開いていく。

　そこはシェルターだった。数あま多たの人々を収容する空間が口を開き、三人は中を目もく撃げきする。

　天国か地じ獄ごくか。そこには、信じがたい光景が広がっていた。
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　最後の写真は、幾つも並んだ四角形の光だ。

　広がるのは、まさに画像のままの光景ではあった。

「くっそタイムが縮まらねえ！」「また死んだ!?」「今日も経験値稼かせぎの生活が始まる……」「オラオラオラ十割連撃コンボだぜェ!!」「ここどうすんの？　え、石像に宝石嵌はめたら鍵かぎが開く？」「きゅいーん、ぶーん、どどどどぼかーん」「はぁ……詩し織おりちゃんマジ可愛かわいい……」「ちょっとお花摘つみに行ってくるわ」

　言葉が出てこない。

　決して狭くはないシェルターにテレビがずらりと並び、それら全てに何かの機械が接続され、意外とピンピンしていた行方ゆくえ不ふ明めい者達が夢中でコントローラーを操作している。向こうには液晶と操作パネルが一体化した筐きよう体たいがあって、やはり一つ一つに人間が向かい合って全力で遊び倒している。

　更さらに別の区画では、整然と並んだ本ほん棚だなに様々な判の書籍がみっしり押し込められている。男達は思い思いの場所に座り込んで、色とりどりの表紙のそれらを読み込んでいた。

「ううっ……泣けるぜ……」「そうだ！　そこだ頑がん張ばれ！」「こいつとあいつがくっついて、あれ？　あの子じゃあ振られるってこと？　マジ？」「今一〇一巻なんだけど最終回いつなのこれ」「超おもしれーのに続きが出ないのもあんだけど！」「おいこれ十三巻だけ抜いたの誰だよ!!」

　叶かな葉はと鴇とき子こは、その場に立ち尽つくして呆ぼう然ぜんとしていた。

　菘すずなが目を剝むいて、信じられないものを見たという声で呻うめいた。

「こ、これは……！」

「今度は何だ菘！」

「漫画とてれびげいむよ！　おじいちゃんが昔大好きだった！」

「多趣味な爺じいさまだな!?」

　菘は誘ゆう蛾が灯とうに惹ひかれる羽虫のような足取りで室内に踏み入り、機械を納める保管コーナー的な場所に目を向けた。

「ちょちょちょちょっとこれ超こん（※超家庭用こんぴうたの略）じゃない!?　あっちは万どら（※百万どらいぶの略）!!　あれは遊すて（※遊ゆう戯ぎすていしょん）にそっちは土星（※そのまんま）!!　あーけいど筐体もばっちり！　天国！　天国じゃないのよー!!」

　何かおかしなスイッチが入ったらしく菘の目はぐるぐるしている。

『大オオ旦ダン那ナ様ノ遺ユイ言ゴンデス』

　その光景を見渡しながら、ゑえつ子はそう呟つぶやいた。

「あの、じゃあ大旦那様っていうのは……？」

『既スデニ御ゴ逝セイ去キヨサレテ居リマス。大旦那様ハ大層裕福ナ御オ方カタデシテ、此コレラノ遊具ヲ保管用ノ個人しぇるたーニ納メ、病ノ故ユエニ眠リニ就ツカレマシタ』

　死に際ぎわ、主あるじはこう言った。

　──ゑつ子よ、私が死んだら……この、コレクションを……人々……に……。

　機械のメイドはそれを忠実に守った。コレクションの維い持じ管理を続け、動かせる環境を整えた。馬鹿でかい発電機を何基も備え、近頃通った帝てい都との電気をそれとなく拝はい借しやくもした。このように場が機能するようになったのは、ごく最近のことらしい。

　これを人々に伝えるというのが主の遺い志しであったとゑつ子は思っている。なので彼女は神かん原ばらへ来た者達を連れ込み、保存食を供するなどして身の回りの世話を引き受けていたのだ。人手が足りないというのは、ここに入り込み数々の娯ご楽らくにドハマリして居着いた者達の世話が自分一人では間に合わなくなったという意味だ。

「……ってそれ要するに集団引きこもりじゃないか!!」

『大オオ旦ダン那ナ様ガ其ソノ様ニ在アラレマシタノデ』

「うわっすごい！　こんなんもあるんだ!!　ああっこっちは期間限定モデルの奴!?　ひゃっほーい!!」

　しかしだ。

　いつまでもこのままではいられない。

　食料はいつか尽つきる。下した街まちの噂うわさも中央の不ふ審しんの目もいつまでも誤ご魔ま化かせはすまい。彼らはいずれここを出るべきなのだ。下へ手たをするとゲートが開いたことにすら気付いていないかもしれない男達に鴇とき子こは業ごうを煮やし、大声で呼びかけた。

「おーい！　おまえたちっ！　助けに来たぞー！」

　誰も聞いていない。大体、望んで引きこもっているから助けるもクソもない。

「こらーっ!!　出ろって言ってるのがわからんのかーっ!!」

　相手は、やっぱり夢中のままである。

「もうちょい……」「ここクリアしてから……」「これ読んだら……」「今出るから……」

　まるで生ける屍しかばねのようである。

　鴇子は途と方ほうに暮れるし、菘すずなは戻ってこないし、九く曜ようはあっちでぐうすか寝ている。

　その時だった。

「──だめですっ!!」

　娯ご楽らくと堕だ落らくにまみれた電子の底なし沼に、雷かみなりが落とされた。

　見ればそこには叶かな葉はの姿。積み上がったコンテナの上に一生懸けん命めいよじ登り、誰もが見える高さに立って、いつもの様子からは想像もできない鋭い怒声を轟とどろかせた。

　テレビからの音の洪こう水ずいの中で、叶葉の声はよく響いた。誰もが手を止め、突然割り込んできた小さな闖ちん入にゆう者をぽかんと見上げた。

　叶葉は、すう、と息を吸い込んで──




「いつまでもピコピコやったり漫画読んだりしてないで!!　ごはん食べてお風呂入って、明日に備そなえて、寝なさいっ!!」




　叶葉の一いつ喝かつが淀よどんだ場の空気に染み渡る。

『嗚ア呼ア……ワタクシデモ敵カナワヌ給仕メイド力デアル筈ハズ……。イエ、貴女アナタ様ハ給仕ト云イウヨリ、最モ早ハヤ……』

　ゑえつ子が小声で呟つぶやいた。

　暫しばしの沈ちん黙もくの後、行方ゆくえ不ふ明めい者達は夢から醒さめたような顔でぼんやり立ち上がる。

「そ、そうだな、そうだよな……」「なんか目が覚めた気がする」「俺が間違ってたよ……」「今すぐ帰らなきゃな」「仲間が待ってるしな」「仕事しよう」「でもちょっとその前にセーブさせて」

　菘すずなの首根っこを引っ摑つかんで鴇とき子こが戻ってきた。雷かみなりを喰くらったのは菘も同じで、彼女は未練がましくもちょっと決まりが悪そうにうへへと笑った。

　テレビが消える。本が棚たなに戻される。彼らの多くは少しの間その場で呆ほうけていたが、やがて誰からともなく歩き出し、ぞろぞろとシェルターを出て行く。

　これでもう大丈夫だろう。鴇子はふと気になったことを問う。

「でもどうして公開しなかったんだ？　言っちゃなんだけど、こんなことしたって絶対どっかで無理が出ただろ。大おお旦だん那な様とやらがこれをみんなに広めたかったんなら、おまえは復興した下した街まちかどっかに出れば良かったのに」

『……其ソレハ……』

　ぽっと赤面するゑえつ子。

『ワタクシモ、ソノウ、表ニ露ロ出シユツスルノガ少々怖コワクテ……』

「……おまえも引きこもりだったんじゃないか……」

　ともあれ。

　行方ゆくえ不ふ明めい者の無事は確認された。機械兵も全て問題ない。宝の謎なぞも解かれ、叶かな葉は達には報ほう酬しゆうが入り、一件落着である。とりあえず酔よっ払ったままの九く曜ようと機械兵を早いところ出さねばならない。

「ゑつ子さんはどうするんですか？」

『……如何イカガシマショウ。ゴウテン丸ト共ニ隠イン遁トンスルカ、ハタマタ……』

「じゃあいっそここ公開しちゃったらどうだ？　さっきはああ言ったけど、今いま更さら引きこもるってのもないだろ」

　ふふ、とゑつ子は笑い、

『──然サ様ヨウデ御座イマスネ。然シカシナガラ、ワタクシ共ハマズ御オ上カミニ出頭セネバ』

「…………あれ、こっちにも扉ある。何ここ？」

　不意に物珍しげにあちこち見回していた菘が、シェルターから分かれた小部屋の扉を発見した。

　ボタンで開閉する仕組みらしい。気になって開けようとすると、たまたま近くを通りかかった行方不明者の一人が泡あわを食って、

「ああっ駄目だお嬢じようちゃん！　そこは……っ!!」

「え？」

　ぽち。

　開いた。

　むわっ、と大部屋以上に籠こもった空気が隙すき間まから漏もれ出る。

　そして叶葉達は、見てはいけないものを見てしまった。




　ちなみに──

　大おお旦だん那な様と呼ばれた男は、今いま際わの際きわに確かにゑえつ子に遺ゆい言ごんを残して死し出での旅に出たわけだが、実はその遺言には穴が存在する。

　──私が死んだら、このコレクションを、人々の目に触れぬよう封ふう印いんしてくれまいか……。いやげいむとか漫画とかは別に良い。そっちではなく、奥のアレを、厳重に……。

　主あるじにとって大事なのは、どっちかというと後半の方であったと思われる。

　しかしそれを言い切る前に力尽つきてしまい、ゑつ子は彼のたっての願いを曲解して、いわゆる一般的なげいむと漫画のみに留とどまらず全てを曝さらけ出してしまった。

　小部屋の中には、決して一般的ではない感じの本や雑誌や何やらが秘められていた。




「……………………うわぁ」

「な、な、なん……なんという……！」

「こっ、ここっ、けっ、これっ、ほっ、えっ」

　三人とも真っ赤になって言葉も出ない。

　ある意味では悪あく魔まの所業である。

　作者、タイトルをあいうえお順から丁てい寧ねいに整せい頓とんされてなお、決して人ひと様さまには見せられない類たぐいのあれやらこれやらが一つ一つ存在を主張していた。「読んだら元の場所に戻すこと！」と張り紙がある。機械のゑつ子は主がどれほどこれを秘ひ匿とくしたがっていたか、どれほど男心をくすぐるものかも理解していなかったのである。

　ここにこれ以上の詳しよう細さいを記しるすのは、敢あえて控ひかえる。
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「──まあ、公開してしまったものは仕方が無いということだなあ」

　可か児にがものの一ひと言ことでまとめた。

　数日後の晩飯時の捨すて家や。よく蒸した丸まる天てんを乗せたうどんに刻みネギと七味をたっぷりふりかけ、顚てん末まつを聞いてしみじみ呟つぶやく中間管理職。

　客でごった返す店内の卓たくに差し向かいで座り、九く曜ようは叶かな葉はが作った生しよう姜が焼き定食をぱくついている。

「小しよう生せいはその時のことをよく知らぬのだが……」

　九曜はというと、現場入りしてからの記憶が曖あい昧まいである。起こったことは聞いたがどうも自分がやったこととも思えず、夢でも見たような気持ちでいる。

　叶葉と鴇とき子こは忙しげに働いている。今こ宵よいは人の入りがかなり多いと見えて、居合わせた菘すずなも手伝わされていた。メイド服の噂うわさは早くも広がっていて、男どもにしきりに着ろ着ろと囃はやし立てられながら断だん固こ拒否の姿勢を崩くずさない。

　代わりといってはなんだが、菊きく丸まるが頭にヘッドドレスを装そう着ちやく中である。九く曜ようと可か児にの卓たくの傍そばに立ち、二人の話を交互に聞きながら頷うなずく彼の頭で白いフリフリが燦さん然ぜんと輝く。むやみに似合っている。

「結局メイドの言う通り、あれは戦前にあの手のものを搔かき集めた金持ちの趣味人の仕し業わざだということだろう」

「そういう者がいたのか？」

「記録が残ってないからなんとも言えん。中央の資料を漁あされば発掘できるかもしれんが……」

「ふむ」

「まあ市民も降って湧わいた娯ご楽らくに喜んでいるし、資料的価値はある。宝というのもあながち間違いじゃなかったとは思うがね」

　結局のところ、件くだんの迷めい宮きゆう最深部は一般公開されることと相あい成なった。

　中央の手が入りノイズは除去され、瓦が礫れきがのけられて道が整備される。あれやこれやとやることが多くて全て片付くのは先の話だが、道みち筋すじを知っている者達は早くもシェルターに入り浸びたっているようだ。

　そのシェルターの更さらに最さい奥おう、人一人が暮らす小部屋に一人の白骨死体が眠っていて軽い騒ぎになったが、これが恐らく件の大おお旦だん那な様というわけだろう。

　彼が望もうと望むまいと、二十年の時を経てそのコレクションは活いきている。ところで、シェルター入り口付近の柱には叶かな葉はの直筆で「げいむは一日一時間」という標語が掲かかげられていた。それから、例の小部屋は厳重に封ふう印いんされたそうだ。

「それにしても随ずい分ぶん高性能な給仕メイドだな。会話が成立する上に自律判断も完かん璧ぺき、流石に二十年間のどこかで長期休眠はしていた筈はずだが、耐久性もかなりのものだ」

「特注品らしい。よほど金持ちだったんだろうな。耐久性については、或あるいは主あるじは国がこうなることも想定していたのかもしれんよ」

　ヘッドドレスを付けたままの菊丸がうんと頷く。同じく特注の機械兵である菊丸はゑえつ子にそれなりの興味を抱いているようだ。彼が通常の機械兵を圧倒する格かく闘とう能力を得たように、ゑつ子も必要な機能に特化しているのだろう。

「鹵ろ獲かくされて制せい御ぎよ下に置かれた機械兵は無事なのか？」

「基本的には問題ない。あー……だが再調整はしたんだが、後遺症が残っているのか、今でもたまにメイドっぽい所しよ作さを見せるんだ。小しよう銃じゆうと軍刀を装備してもな」

「……彼らも意外と乗り気だったのでは」

「そう考えたくはないな、なんとなく……」

　ため息いきをつき、可児は辛めのうどんをずぞぞっと啜すすり上げる。

　そして店を出る際、分厚い封ふう筒とうに入った新円を九く曜ようにそっと渡した。

「数日待たせてすまん、これが約束の報ほう酬しゆうだ。ありがとう、恩おんに着るよ酔すい拳けん使い君」

「…………それは言うな」

　可か児にはにたりと笑い、手を振り振り店外の夜よ闇やみに消えていった。




　叶かな葉はが言うところには、明日は店が休みなので、しっかり準備をして良い肉ですき焼きを作るのだという。

　夜の帰り道、それを聞いた九曜の足取りは軽い。

　九曜と叶葉、鴇とき子こと菘すずなと菊きく丸まるが横一列になって夜道を歩く。下した街まちの市場はまだまだ眠らず、道の左右に出た露ろ店てんが色とりどりの光を夜空に投じている。

　ふと菘が提案した。

「ねえ、帰りに神かん原ばら寄って電格（※電でん脳のうふぁいたあ。格かく闘とうゲーム）やってかない？」

「よかろう。小しよう生せいはアキヲを使用する」

「ふ……負けねーわよ……」

「おっと！　おまえは先にわたしと勝負だ！」

　ちなみに身内最強は菊丸であった。叶葉は物もの憂うげにため息いきをつく。

「もう、またピコピコばっかり……。ちょっとだけですからね！」

　そういえば神原にめちゃくちゃ強い格ゲーぷれいやぁが現れたという。振ふり袖そでを着た、やけに露ろ出しゆつの多い変な幼女とのことだ。その幼女が出しゆつ没ぼつする界かい隈わいで同じく、甚じん平べいを着たスネ毛の男がリアルにストリートファイトを楽しんでいるとかいう噂うわさも聞く。

　嫌いやな予感がするなぁ。

　全員でなんとなくそう思いながら、硬こう貨かを握にぎり締しめて電気街に繰り出すのだった。




　　　　　　[image: 区切り]




　最後に、ゑえつ子達についてだが──

　まず大おお旦だん那な様と思おぼしき白骨死体は、近くの集合墓地に手厚く葬ほうむられた。

　ゑつ子はというと、今は神原「新」電気街の看かん板ばん娘むすめとして日夜働いている。数日は中央の登と坂さか研けんに引き取られて解かい析せきが行われていたようだが、一いち段だん落らくついた後に結局は市民の強い希望もあって神原に戻された。特に世話になった探たん索さく者達にとって、彼女はすっかりあいどるだった。元々引きこもり気質だったせいか、以前の何倍もの人が入り浸びたる現状に最初は慣れなかったが、だんだん順応してきていつもの変なノリを取り戻したようだ。

　そしてあのめでたい狗ごう駆くこと「超合金ゴウテン丸」だが、彼は九曜との戦闘で完全に満足し切り、甘んじて改造を受け戦闘力を封ふう印いんした。今はやたらと目立つ広告塔とうとして家電量販店のテーマを昼も夜も歌い上げている。近所迷めい惑わくなんじゃないか、と九く曜ようは思わなくもない。





〈了〉
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　朝が来た。

　朝が来ると学校が始まるのだ。

　これぞ昭和一〇一年の現代の若者達における、大自然の摂せつ理りである。

「おはよーございまーす!!」

　木造モルタルの下宿の気だるい空気を、やたらと明るい声が吹き飛ばした。

　六畳じよう一ひと間まの〇〇九号室はまだ薄暗い。とっくに朝なのに、部屋の主はカーテンを閉め切って眠りこけていた。部屋のど真ん中に鎮ちん座ざする布ふ団とんを見て、セーラー服の少女はふむっと怒ったような鼻息を吹き出した。

　私立やしま学園・高等部一年甲こう組の叶かな葉はは、毎朝こうやってこいつを起こしている。

　それというのも彼女が〇一〇号室の住民だからで、無ぶ精しよう者ものの隣りん人じんを放っておけず何かと世話をしているのだ。カーテンと窓を一気に開くと、きりっと冷えた朝の空気が流れ込んできて、叶葉は気持ちよさそうに深呼吸した。快晴だ。

「まーだ寝てますか！　早く起きないと学校始まっちゃいますよもう！」

　二年乙おつ組の宿やどり真しん一いちは、低い声で唸うなるように答えた。

「む……あと二十年……」

「二十年も寝ないの！　ほら起きる起きる！　朝ごはんも食べて食べて！」

　いぎたなく眠りこける真一を容よう赦しやなく叩たたき起こして、叶葉は朝食の用意を始めた。

　自室で握にぎってきたおにぎりの包みを広げ、輪切りのたくあんのタッパーを開く。一晩中停滞していた部屋の空気が更こう新しんされていく。さわやかな漬け物の香りに真一はようやく顔を上げ、もそもそ食べ始めた。

「おいしいですか？」

「うまし」

　答えつつも手を止めない真一に、叶葉は微笑ほほえみながらテレビを点けた。

　午前八時を二分過ぎている。通学の時間を考えたら結構ぎりぎりだが、急いで準備を済ませたらなんとか間に合うだろう。星座占いに曰いわく、今日の牡お羊ひつじ座はあまり良くないらしくぎょっとした。叶葉はこういうのは気にする方だ。

「予想外の事態が連続……。余裕を持って行動すること……。らっきーあいてむは……」

　思わず身を乗り出して画面を見ていると、食事を終えたらしい真一がふと立ち上がった。

「あ、食べ終わりましたか？」

　反射的にそちらに目をやると、真一がいきなり脱いだ。

　胸のところに「超ちよう電でん磁じ」と書かれたＴシャツが布団の上にぺいっと放られる。

「……って、ひゃーッ!?」

　慌あわてたのは叶葉だ。咄とつ嗟さに目元を覆おおうしかできない。

「ななななんでいきなり脱いでますかぁっ!?」

「……いや、着替えるのだが」

「先に言う！　そういうのは！　もう！　出て待ってるからすぐ来てくださいね!!」

　かっかする頰ほおを押さえながら、足早に〇〇九号室を出る叶かな葉は。

　五分と待たずに、学生服に着替えた真しん一いちが出てきた。

　夏服の白いシャツは、叶葉がアイロンがけまでしているから皺しわひとつない。叶葉は白い襟えり元もとを整えてやりながら、

「教科書ちゃんと入ってます？」

「問題ない」

「ハンカチとちり紙は？」

「持っている」

「お財布さいふも学生証もありますね？」

「ある」

「完かん璧ぺきです！　じゃ行きましょう、急がなきゃ遅刻しちゃいます」

　二人は、連れ立って下宿を出た。

　ボロい屋根付きの駐輪場に向かうと、そこでは真一の貴重な足となる相あい棒ぼうがじっと主あるじを待っていた。

『▼告／予定時刻ヨリ三分ノ遅チ延エン／始業時間ニ遅レル可能性有リ【危険】』

　この鮮やかな金色の自転車は、真一の相棒「蜂はち号ごう」。

　見た目はママチャリ、機能もママチャリ、まあ要するに単なる普通のママチャリだ。ちょっぴり喋しやべる以外は。

「わかっている。すぐ出発する。叶葉、君も乗るがよい」

　前かごに鞄かばんを放り込み、颯さつ爽そうと蜂号にまたがる真一にさっきまでのだらしなさは無い。

　そして、この時が来るたびに叶葉は少したじろぐのだ。準備万ばん端たんの真一を前に叶葉はまごついて、金ピカの蜂号をちらと見た。

「……や、やっぱり、漕こいで行くんですか？」

「時間が無いと言ったのは君だ。蜂も同意見のようである」

　それはまったくその通りなので、叶葉は観かん念ねんして蜂号の荷台に腰こしを下ろした。ご丁てい寧ねいに折り畳たたまれたスポーツタオルが敷しかれているので、尻しりが痛いと思ったことはない。

「しっかり摑つかまっているがよい」

　言われなくともそうするつもりだった。

　腰にひしっとしがみ付いてくる叶葉にはそれなりの必死さがある。微び妙みようにかたかた震ふるえている気がする腕の感触を確かめながら、真一は大した気負いもなくペダルを漕ぎ出した。

　ただのママチャリと侮あなどるなかれ。主が漕ぎ出した瞬しゆん間かん、蜂は金の矢へとその姿を変ずる。

「ぎゃわーっ！」
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　蜂はち号ごうが急加速して一気にトップスピードに達し、いつまで経たっても慣れない叶かな葉はの悲鳴を引いて高速の「通学」を遂すい行こうする。

　季節は夏。朝はまだ涼すずしいが、こうも晴れていると昼からはよほど暑くなることだろう。

　通り過ぎた神社の木では無数の蟬せみが鳴いて、道みち端ばたには背の高いひまわりが並んでいた。




　私立やしま学園は、どこにでもある普通の私立高校である。

　生徒総数はざっと六百人ほど。校長は蓮はすの宮みや鵠こう子こ先生、校訓は「細かいことは気にするな」。町の真ん中にでんと鎮ちん座ざしているから、校舎の時計台などは市民のランドマークとしてそれなりに重ちよう宝ほうされている。

　基本的には近きん隣りん住民の覚えも良いが、一部の教員や生徒がいささか特徴的、という点があったりはする。

「きょーおも元気にドカンを決めたらヨーラン背負ってリーゼントぉってかァ。おいテメェらモタモタしてっと校門閉めンぞクラァ!!」

　生徒指導の兵ひよう頭どう仁じん先生が校門前で竹刀しないを振り回している。

　真しん一いちはその姿を見て内心胸を撫なで下ろした。まずは一安心だった。彼がまだ校門前で怒ど鳴なっているということは「セーフ」だ。

　急いで校内に駆かけ込む生徒の姿もまだ多い。真一と叶葉は蜂号から降り、手押しで校門を通り抜けた。門番じみたトサカ頭に目を向けて、

「おはようございます！」

「おゥ」

「大たい儀ぎである」

「あァ!?」

　兵頭先生は真一を睨にらみ、「ビキッ」とこめかみに青あお筋すじを立てた。

「お・は・よ・う・ご・ざ・い・ま・す、だろがテメェ！　挨あい拶さつくれェキチッとしねェと社会に出てやってけねーぞコルァ！　あっ姐あね御ごォ!!　おはようごぜェやすッ!!」

　紫むらさき色のセグウェイ「蜘く蛛も号」に乗ってとことこ通勤してきた某ぼう女教員に、兵頭先生はほぼ直角のお辞じ儀ぎを見せた。胸と言わず脚と言わずやたらと大だい胆たんにはだけた格かつ好こうは、存在自体が生徒の教育に悪いレベルだった。そんな白衣でありつつほぼ半裸の女は「おはよー♪」と爽さわやかに挨拶してそのままセグウェイで通り過ぎていく。

　兵頭先生は、見た目こそヤンキー上がり丸出しだが評判はそれなりに良い。ガラは悪くても全力で生徒と向き合う態度と、基本的に目上の人間には礼を尽つくすところと、指導するにもまず自分なりの手本を見せる姿がウケているのかもしれない。

「オラこうやンだよ！　……あっ、いねェ!?」

　それはそうと、二人はとっくに駐輪場へ蜂号を停とめに急いでいた。もうすぐ始業だ。

　あっちこっちから上がる「おはようございまーす」「おはよーっす」「仁じんっちおはよー」の声に囲まれながら、兵ひよう頭どう先生は決まりが悪そうに一つ舌打ちをした。




「ここで待機せよ」

『了解／待機状態ニ移行／放課後・本体ノ起キ動ドウ指示マデノ休眠開始──グゥ』

　寝た。

　こうしていれば蜂はち号ごうは動かないので盗まれる心配もないというわけだ。原理は不明である。

「なんだかんだで結構余裕ありましたねぇ」

「うむ」

　あたふたしていた叶かな葉はだったが、時間を見て落ち着いたようだ。蜂号を飛ばしたおかげで、今からのんびり歩いても教室に間に合う時間に着いた。

　駐輪場から昇降口に回り込む途中で、真しん一いちはふと大きな人（？）影に気付いた。

「うぅ～……ねむい～……まだか菊きく丸まる～……」

　文句ひとつ言わず一年のロッカーに女生徒の靴を放り込み、のそのそ校内に踏み込む巨漢は、見覚えのあるものだった。

　頭から爪つま先さきまで鋼こう鉄てつ製。彼こそ、学園が誇るメカ校務員・菊丸さんである。

　本来なら始業の二時間前には出勤してあれこれ雑務をこなしている彼だが、今こうして昇降口にいるのには理由がある。

　その理由とは、一年甲こう組・蓮はすの宮みや鴇とき子こにある。菊丸さんは朝に弱い彼女を起こし、ここまでおぶって連れて来る為ためにわざわざ一度家にとんぼ返りするのだ。

　この特別処置は、鴇子の保護者である鵠こう子こ先生の個人的な頼みだった。曰いわく「あの子は放っておくと昼まで寝る」とのことで、同じく保護者である菊丸さんの出番となったのだ。作業日誌にあれこれ書き込みながら少女を背負って歩くメカ校務員の姿は、あたかもスケールのでかい二にの宮みや金きん次じ郎ろうだった。

「菊丸さん、鴇子さま！　おはようございます！」

　叶葉の声に振り返り、菊丸さんが一礼した。その動きに合わせて鴇子が目を覚まし、辺あたりをきょろきょろ見渡してヨダレを拭ふいた。

「……んっ。叶葉に真一か。出迎えご苦労」

「君より後に来たのだが」

　今いま更さら偉えらぶられても威い厳げんゼロである。

　鴇子は菊丸さんから飛び降りて鉄の肌はだをぴたぴた叩たたき「おまえもご苦労！」とふんぞり返った。菊丸さんは改めて鴇子に一礼し、真一らにひょいと手を挙あげて次の仕事に向かった。

「あ、あんたたち。今来たの？」

　廊下を歩いていると、技術室から見知った女生徒が出てきた。

　どうやら朝早くからいたようで、軍手をはめたままの彼女は何やら作業をしていたらしい。二年乙おつ組、真しん一いちのクラスメイトの安あん東どう菘すずなだった。

「菘さんもおはようございます。……あれ？　それ、長は谷せ川がわさんじゃないですか」

　見れば確かに、菘は両手で簡素なボディのロボットを抱かかえている。

「ん、ああ、長谷川さんの調子が悪かったからさー。直すのにメカ弄いじり同好会の私が駆かり出されたってわけ。まったく生徒をなんだと思ってんのかしら」

　円盤状の本体にキャスター状の足を付けたそいつは、突然アイセンサーをちかっと光らせて外部スピーカーで歌い出した。

『【再サイ起キ動ドウ】／朝ノ時間、デス、ヨー。生徒諸君ハ、始業前ニ、教室ニ入リマシヨウ』

　作業用ロボット、通称長谷川さんは、菊きく丸まるさんと同じく校務員的な立ち位置にある。大がかりな作業を進める菊丸さんの助手として、清掃や校内の見回り、時には授業の代行などもこなす優すぐれものだ。

　言われてみれば、ここ数日の長谷川さんはなんだか動きが鈍っていたような気がする。叶かな葉はは長谷川さんの表面をついと撫なでてみた。なめらかな手触り。

「菘さん、長谷川さんを一人で直したんですか？」

「あったりまえじゃん！　会長を甘く見んなっての！　……まだ一人だけど」

　胸を張ったりうなだれてみたり、菘は朝から忙しい。元気な動きに合わせて、頭の後ろでまとめた髪と二つの豊かな胸がふよんふよん揺ゆれた。廊下を歩く男子生徒たちが「いかにも自分は通りすがりですよ」と言わんばかりに横切ってはしっかり見ている。

　叶葉と菘を見比べながら、一学年しか違わないのにこの発育の差はどういうことだ、と真一は思う。この手の学術的疑問に対する答えを得るには、生物と保健体育のどちらを修おさめればいいのだろうか。

「……何かとても失礼なこと考えてません？」

「気のせいである。それはそうと」

　真一はかねてから気になっていたことを聞いてみた。

「メカ弄り同好会とは……機械を弄る同好会なのか？」

「？　そうだけど。でもいつまで経たっても部に昇格できなくてさー……そうだ！　あんたら一いつ緒しよにどう？　初心者でも歓迎よ!?」

「ちなみにそれは顧問とかはいるのか」

「うん、片かた霧ぎり先生」

「やめておく」

　即決だった。

「ええっ!?　なんでえ!?　いいじゃん別に！　セクハラと魔ま改かい造ぞうと露ろ出しゆつ癖へきに目を瞑つぶればあの人だっていい先生じゃん！　できるだけ関わり合いにならなければ！」

　セクハラの被害者になったことのある鴇とき子こはげっそりしながら、

「そういうのはいい先生とは言わんと思うぞ……」

「あ、ほらでも、片かた霧ぎり先生だって生徒の皆さんには親身になってくれるわけですし……」

　あたふたしながらフォローする叶かな葉は。菘すずなは「ちぇー」と唇くちびるを尖とがらせた。

　菘も菘なりにがんばって勧かん誘ゆう活動をしてはいるが、今日に至るまでその努力が実を結んだことはない。

　今年の春なども新入生に熱心なラブコールを送ってはいたし、多少なりとメカ弄いじりに興味のある生徒だとか、もしくは菘本人に興味のある（よこしまな）男子が何人かは捕つかまったようだが、問題はその後の説明だ。

　間借りしている技術室の隅すみっこで、実演を交えながら彼女は熱弁を振るったものだ。「でねっ！　ここをガーッてやったら、ビビッて感じになるじゃん？　そこでこのラジカセの声を聞くの！　はい聞こえた！　ラジカセの声聞こえたよ！　そしたらちゃんとこの子の言うこと聞いて、ああしてこうしてチョイッと進めれば、はい！」てなもんである。

　わかりやすい云うん々ぬんを通り越して、引かれた。

　この一件は菘の中で未いまだにトラウマになっているようで、ほじくり返したが最後「噓うそなんてついてないし……ほんとにそんな感じなんだもん……デンパとかじゃないし……」などとぶつぶつ言いながら一人で勝手に沈んでいく。

「いちおーね、学外に繫つながりとかもあんのよ。私めっちゃがんばってんだから」

「ほう。独自のパイプを築いているというのか」

「うん。とさかの百も舌ずさんとか」

　とさかとは、隣となり町まちにあるとさか工科大学のことだろう。そこの院生である百舌喜き久く乃の女史をはじめ、菘は菘なりに色々やっているらしい。目下の悩みは、うら若き高校生をメカ弄りの道に引っ張り込むにはどうすればいいのかというところだ。

　立ち話をしているとふと、廊下の人通りが少なくなっていることに気付いた。

「──あれえ？　どしたのみんなそんなとこで」

　不意に後ろから声がして振り返ると、そこにはやはり見覚えのある女生徒がいた。

　つっかけたままの上うわ履ばきを慌あわてたように履き直す彼女は、真一より一つ上の最上級生だ。叶葉が目を丸くして、

「陽ひ緒お先せん輩ぱい！」

　三年丙へい組の幸ゆき村むら陽緒は、今ようやくここまで来たらしい。

　来年受験を控ひかえた彼女は、受験生のくせにのほほんとしすぎていることである意味有名な生徒だった。成績は悪くないどころか良い方だし、男女問わず同級生にも人気のある陽緒だが、いくらなんでも緊張感がなさすぎると問題視する教員もいる。今日にしたって、今頃の登校というのは流石さすがにのんびりしすぎだ。

「遅かったな。時間は大丈夫だったのか？」

　陽ひ緒おはよく見れば少し息が上がっていて、息を整えながらふにゃりと笑ってぴーすした。

「えへへ、ギリギリだった。仁じんになんとか頼み込んでさ、校門閉めるのだけは待ってくれたんだぁ」

「……あっ」

　遅まきながら時間に気付いて、叶かな葉はが小さく声を上げる。

　つまり、この陽緒こそが、校門を通過した最後の生徒ということになる。

　要するに、ギリギリで遅刻である。

『♪キンコンカンコーン』

　菘すずなに抱かれた長は谷せ川がわさんが、彼らが教室に入るのも待たぬままに、無む慈じ悲ひなチャイムを歌い上げた。








　　　一限目／二年乙おつ組 ─ 数学






　数学の阿あ達だち静しず馬ま先生は、絵に描いたような理想的な教師である。

　品行方正で清せい廉れん潔けつ白ぱくついでに容姿端たん麗れい、やることなすことに一いち分ぶ一いち厘りんの隙すきも無い。

　生徒のことを第一に考え、多少の厳しさも教え子を想えばこそで、どんな問題児も決して見捨てることはない。

　更さらに学外のボランティアにも積極的に参加し、若じやく輩はいながら父兄の評判も抜群に良い。教師陣じんからの信頼も厚く、中には彼を「兄貴」と呼ぶ教員もいるくらいだ。

　もちろん生徒の評判も上々で、特に女子からの人気は恐ろしいものがある。一方で男子生徒からは存在自体が賛否両論であり「お堅かたい」「このチート野郎」「もうあいつ一人でいいんじゃないかな」「抱かれてもいい」「イケメンはイケメンの国に帰れ」など色々言われている。

　あまりのイケメン力に一時は白馬にでも乗って通勤しているんじゃないかという噂うわさも囁ささやかれたが、実際は黒い原チャリ「蜻蛉とんぼ号ごう」で安全運転のもと登校している。ちなみに今朝は徒歩だった。蜻蛉の眼鏡めがねとアダ名される銀ぎん縁ぶち眼鏡は、状況に応じて着けたり外したりで、授業中は基本着けていることが多い。

　そんな彼だが、一つだけ欠点がある。

　授業の進行がバカみたいに早いのだ。

「起立。礼。着席。前回は確か教科書二十ページから四十五ページまで進行したな？　では今日は七十ページまでを目安に進めよう。まずこの項についてだが、」

　かかかかかかかかっ。

　白いチョークが残像を引いて黒板の上を駆かけ抜けた。

　生徒達は私語を挟はさむ余裕もない。高速で進行する板書と講義についていくので精せい一いつ杯ぱいで、予断を許されない集中の渦うずに吞のみ込まれるとあとは一時間弱があっという間だ。

　とはいえ改めて復習してみると一つ一つの要素が恐ろしいほどわかりやすく、不ぶ気き味みなくらいにすらすら頭に入ってくるのだ。阿達先生の講義は、進行するにつれて己おのれの神経が加速されていくかのような錯さつ覚かくを味わう新感覚のスポーツ授業として、学園の一つの名物となっている。

　ちなみにわからないことがあった場合は後から聞くと、常識的なペースで懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明してくれる。いや最初からそうしろよと生徒達は思わなくもない。

　一方、真しん一いちはぼーっとしていた。

　この授業は一度波に乗り遅れると、ついていくのが厳しいという難点がある。

　真一がそうなった、というよりは、今日の彼は最初から授業に乗る気さえ無い感じだった。

　最後尾窓まど際ぎわの席について、真一はじっと校庭を見下ろしている。

　早朝に菊きく丸まるさんが馬鹿でかいグラウンドローラーを一人で引き続けていたこともあって、グラウンドはきっちり整備されている。その一角、四つほど並んだコートで一年の女子がバレーをしていた。

　一年甲こう組、叶かな葉はのクラスは一限から体育のようだ。

　男子はサッカーでもやっているようだがそっちはいい。真一は頰ほお杖づえを突きながら体操服の叶葉をなんとはなしに見守っていた。真一の視力をもってすれば、三階の教室からでも叶葉の服の皺しわまでも克こく明めいに見ることができるのだ。

　叶葉はそれほど体育が得意なわけではない。

　言うほど運動音おん痴ちというわけではないが、不器用で球技はとんとダメらしい。特に扱あつかう球が大きければ大きいほどダメで、バスケットボールなんて触ろうものなら球の動きに翻ほん弄ろうされてもろとも転げ回りかねない始末だ。

　今も、叶葉はぽんぽん跳はね回るバレーボールに振り回されているようだった。

　傍そばでは張り切りまくった鴇とき子こがコート内を所狭せましと駆かけ回っている。親友のそういう動きに引っ張られるものだから、慌あわてた叶葉の足がもつれた。

　こけた。

「！」

　がたっと立ち上がる真一。

　教室内の視線が集まる。横目にちらと見れば、教きよう卓たくの阿あ達だち先生が一時停止のように板書を止めてこちらを振り返っている。蜻蛉とんぼの眼鏡めがねがぎらりと光った。

「どうした」

「……いや、何でもない」

　と言いつつ、真一の眼めは窓の外から離れない。

　阿達先生の青い目が真一の視線を追い、窓の外に注がれる。彼は僅わずかに目を伏ふせて小さくため息をつき、ものの一秒で黒板に新たな数式を書き入れてみせた。

「丁ちよう度どいい。この問題を解いてみろ」

「むむ」

「今日の授業を最初から聞いていたらわかる筈はずだ」

「わからぬ」

　真しん一いちは即答した。

「ほう」

「それと、気分が優すぐれぬ。今すぐ保健室へ行きたい」

　ついでに要求した。もちろん噓うそである。叶かな葉はを助けに行くのだ。

「健康そうに見えるが」

「……では尿によう意いを催もよおした。決けつ壊かいしそうなので手洗いに行きたい」

　阿あ達だち先生の手元が「ひゅっ」とブレた。

　その手先を視認できた者は誰もいない。

　刹せつ那な、ジャイロ回転する超高速のチョークが真一の額ひたいに命中していた。

　弾だん丸がんめいて抉えぐり込むような一いち撃げきをまともに喰くらって真一が大きくのけぞった。白い粉が散るも、チョークは原型を留とどめたまま弧こを描いて落ちる。生徒達から感嘆の声が上がる。

「むうっ……ッ！　くおお……」

　音速の壁に触れたらチョークが粉々に砕くだけ散るので、これでも半分以下の力で投げている。額を押さえて悶もん絶ぜつする真一に冷れい徹てつな一いち瞥べつをくれ、阿達先生はさっさと切り上げる。

「ではで尿意を催すほど貴様の膀ぼう胱こうは都つ合ごうがいいのか。座れ。勝手な行動は許さん。……そのチョークは勿もつ体たいないので拾っておくように」

　真一は額をさすりながら仕方なく着席し、授業に戻った。隣となりの菘すずながあきれ返った様子で顔を寄せ、小声でたしなめる。

「……なーにやってんのよ授業中に」

「いや……叶葉が転んだので」

「先生もとっこもいるんだからだいじょぶでしょ、あんた心配しすぎよ」

「彼女が保健室に行くような事態は可能な限り避けたいのだ……」

　まるで保健室が魔ま境きようであるような言いぐさだが、菘はそれに「ああ……」と納得した。

「私語を慎つつしめ」

「っと、は、はいっ！」

　小声の会話を的確に聞き咎とがめられて、菘は慌あわてて姿勢を正した。

　授業が再開したはいいものの、いざ黒板と向き合ってみると真一には何がなんだかさっぱりだった。遅まきながら事の深刻さに気付いてきた真一である。ただでさえ朝っぱらから遅刻してきた手前、授業にまで非協力とあっては阿達先生（彼は真一のクラスの担任でもある）の心象もいよいよ悪くなろうというものだ。

　決断。切り札を使用する。

　鉛筆を握にぎり直す。一度大きく深呼吸をする。今なお超高速で板書を展開し続ける男の背を睨にらみ、真しん一いちは挑いどみかかるようにノートに視線を移し──起き動どうした。




　──疑似神経加速タキオン・エミユレート──!!




　ここで説明せねばなるまい!!

　疑似神経加速とは、己おのれの集中力を極限まで高めることによって、脳の思考速度を劇的に加速させた気分になる絶ぜつ技ぎである！　真一はこれによって阿あ達だち先生に匹ひつ敵てきするスピードを獲かく得とくし、遅れを取り戻すに十分なノート書き取りはまさしく電でん瞬しゆんと呼ぶに相応ふさわしく、脳のシナプス結合部位のあれがこうなって授業の先の先まで見み据すえることにより今日のお弁当は唐揚げ入りなのだ!!　ちなみに名前は自分で考えた!!

「あ、あんた……!?」

　隣となりの菘すずながびっくりするのにも目もくれない。真一は超高速で推すい移いする思考の中にあって、黒板に記された数式と阿達先生の講義を的確に認識し、クラスの誰よりもぶっちぎりで早く授業に追つい随ずいした。相手のチョークと同じほどの速さで疾しつ走そうする鉛筆は、ノートの紙面に残像を描いて確かな筆ひつ跡せきを刻きざんでいく。白いノートにグラファイトの黒が鋭く踊り、それを彩いろどるかのように、鮮やかな赤の雫しずくが一つ二つと垂れ落ちて──

　赤？

「ちょっと真一！　鼻！　鼻!!」

　頭がぼんやりしてきた。

　菘が必死に何か訴うつたえかけている気がする。

　ぱたたっとまた赤いインクのようなものが零こぼれた。反動で思考停止状態にある真一は、それがどうやら自分の血らしいとようやく気付く。

　真一の疑似神経加速は、その絶大な効果とは切っても切れぬ欠点がある。

　やってしまうと、脳を酷こく使ししすぎて鼻血が出るのだ。

　というよりそもそも、疑似神経加速を使ったところで阿達先生より早くなるわけではないので、最初に開いた遅れを取り戻すには至らないわけだが。

「……ぐむぅ」

　どさっ。

　限界である。だくだく流れる鼻血をそのままに、真一は机に突つっ伏ぷしてしまった。

「だぁーっ!?　先生ー！　真一が死んだー!!」

　取り乱す菘の声が遠くに聞こえる。

　教室のざわめきを背後に感じながら、阿あ達だち先生は眼鏡めがねをかけ直して深く嘆息した。

「……阿あ呆ほうめ……」








　　　二限目／一年甲こう組 ─ 体育（一限より引き続き）






「おーしじゃあ準備体操してー、柔軟やってー、あと自習な」

「またかよ!!」

　男子の総ツッコミに、朽くち木き才さい蔵ぞう先生はめんどくさそうに頭を搔かいた。緑のジャージに便所サンダルという、教師というより休日のおっさんと言った方がよさそうな出で立ちだ。

「いや俺はほら、生徒の？　自主性？　を、こう、尊重するタチだからよ。あれしろこれしろって、あんまし指図とかしたくねえの。だから任まかせるわ」

　彼の自習にさせたがりは何も今に始まったことではない。放っておくと校庭の隅すみでそのままごろ寝しかねない勢いなのは誰もが知るところで、必然的に生徒間で対策も練られている。

「だったら審しん判ぱんしろっ！」

　こっちから何をさせるか決めるのだ。

　体操服をばっちり着こなした（シャツはタックインしない派の）鴇とき子こが胸を張って要求というか命令する。それに続いて叶かな葉は（シャツはちゃんとタックインする派）が、バレーボールを抱えたままおずおずと、

「あのう、女子はバレーとかしようと思いますので……。点数とか、そういうのお願いしたいなって」

　実は既すでに準備は進んでいる。体育倉庫から出したポールとネットを校庭隅のコートに持ち寄って、女子はもうバレーの方向で決まっていた。

　男子はというと、よく見れば既にサッカーボールを持っている奴がいて、こっちはこっちでもう話は固まっているのだった。

「ええー……」

「ええーじゃないだろ先生のくせに！　給料貰もらってるんだからしゃんとしろこのタレ目め！」

　こういう時物もの怖おじしない鴇子は重ちよう宝ほうされる。

　かくの次第で、一年甲組は朝っぱらから体育だった。

　体育の朽木先生は、学園一適当な教師として知られている。

　適当には二種類ある。いい加か減げんでアバウトという意味の「適当」と、必要に応じて適した行動を取るという意味での「適当」だ。

　朽木先生の適当は、両方の意味での適当だった。こう見えて最低限授業の進行はしているし、校内行事の際の作業もそつなくこなしている。生徒の見えるところでこれでは結局ダメなんじゃないかという声もあるが、それはそれで理想的な反面教師なのかもしれない。

　生徒の評判はどうなのかというと、いつでも自然体で親しみやすく、どちらかといえば男子にウケがいい。よく生徒とマンガやゲームソフトを貸し借りしている姿が見られる。が、さっさと消化してネタバレかますというえげつないことをやってのけるので要注意だ。

　今日の朽くち木き先生は、生徒の要求により審しん判ぱんとしての役目を果たすこととなった。

　結果的に、朽木先生が言うところの「生徒の自主性は確立」されているのかもしれない。とはいえ、本当に彼が狙ねらってそうやっているのかは怪あやしいところだ。




　途中叶かな葉はが足をもつれさせて転んだというアクシデントが起こったものの、授業（というよりほぼ自由時間）は滞とどこおりなく進んだ。

「ほんとに保健室行かなくて大丈夫か？」

「大丈夫ですよー。先生にばんそこ貼はってもらいましたし」

　膝ひざ小こ僧ぞうをほんの少し擦すり剝むいたものの、つばを付けておけば治る程度のものだった。念ねんの為ためと寄って来た朽木先生がジャージのポケットから絆ばん創そう膏こうと消毒薬を取り出して手早く処置してくれたし、何の問題もない。こういう時の対処はしっかりしているのだ。「まあホイホイ保健室に放るわけにもいかねえしな……」とは朽木先生の談である。

　得点表の横にあぐらをかいた朽木先生は、隙すきあらば船を漕こいでいる。

　たまに思い出したように得点を付けたり、サッカーをやっている男子の様子を見に行ったり適当にやっている様子は逆に器用にも見える。

「あいつなんで教師なんかになれたんだろうな……」

「鴇とき子こさま、そんなこと言っちゃ駄目ですよ。朽木先生だって……あっ、また寝てる」

　しかも立ったままだ。

「くぉらぁっ！　起きろぉっ！　スネ毛全部抜かれたいかーっ！」

「……んがっ」

　がなり立てる鴇子に、朽木先生は半分夢見ごこちのままで審判を続けた。

　必要な仕事はするし、やればやったで十分有能なのだが、誰かがケツを叩たたかないとどこまでも昼ひる行あん燈どんのまま。それがこの男である。

　彼のやる気スイッチは一体どこにあるのだろう、とよく囁ささやかれている。運が良ければ……もしくは悪ければ、そのスイッチが入る瞬しゆん間かんに立ち会うこともあるかもしれない。

　着替えの為、授業はチャイムが鳴るより五分早く終わった。

「んじゃあ着替えて、ちゃんと手ぇ洗って、次の授業までにゃ教室入っとけよー……ふあぁ」

　まだ寝足りないらしい。朽木先生はあくびを嚙かみ殺しながらのすのす校舎へ戻っていった。

　叶葉は絆創膏の礼を言いたくて、ちゃっちゃと着替えて体操服をまとめながら彼に追いつく。

「先生っ。さっきはありがとうございます！」

「んー？　おぉ」

　振り返りざま、朽くち木き先生は眠そうなままの目でちんまい叶かな葉はを見下ろす。廊下には授業を終えた生徒がぼちぼち出てきてにぎわい始めた。

「まあ、あんくれえなら大したこっちゃねえ。とにかく軽く済んで何よりだ。お前さんに何かあったらうるせえのが一人いるしな……」

「？」

　誰のことだろう──と思ったところで、不意に廊下の向こうがざわめき出した。

「ん」

　朽木先生がそちらに目を向け、鼻をひくつかせる。

　見れば、昇降口の辺あたりに人だかりができ始めている。そのほとんどは男子で、なにやら剣けん吞のんな空気が伝わってくる。

　人だかりの誰かがこう言った。

「喧けん嘩かだー！」

「柔道部の緒お方がたと空手部の立たて山やまがやべえ！」

　かちっ。

　朽木先生の眼めの色が、何かボタン一つ押したような塩梅あんばいでぐるんと変わった。

「やれやれ……体育会系は血気盛んだからいけねえ」

「何があったんでしょうか。朽木先せ……消えた!?」

　一いつ瞬しゆん目を離した時にはもういなかった。

　緑のジャージの残像が、昇降口とは反対側の渡り廊下に消えるのを見た気がする。あっちは確か剣道場だったような。一体どうしたというのだろう。

　朽木先生のことはともかく、何があったのか人並みに気になるので、叶葉も人だかりに近付いてみる。すると渦か中ちゆうの二人と思われる男子の激論が耳に入った。

「だからよお！　白しら幡はた先生の方が美人だっつってんだろうが！」

「は？　お前ありえなくね？　それなら片かた霧ぎり先生の方が良いに決まってんだろ!?」

「お前趣味わりーんじゃねえの!?　確かに顔はいいけどあの先生うさんくせーんだよ!!」

「その妖あやしさがたまんねーんだろうが！　おっぱいしか見てねえ奴はこれだから困んだよ、このエロ！　おっぱい星人は宇宙船おっぱい号に乗っておっぱい星に帰れや!!」

「それ言ったら片霧先生だって結構なもんじゃねえかっつーかあっちの方が露ろ骨こつにエロだろうが！　清せい楚そな白幡先生の足元にも及ばねーんだよ！」

　死ぬほどくだらない理由だった。

　野や次じ馬うまの囁ささやきに聞き耳を立ててみると、緒方と立山の両名はそれぞれの部の主しゆ将しようであり、これ以前にも何かと張り合うことがあったらしい。つまり今回だけでここまでの喧嘩に発展したのではなく、それなりの積み重ねがあったようだ。

「何ィ!?　テメーやんのか!?」

「あぁん!?　やるってのか!?」

　そうこうしている内に激論はどんどんヒートアップし、ついには拳こぶしが飛びかねないところにまで過熱していく。

「あわわ……」

　蚊か帳やの外の叶かな葉はにはどうすることもできない。

　あわや、というところで渡り廊下の方から生徒の悲鳴が聞こえた。

「──くっ朽くち木き先生だ！　朽木先生にいらんスイッチが入ってる！　うわあああああっ！」

「誰か止めろー！」

「無理だー!!」

「せめて逃げろー!!」

　見れば、剣道場から竹刀しないを二本回収してきた朽木先生が、目を爛らん々らんと光らせながらこっちに全力疾しつ走そうしてくるではないか。

　朽木先生のスイッチはこういう時に入る。

　別に揉もめ事の理由などどうでもいいのである。校内に乱らん闘とうの気配あらば必ず急行し、喧けん嘩かに乱入して一いつ緒しよに戦いもとい鎮ちん圧あつし、問題を悪化もとい解決させるのだ。主に実力行使で。竹刀を握にぎらせれば鬼おにのように強いので誰も敵かなわないのが最高に悪質いやさ頼もしい。

「……んん？」

　だが、今回は彼が一足遅かったようだ。

　居並ぶ野や次じ馬うまの頭を一発で跳とび越え輪の中心に飛び込んだ朽木先生が、ふと動きを止めた。

　二本の竹刀を持って帰ってきた朽木先生は、二人の男子がもう喧嘩をやめさせられていることに気付く。彼らはもう喧嘩どころではなく、ただ粛しゆく々しゆくとその場に正座させられていた。

　阿あ達だち先生である。

　超速で現場に直行した彼が、やはり超速で二人の主将を鎮圧してしまっていた。

　その手て際ぎわといえば、速すぎて叶葉には何が起こったのかわからないくらいだった。

　そればかりか、一部始終を見ていた筈はずの最前線の野や次じ馬うま達さえ「いつの間にか来ていた阿達先生がいつの間にか二人にゲンコツをくれていた」という証言以外にしようがない。職員室の方から吹いてきた風が、思い出したように皆の前髪を揺ゆらした。

「おおっと……随ずい分ぶん手際のいいこって」

「騒ぎを大きくする奴がいるからな。作業中だったが、早急に対処しておく必要があった」

　ちなみに小テストの採点中だったらしい。胸ポケットに赤ペンが突っ込まれたままだ。

　朽木先生はしょげ返った緒お方がたと立たて山やまをちらりと見下ろし、感心したように鼻を鳴らした。

「ふむん。そりゃまた」

「お前の出る幕はもう無い。残念だったな」

　朽くち木き先生は両手で竹刀しないをくるくる弄もてあそびながら、にんまりと笑う。

「いんや、かえって好こう都つ合ごうだ」

「…………」

　彼のスイッチは入りっぱなしである。このまま捨て置くと面めん倒どうなことになる。

　そう判断した阿あ達だち先生は、腕時計に目を落としてため息いきをついた。

「少し預ける」

「えっ、あっはい」

　これまで校内でどんな揉もめ事があっても外はずす必要のなかった蜻蛉とんぼの眼鏡めがねが外され、緒お方がたの手にぽんと投げ渡される。

「どうせ伊だ達てなら要いらねえだろそれ」

「切り替えの問題だ。……あと五分二十秒で授業が始まる。三分以内に終わらせるぞ」

　両者、そこから先は一いつ切さい無言のままに構えを取る。

　何かすごいバトルが始まった。

　両の逆さか手てに竹刀を構えた朽木先生と、それに徒と手しゆ空くう拳けんで張り合う阿達先生がバトルもののような組くみ手てを開始したのだ。

　野や次じ馬うまからすれば、生徒同士の喧けん嘩かがあれよあれよと学園頂上決戦に発展したので、それはそれでアリなようだった。三分弱の大立ち回りを見物しながら、男子生徒達が口々に議論を交かわしている。

「馬鹿な奴……片かた霧ぎり先生の魅力がわからないなんて……」

「でもやっぱり俺は白しら幡はた先生派だな……おっぱいいいよね」

「いい……」

「おっぱいと言えば、二年の安あん東どうもとてもいい……」

「三年の幸ゆき村むら先せん輩ぱいもいいぞ！　お茶ちや目めだけど儚はかなげな感じがたまらねえ！」

「鴇とき子こちゃんに踏まれたい」

「叶かな葉はちゃんの味み噌そ汁しる毎朝飲みたいって言ったら宿やどりに超怖こわい目で睨にらまれた」

「お、俺は放課後たまに見かける小学生の子がいいな……」

「お前……マジかよ……」

　輪の中心でどんな限界バトルが行われているのか、男子の壁に阻はばまれてよく見えない。叶葉は男の闘とう志しと思春期の煩ぼん悩のう渦うず巻まく輪の外で、成なす術すべもなくぽかんとしていた。

「ふん、男子め。だから若い男は好かんのだ」

　いつの間にか着替えを終えていた鴇子が、体操服袋を肩から提さげてふんっと鼻息を噴ふいた。

「あ、鴇子さま」

「とっとと戻るぞ。授業が始まっちゃうじゃないか」

　言われてみればまったくもってその通りだった。

　叶かな葉はは鴇とき子こに手を摑つかまれて、半なかば引っ張られる形でとことこ歩き出した。

「み、見えねえ……一体何が起こってるんだ!?」

「なんだあれ衝しよう撃げき波はか!?」

「すげえ！　飛んだぞ!!」

　わっと沸わき立つ男達に背を向け、鴇子は嘆かわしげに首を振った。

「あんなんじゃダメだな。男は沈ちん黙もくが金なのだ！　背中と拳こぶしで全てを語り、どっしり落ち着いてて、どんな苦境にも決して屈くつさず、目が光って腕を飛ばせてついでに毎朝わたしを起こしてくれるのがいい」

　そういう条件に合がつ致ちする相手は一人しかいない上に人間ではない。鴇子の菊きくコン（菊きく丸まるコンプレックス）にも困ったものだ。

　裏うら庭にわで長は谷せ川がわさんと一いつ緒しよに草むしりをしていた菊丸さんが、噂うわさをされた人間よろしくくしゃみっぽい動作をした。








　　　三限目／二年乙おつ組 ─ 現代文






　一方で真しん一いちは、一限の反省もあって粛しゆく々しゆくと過ごしていた。

「ぐえっ」

　現代文の五ご所しよ川原がわら龍りゆう之の介すけ先生は、教室のドア枠わくに頭をぶつけてよろめいた。

　彼のあだ名は「妖よう怪かい先生」である。または「地じ獄ごく先生」とも「魔ま界かい転てん生せい」とも「すごい名前の人」とも「スレンダーマン」とも言われているとかいないとか。

　身長二メートルを超える異様な長身と針金のような瘦そう軀く、厚ぼったいぼさぼさ髪の向こうで炯けい々けいと光る藍あい色の目はなるほど確かに人間離れしまくっている。とはいえ、それはあくまで外見上の話であり、先のあだ名も見てくれのインパクトからそう呼ばれているに過ぎない。

　本人の性格は至って温厚、でかい図体に反して自己主張も少ないし、生徒に対しても彼なりの距離感で親身に接する良い教師だ。

　ただ文学に対しては一いつ家か言げんあるらしく、ゆるがせにできない持論もあるらしい。暇ひまな時間は図書室に籠こもっている為ため、図書委員や常連からは「主ぬし」と言われている。

　ここだけの話、学園の蔵書の五分の一は五所川原先生のチョイスらしく、図書室にはやたらと小こ綺ぎ麗れいな文学全集がずらりと並ぶエリアがある。その隣となりのエリアにあるライトノベルや「夜よ露ろ死し苦く爆ばく走そう記き」を始めとする娯ご楽らく小説は別の先生のチョイスだという。

　余談だが、五所川原先生は身寄りのない少女を引き取って一いつ緒しよに暮らしているという話がある。その少女は近くの小学校に通っており、そういう事情からロリコン説が囁ささやかれているとかいないとか。

「ふーむ……毎度ながらこの学校は天てん井じようが低すぎる……」

　額ひたいをさすりながら教きよう卓たくにつく五ご所しよ川原がわら先生。いやお前がでかすぎるんだよ、と誰もが思う。

「まあ良い、それでは授業を開始しよう。諸君、教科書の百二十ページを開きたまえ」

　真しん一いちは余よ計けいな口を挟はさまず、ただ従った。口を利きけないとも言う。

　五所川原先生がそちらに気付いて、新種の珍ちん獣じゆうを見るような目をした。

「時に宿やどり氏は一体どうしたのだね？」

「シュコーシュコー」

「ふむさっぱりわからん」

「シュコーシュコー」

「鼻血出しちゃったから保健室行ったんですけど、なんか余計なものくっつけられたみたいなんです」

　真一に代わり、横から菘すずなが説明した。

　これが保健室の恐ろしいところだった。

　本当は保健室になど行きたくなかった。あそこは恐ろしい女の巣となっているからだ。

　養よう護ご教きよう諭ゆの片かた霧ぎり巴は月づき先生に関する言げん及きゆうはここでは避ける。ともかく頭は痛いわ鼻血は止まらないわでやむを得ず保健室に放り込まれた真一は、治療のついでにやっぱり余計なことをされた。

　──これアタシが新しく作ったマスク。防ぼう塵じん防ぼう毒どく、常にオイシイ空気が吸える上に鼻血だって止めちゃうの。鼻ぽっちでもいいけど、せっかくだからこっち着けてみて♥

　もちろん有う無むを言わせなかった。

　なるほど確かに外気に関わらず新鮮な空気が生成されているようだが、何か甘ったるい匂においがするので妙みような香を嗅かがされている気がしてならない。しかも喋しやべれない。試作品を生徒に無理やりくっつける神経も疑うが、そもそもどうしてこんなマスクを作っていたのか。

　なるほどそういうことか、と五所川原先生は数少ない説明で大おお方かた把は握あくしたようだった。

「ふーむ。巴月氏にも困ったものだ。まあ被害に遭あったのが貴き君くんであればまだ救いもあるというもの、後からよく言って聞かせておくのでしばらく堪こらえたまえ」

「シュコーシュコー（はなはだ心外である）」

　五所川原先生は真一の哀あわれな姿をいともあっさり流して、当たり前のように授業を始めた。

　今やっているところは、漱そう石せきの「こころ」。主人公が「先生」と呼ぶ男との出会い、その男の過去にまつわる手記を中心とした文学作品であり、長編の一部を教科書に収録している。先生の手記に記しるされた、Ｋという男との過去についてだ。

「……こ、黒板が見にくい……」

　毎度のことながら菘が呻うめいた。頭の標ひよう高こうが黒板の上辺を超えるほどの長身が、教科書片手に右へ左へうろつきながら講義を進めている。

「──で、あり、ここでのＫの行動は、手記における『私』……つまり先生の言葉にどう関わるかと……」

　ぴた。

　淀よどみなく進めていた五ご所しよ川原がわら先生が、一時停止のように止まった。

　十秒ほど過ぎて、いよいよ生徒達が訝いぶかしげに顔を上げるのと五所川原先生が再さい起き動どうするのは同時だった。

「失しつ敬けい、ちょっと待ちたまえ」

　彼は教科書を丁てい寧ねいに閉じて教きよう卓たくにそっと置き、胸ポケットから愛用のペンと手帳を取り出し、体を縮めて何やらがりがり書き物を始めた。

　その様子を見て、真しん一いちは呆あきれたように目を細めた。

「……シュコッ（また始まったようだな）」

「いつもの奴？」

　真一の表情を見て菘すずなも察さつした。真一が頷うなずく。

「シュココ（恐らくは）」

　五所川原先生は現代文の教師でありつつ、自みずからも小説の執しつ筆ぴつを嗜たしなむ。

　彼の文学に対する妙みような思い入れというか衝しよう動どうというかは並なみ々なみならぬものがあり、自ら書きつつも読みながら、活字の海に浸ひたるのが何よりの生き甲が斐いなのだ。図書室に入り浸っているのも読書と執筆の両方を進める為ためで、職員室の引き出しの中には書きかけの原稿用紙がこれでもかと詰つめ込まれていることを誰もが知っている。

　彼の創作意欲は授業中にもビンビンである。ふとした瞬しゆん間かん、過去の名めい著ちよに触れた時の閃ひらめきを忘れぬうちに手帳にしたためるのだ。当然、その間だけ授業は滞とどこおる。生徒にとってはいい迷めい惑わくである。

　しかし、彼が何かを完成させたという話はとんと聞かない。

「最近なんか書き上がったりとかしたの？」

　真一はやはり頷うなずき、

「シュ（うむ）」

「うっそ、マジで？　その小説ってどんなの!?」

　そろそろ鼻血も大丈夫だろう。真一はマスクをかぽっと外はずして、背を丸めメモを続ける五所川原先生を見やる。

「書き上げたことは書き上げたが、彼にとってはあまり思い出したくないことのようだ」

「なにそれ、どして？」

「去年の電でん撃げき小説大賞に出したが落ちたらしい」

　五所川原先生の体がびくっと跳はねた。

「!?　やっやっやめたまえその話を蒸むし返すのはっ!!　まだあの時の傷が癒いえてはいないというに!!」

　教室の隅すみの私語にまで即反応する辺り、五ご所しよ川原がわら先生にとってそのことは触れられたくない思い出のようだ。いつも幽ゆう霊れいのように青白い顔が赤くなっていた。

「いいから授業を進めるがよい」

「ぬっ、ぬうん……し、失しつ敬けい。先に進もう。諸君は今のことは忘れるように」

　エンターテインメントとしての小説は嫌きらいと言いつつ、実は気になって仕方がないようである。とにかく荒あら療りよう治じだが五所川原先生の意識を引き戻すことには成功した。真しん一いちはまだ微び妙みようにじんじんする鼻を一度啜すすって授業に戻った。




「五所川原先生っ」

　授業終了後、書類をまとめる五所川原先生に数名の女子生徒が駆かけ寄った。

　また始まった。

　彼の授業が終わった後の、ほぼお決まりの光景に、男子生徒はうんざりしている。

「先生、お昼休みはどこで食べるんですか!?」

「よかったら一いつ緒しよにどうですか!?」

「あのっ、私クッキー焼いてきたんです！　お昼ご飯の後にどうぞ！」

　弱ったのは五所川原先生である。

　教え子とはいえ年頃の娘、免めん疫えきのない五所川原先生は困り顔で、

「ちょ、ちょっと待ちたまえ。昼は吾わが輩はい、図書室に用があるのだが……」

　実に信じ難がたいことながら、この男、女子には結構モテる。

　異様な風ふう貌ぼうが逆にウケているのかと思われるが実はそれだけではなく、何だかんだと善良で面めん倒どう見みが良いところが女生徒を惹ひき付ける……のかもしれない。

　あとは、全体的に隙すきが多く、微妙にダメ人間くさい感じが母性本能をくすぐるのかもしれない。身寄りのない幼女を引き取る包容力かもしれない。とにかく全体的に親しみやすいのかもしれない。思い当たる理由は数あれど、基本的には謎なぞである。

「くそっ、またかよ……」

「なんであいつばっかり……」

「魔ま界かいに押し返してやろうか……」

　教きよう卓たく周りは女子で賑にぎわい、後ろでは男子の怨えん嗟さの声。

　明暗がはっきりと分かれた休み時間の教室で、興味があるものといったら男よりメカな菘すずなははなから他ひ人と事ごとである。次の授業の準備を整えつつも、ふと気になって横の真一を見る。

「そういえば、あんた昼どうすんの？」

「叶かな葉はから弁当を受け取っている。それを食す」

「ちぇっ、毎日毎日うらやましい奴……。どーせ私は購買のパンですよーだ」

「欲しければ君も彼女に頼めばよかろう」

「いーわよいーわよ、せっかくあんただけの愛妻弁当なんだもんね」

「ふむ」

　あと一時間を切り抜ければ昼休みだ。

　真しん一いちは窓の外をちらと見て、一年の教室を思った。








　　　四限目／一年甲こう組 ─ 地理






　地理の有あり坂さか清せい次じ先生は、影が薄い。

　どれくらい影が薄いのかというと、授業の時でもなければ生徒の前に全く姿を現さないくらいに薄い。

　比ひ喩ゆではない。受け持ちの地理で教きよう鞭べんを執とる時以外、校内で有坂先生の姿を見た生徒はほとんどいないのだ。

　数少ない例外は学校行事の時なのだが、それにしたって不ふ可か解かいなほどに存在感が希き薄はくで、うっかり視界から外はずれると次の瞬しゆん間かんには見失っていることがしばしばだ。一年の中には、年度が終わるまで彼の顔と名前が一致しなかったという生徒が恐ろしいことに結構いる。

　そんなわけで、授業が始まる前までどこで何をしていたのか一いつ切さいわからない有坂先生が、始まった途と端たん忽こつ然ぜんと教室に現れた。というより、いつの間にか居た。




「──というわけで、ここの地質は西側とはまた違うんだね」

　叶かな葉はは、真ま面じ目めにしっかり有坂先生の講義を聞いている。

　彼女は彼の顔も名前もきっちり記憶している方の生徒だ。

　これは叶葉が真面目だからというのもあるが、有坂先生が真一と個人的に知り合いだったからという理由が大きい。なので叶葉としては、有坂先生の中性的な美び貌ぼうにも、うっかりすれば物理的に見失いそうな影の薄さにも、それなりに親しみを持っていた。

「八や洲しまは小さな島国だから、とにかく周りの影響を受けやすいんだ。基本的には温帯だけど、大陸から吹く風の影響もあって地域の変化は大きい。特にこの辺あたりは……」

　今日の授業は主に、南部との違いを絡からめた、東北側の地形や気候について。

　影の薄さはさておいて、有坂先生の進める授業はトップクラスにマトモだ。

　異常に速すぎることもないし、隙すきあらばサボろうともしないし、何かのインスピレーションに突然授業を止めることもない。丁てい寧ねいに丁寧に、教科書に即した過不足ない講義を進めてくれる。きりのいいところまで進めば一いつ旦たん授業を止めて、生徒がしっかり板書する時間もくれる。

　その日も有坂先生は一旦チョークを置き、生徒の板書が済むのを待った。

「ここ、テストに出るから覚えておいてね。……」

　ただまあ、トップクラスにマトモとはいえ、何の問題もないかと言えばそうでもなく。

　有あり坂さか先生は地図帳をじっと見下ろしつつ生徒の板書を待ち、ふと顔を上げた。

「こういう山には熊くまがいるんだ」

「えっ」

　いきなり何を言い出すのか。そんな顔をする全員に彼は穏おだやかに微笑ほほえみかけ、一度は置いたチョークを再び取った。

「いい機会だから教えておくね。山で熊と遭そう遇ぐうしたら、何より冷静さを失わないことだ。間違っても走って逃げようだなんて思っちゃ駄目だよ？　熊の足の速さったら、時速六十キロの軽トラに追いついたって話があるくらいなんだから」

　どうやら彼の実家は猟りよう師しの家系らしく、その線の細さに反して、有坂先生は筋すじ金がね入りのハンターにしてスナイパーにしてサバイバリストである。

　なので、授業に「山」とか「猟」とか「狙そ撃げき」とかいう単語が出ると、たまに変なスイッチが入るのだ。今でも休暇になれば帰省して熊だの鹿しかだの猪いのししだのを狩っているとは同どう僚りようの兵ひよう頭どう先生の証言だ。

「もし狩ろうと思ったら……これは動物だいたい全般に言えることなんだけど……彼らは鼻が利きくから、体臭でこっちに気付くんだ。だから原則、標ひよう的てきの風かざ下しもに立つこと。それから頭ず蓋がい骨こつは分厚いから、最初に撃うつなら心臓がいい。まず動きを止めて、トドメとして目を撃ち抜くって寸法さ。第一射で気付かれたらおしまいだから気を付けるように。熊肉は固いけど刺身にしたらおいしいよ」

　妙みように生々しい。有坂先生はひとしきり熊の狩り方と捌さばき方と料理のバリエーションを語り聞かせた後、生徒達の顔を順に見渡して、にこっと微笑んだ。

「これもテストに出るから」

「ええっ」




　唐とう突とつに始まったマタギ養成講座を抜きにすれば、授業は滞とどこおりなく平和に終わった。

　叶かな葉ははノートをまとめながら、授業中にわからないことがあったことを思い出す。熊関係ではなく普通に地理のことだ。忘れないうちに聞いておこうと、教きよう卓たくを去った有坂先生の背を追って立ち上がる。

「あのー、有坂先せ……」

　叶葉は教室から廊下にひょこっと顔を出して、

「いない!?」

　目を剝むいた。今しがた教室を出たばかりの有坂先生が、もう影も形もない。

　行動は迅じん速そくにして的確、一いつ切さいの無駄がなく無音。ハンターにしてスナイパーにしてサバイバリスト、そしてスパイでもありアサシンでもある。生徒の意識の間かん隙げきに姿を隠かくすなど造ぞう作さも無い。それがあの男である。

　けれど、ついでに言えば地理の教師でもある筈はずだ。叶かな葉はは困った。

「有あり坂さか先生ーっ！　どこですかーっ!?」

　校内は昼休みのざわめきに包まれつつある。今のうちに見つけておかなければ。職員室に行った方が確実だろうか──と思い足を速めたところで、叶葉は誰かにぶつかってしまう。

　顔が「もふっ」と何かに埋うまった。

　教室から出てきた誰かは、いい匂においがした。

「うわぷ」

「あら、どうなさいました？」

　頭の上の方から透すき通るような涼すずしげな声がした。

　自分が突っ込んでしまったのが、その人の豊かな胸の辺あたりだと気付いて、叶葉は慌あわててぱっと離れる。

　そこには瞳ひとみを閉じた美しい女教師が立っている。他のクラスで授業を終えた、歴史担当の白しら幡はた霞かすみ先生だ。盲目の彼女は、体格と声と気配で相手が叶葉だということを正確に認識し、形のいい眉まゆをきりっと立てて腰こしに手を当てた。

「叶葉様でしたか……もう、廊下を走ってはいけませんわ。ぶつかったのが私だから良かったようなものの……」

「ご、ごめんなさい白幡先生っ。あの、有坂先生を見ませんでしたか!?」

「清せい次じ様？」

　白幡先生はきょとんとして、ふと空気の流れを追うように虚こ空くうを仰あおぐ。閉じたままの目が何かをキャッチした──ように見えた。

「職員室に戻って、仁じん様や龍りゆう之の介すけ様とお食事を始めたところかと」

「もう!?」

　ついさっき教室を出たばかりなのに。

　とにかく、そうなってしまえば諦あきらめるしかなかった。深追いするとこっちの昼飯の時間まで無くなってしまう。次の機会にしようと、叶葉は仕方なく諦める。

　叶葉の落らく胆たんを感じ取って、白幡先生は眉まゆをハの字にして小首をかしげた。

「清次様が何か……？」

「……そのう。授業でわからないところがあったから、聞こうと思ったけど、もういなくて」

　いつものことではある。

　白幡先生は同どう僚りようの変な癖くせがまた発はつ露ろしたのを聞いて、困ったように微笑した。

「ああ、あれはあの方の癖なんですの。ご本人は全く意識してないけれど、自然にそうなってしまうのだとか……反省しておいでですから、堪かん忍にんして下さいましね？」

「は、はあ……」

　癖くせと言われれば確かにそうなのかもしれない。有あり坂さか先生には全くの気負いが無い。

　噂うわさ程度に囁ささやかれるごく僅わずかな目もく撃げき証言の彼はいつでも自然体で、「中庭の木の上で寝ていた」「白しら幡はた先生と談笑していた」「裏うら庭にわのエリザベス（校長の飼ってる鯉こい）を捌さばいていた」「視聴覚室のテレビで兵ひよう頭どう先生らと勝手にス○ブラして遊んでいた」などと囁かれている。

　とはいっても、それもやはり噂に過ぎず、見たことがあるという生徒が圧倒的に少数派なこともあって証明のしようがない。有坂先生が本当はどこにいて何をしているのかは、謎なぞである。

「──おーい何やってんだ叶かな葉は、とっとと昼飯に……」

　と、後ろから弁当箱を持ってきた鴇とき子こが、白幡先生に気付いてぎくりと硬こう直ちよくする。

「し、白幡先生……！」

　白幡先生を前に、鴇子は反射的に姿勢を正した。

　鴇子は、白幡先生が少し苦にが手てなようだった。

　嫌きらいというわけではない。ただ、その楚そ々そとした上品な振る舞いを見ているとなんだか身につまされるというか、妙みように緊張してしまって落ち着かないらしいのだ。

「こ、こんにちは、だ、ですっ」

「はい、こんにちは。……ふふ、そんなに緊張なさらなくてもよろしいのに」

「あぅ、あのう、はい……」

　ほんのり赤くなって俯うつむく鴇子は、いつものノリからはかけ離れている。その様子にくすっと笑って、叶かな葉はは鴇子の手を引いた。

「──じゃあ白幡先生、引き留めちゃってすみませんでした。あ、有坂先生にもし会ったら、さっきのこと伝えておいて頂けるとうれしいです……！」

「承うけたまわりましたわ。それでは……」

　白幡先生はふわりと笑み、華か麗れいに踵きびすを返して廊下の向こうに歩み去っていく。すれ違う生徒一人一人と優雅に挨あい拶さつを交かわしていく様子は、まるでそこだけお花が舞っているような空気だ。

「ふう、緊張した……」

「鴇子さま、白幡先生の前だと改まりますよね」

「なんか畏かしこまっちゃうんだっ。うう、克服したい……」

　白幡先生にも何かと謎が多い。

　盲目というのは誰もが知るところだが、目が見えない代わりに何か違うものが見えているのかもしれない。たまにこちらの心の中を完全に読んでいるかのような言動を取るが、一体どうやっているのかも、謎である。

　学園の名物教師の中では比較的おとなしい方なので、彼女に癒いやしを求める生徒も多い。穏おだやかで清せい楚そな美人、しかもスタイル抜群とあればそれだけで男子の人気は保証されているようなものだが、本人は至ってマイペースなのだった。何を考えているのかは謎である。

「有あり坂さか先生がどこにいるのかもわかるんですよね……どうやってるんだろ」

「……心しん眼がんとかそういうんじゃないか？」

　白しら幡はた先生は、有坂先生の行く先をリアルタイムで正確に察さつ知ちできる恐らく唯ゆい一いつの存在だ。何をどうやっているのかは、謎なぞである。

「有坂先生も有坂先生だ。まったく、生徒の前にくらい顔出せばいいのに」

「癖くせだって聞きましたけど……でも白幡先生はなんでもお見通しなんですね」

　有坂先生と白幡先生は本人同士の波長も合うようで、よく一いつ緒しよにいるらしい。

　二人の関係は、謎である。

「おい何なんださっきから！　何の説明にもなってないぞ!?」

　謎である。

『オ昼休ミ、デス、ヨー。皆サン、御飯ヲシツカリ食ベテ、午後ノ授業ニ、備ソナエマシヨウ』

　耳を凝こらせば、喧けん噪そうの向こうに上じよう機き嫌げんな機械音声。そこら辺を長は谷せ川がわさんがきゅるきゅる回りながら、セルフお昼の放送を始めたのだ。

『オ昼ノ放送ヲ始メマス。本日ノ音楽ハ作曲ワタクシ、《情熱ト食欲ノたんご》。ラ・ラ・ルルラー。ルルリラー。シャバダバ、イェイ』

　と、廊下の向こうに真しん一いちと菘すずなが見えた。

「行きましょうか」

「うん」

　叶かな葉はと鴇とき子こは頷うなずき合い、彼らのもとへ急ぐ。








　　　昼休み






「……と、いうことがあったんです」

「大変であったな」

　午前の授業をどうにか生き延び、ようやく弁当にありつけた。真しん一いちにとってはこの時間が何よりの楽しみでもある。

　やしま学園には購買も食堂もある。学内のどこで何を食うかは基本的に自由であり、真一はもっぱら弁当派だった。当然、叶葉が作っている。

　一同は中庭にいた。一年から叶葉と鴇子、二年から真一と菘すずな、それに三年から購買で昼飯を好き放ほう題だい買い漁あさってきた陽ひ緒おが合流しての昼食だ。

　このうち四人ならば女子の華やかなるランチタイムなのだが、そこに一人仏ぶつ頂ちよう面づらの男子生徒がいるとなるとちょっと見ない光景だ。

　それも彼女達は学園でも（色んな意味で）名の知られた女生徒で、その真ん中に堂々と居座る真しん一いちはまったく無自覚に結構な男子から妬ねたまれていたりする。

　しかし実際のところ、この輪の中心にいるのは叶かな葉はなのである。真一はあくまでも叶葉目当てでここにいるし、菘すずなも鴇とき子こも叶葉のもとに集まったという形だ。陽ひ緒おは割と気分次第なところがあり、日によってクラスメイトや仲の良い友達の間をあっちこっち渡り歩いている。たまに職員室で昼飯を食っているからその自由さは留とどまるところを知らない。

　それはともかく、真一は陽緒を一いち瞥べつして眉まゆをひそめた。

「……君はもっと栄養バランスを考えるべきだと思うが」

「んー？　そう？」

　おかずのチョイスを叶葉に丸投げしてる真一が言えた義理ではないが、それにしても陽緒はひどい。まず節せつ操そうがない。しかも多い。サンドイッチはいいとしても、他はプリンやチョコやゼリーやスルメと大体おやつだ。極めつけは、そのどれにも合うとはまるで思えぬ『濃縮還元・藻もドリンク』なる謎なぞのジュースだった。どこでそんなものを見つけてくるのか。

「陽緒先せん輩ぱい、お一人でそれ全部食べるんですか!?」

「ん、もちろん！　食べたい時に、食べたいものを食べたいだけ食べる！　これが真の健康法だもんね！」

「食べたいもん食べるにしても限度があると思うんだけど……」

　呆あきれ顔で、菘がまずパックの親子丼どんの蓋ふたを開けた。更さらに彼女の前にはカツサンドに焼きそばに爆ばく弾だんおにぎりが控ひかえている。その量を見るにつけ、真一は「君が言うな」と思う。チョイスの無節操さでは陽緒がぶっちぎりではあるものの、食う量で言うなら菘が一番だ。

　一方、鴇子はいそいそと膝ひざの上にランチョンマットを広げ、自前の弁当箱を開いてみている。

　彼女もついこの間までは購買で買う派だったのが、近頃になって弁当を持ってきだした。これには理由がある。

　視線が自分に集まるのに気付いて、鴇子は目を輝かせ、自慢げに中身を見せた。

「見ろ！　菊きく丸まる弁当だ！」

　菊丸さんが作っているから、菊丸弁当である。

　菊丸さんは近頃料理に凝こっており、叶葉に教わってしょっちゅうキッチンに立っている。クマさんのアップリケが縫ぬい付けられた巨大なエプロンを纏まとう彼は、その豪ごう壮そうな巨体に似合わぬ可愛かわいらしい弁当を作る。リンゴはウサギさんだしウインナーはタコさんだ。ご飯の脇わきにそっと添そえられた八や洲しま国旗が目に眩まぶしい。

　一同いただきますのもと、食べ始める。真一は目の前の弁当に集中した。頭の上を談笑する女子達の声が飛び交かうが、もとよりガールズトークについていける気など微み塵じんもしない。食事には真しん摯しであるべきなのだ。

　そんな真一に陽緒が横から、

「おっ、から揚げおいしそう。ねねね真一それ一個くれない？」

「まっぴらごめんである」

「へぇーほぉー先せん輩ぱいにそういうこと言うんだぁ。いーもん、叶かな葉はちゃんから貰もらうしー」

　むむっと顔を上げる真しん一いち。止める間もなく陽ひ緒おは叶葉にすり寄っていた。

「から揚げですか？　はい、お口に合うかわかりませんけど……」

　叶葉は快くから揚げを一個分けてやる。

　不ふ覚かくだった。自分のケチのせいで叶葉に累るいが及ぶとは。これなら衣の比率が大きい隅すみっこの小さい奴でもくれてやれば良かった──真一は低く呻うめいて陽緒を睨にらむ。

「き、君に誇りは無いのか……っ」

「ホコリでお腹は膨ふくれませーん。わぁ、これおいしい！」

「えへへ、そうですか？　よかったぁ」

「あっ陽緒先輩ばっかずるい！　じゃあ私も貰う！」

「わたしの！　わたしの分はあるのか!?」

　あれよあれよと、全員にから揚げが行き渡ってしまった。

「それでいいのか叶葉、譲じよう歩ほしてやる必要など無いのだぞッ」

「？　ううん、全然だいじょぶですけど……」

　気を揉もんでいるのは真一だけで、叶葉にとっては別に痛くもかゆくもない。

　実は叶葉は、二人の弁当を作る時、いつも一人分より多くおかずを入れている。これは陽緒のような要求があった時の為ためで、最初からみんなでおかずをシェアすることを想定しているのだった。真一はそれを誰にもやらず、多めのおかずを一人で全部平らげているのだが。

「それより、お味み噌そ汁しるどうです？」

「ぐぬ……頂く」

　魔ま法ほう瓶びんの水すい筒とうから熱い味噌汁を注がれ、真一はそれを一口飲んで大人おとなしくなった。

　中庭からは保健室の様子が窺うかがえる。入学以来いい思い出が一つもない空間だが、視界に入ればつい見てしまうのはどうしようもない。

　昼休みも仕事中の片かた霧ぎり先生は、ゼリー飲料を咥くわえながら一年の女子生徒の怪け我がを診みているようだった。

「……でー？　ドコでナニしたって？」

「プリントまとめてたら、紙で指切っちゃって……」

「ふーん、んじゃちょっと見せてみて」

　今の片霧先生は、「小さい方」だった。

　何を言っているのかわからないと思うが、学園の関係者にとっては周知のことである。片霧先生は、気分によって大きかったり小さかったりするのだ。

　大きい時は二十代半なかばの成人女性、小さい時は小学生程度の童女の姿を取る。朝は豊満な肢し体たいを惜しげもなく晒さらしながらの登校だったが、今はちんまい体をぶかぶかの白衣に包んでうれしそうにアレコレしている。

　大でも小でも、もちろん同一人物である。原理は不明である。片かた霧ぎり先生派を自称する男子生徒の中でも大きい方か小さい方かで派は閥ばつが分かれており、小さい派は性せい癖へき的に危険人物と見られている。

　ただ、本当の危険人物はまず間違いなく片霧先生自身だ。養よう護ご教きよう諭ゆでありながら機械工学に精せい通つうする彼女は、そのスジでは知らぬ者のいない天才科学者なのである。どうしてそんな女が学校の保健室にいるのかは、謎なぞである。

　ともかく今は小さい方の片霧先生が、無駄にはだけた白衣から白い肌を晒さらして、怪け我がした女生徒の指を注視した。

　そして、紫むらさき色の目をくわっと見開いた。

「あらやだ、重傷！　マズいわよこれ！　早く処置しないと!!」

「ええっ！　そんなに!?」

「あー大変！　まー大変！　すぐに取り掛かかるから早く上着脱いでここの手術台に寝てっ！」

　片霧先生が跳はねるように立ち上がり、パイプベッドが並ぶ列の一番奥のカーテンをじゃっと開いた。

　姿を見せたのは、鉄製のごついベッドだった。あらゆる計器や人体のどこにどう使うのかわからない機材がごちゃごちゃと取り付けられたそれは、悪の組織の地下室か、さもなくば軍所有の技術研究所のドックにでも置かれていそうないかにも物々しくて禍まが々まがしいシロモノだ。

「手術台!?」

「ただの手術台じゃないわよーぅ。治療から改造までなんでもできちゃう万能手術台よ！　しかもこれスイッチ入れたら回転するの、ほらほら」

　ぽちっ。ういーん。メカメカしい手術台がいかがわしい感じにゆっくり回り始めた。

「今改造って言いませんでした!?」

「うんうん何でもないのよぉ。じゃあその指どうしよっか？　機き関かん銃じゆうにしちゃう？　それとも腕ごと弄いじって電気出せるようにする？　いっそ全身弄っちゃう？　空とか飛びたくない？」

「い……いやああああッ改造されるーッ！　人間やめたくないー!!」

　手をわきわきさせる見た目幼女の毒どく牙がに、いたいけな女生徒が捕つかまるまさにその時、

「やめるがよい」

　窓からぬっと真しん一いちが入ってきた。

　できれば関わり合いになりたくない空間だが、一般生徒が危ないとなれば黙だまっていられない。

　手術台をバックに悪の女おんな幹かん部ぶ丸出しだった片霧先生が、目を丸くしてそちらを見た。

「ありゃ真一くんじゃない。マスクどうだった？」

「最悪だった。二度とするな」

　ごくごく簡潔なマスクの感想を片霧先生はしれっと聞き流し、部屋の隅すみで怯おびえる女生徒と真一を見比べてにたぁと笑った。

「丁ちよう度ど良かった、真しん一いちくんちょっと手伝ってよ。このコ結構いいセン行くと思わない？　だからキミが先せん輩ぱいとして手取り足取り腰こし取り教え」

「ふんぬ」

「ぐえーっ！」

　チョップで黙だまらせた。

　学園内において、片かた霧ぎり先生を抑おさえ込める存在はごく限られている。その数少ない一人が真一だった。真一は撃げき沈ちんした片霧先生の懐ふところをまさぐって薬品棚だなの鍵かぎを失しつ敬けいし、消毒薬と絆ばん創そう膏こうを取り出して女生徒をぱぱっと治療してやる。

「大した怪け我がではない。明日には治っていよう」

「は、は、はい……！　ありがとうございます先輩!!」

「早く逃げるがよい」

　しきりに感謝する後輩を送り出し、なんとかこの場を収おさめることに成功した。

　追いついた叶かな葉は達が中庭側の入り口から保健室に入ってくる。頭をさすりながら起き上がった片霧先生が、呆ほうけた顔で叶葉と陽ひ緒おと菘すずなと鴇とき子こを見比べた。

「あらやだ。ここって天国？」

　叶葉がぴしゃりと、

「違います。片霧先生、生徒に手を出しちゃダメですよ！」

　一ひと言ことで手を出すといっても、性的な意味でと機械化手術的な意味での二つがある。この女のタチが悪いのは、その両方をやるところだ。

「やだなぁ、ジョークよぉジョーク。いくらアタシでもかわいい生徒を改造したりなんてしないってぇ～」

「巴は月づきのジョークはジョークに聞こえないよね。っていうか、本当のことも本当のことに聞こえないんだけど」

「あらやだ陽緒ちゃん酷ひどい！　アタシ傷付いちゃう！」

　菘は万能手術台を色んな角度から見て、「何これすごい……」「いつの間にこんなのが……」と何やらメモを取っている。

　と、教室の隅すみに置かれていた大きなものに、鴇子が目を付けた。

「──なあおい、これ一体何だ？」

　シートが敷しかれているその一角には、幌ほろをかけられた何かが鎮ちん座ざしている。大きい。サイズとしてはちょっとしたトラクター程度で、上辺が天てん井じようにくっつきそうになっている。隙すき間まから何か黒いものが見えた。

「それ？　静しず馬まくんの原チャリ。最近調子が悪いっていうから、アタシが修理してあげてたの」

　今朝の阿あ達だち先生が徒歩通勤なのはこれが理由だった。彼は不調の蜻蛉とんぼ号ごうを片霧先生に預けていたのだ。

　だが。

「ふーん、原チャ……原チャリ？　にしてはちょっとでかすぎないか……？」

　これが全部蜻蛉とんぼ号ごうなのだとしたら、サイズからしてどう見てもおかしい。

　何やら空気が怪あやしくなってきた。

「…………あー、それなんだけどさぁ。確かに最初はちゃんと修理したげようとしてたわよ？でもアタシってばしばらくメカ弄いじりしてなくってさぁ。だからなんていうかぁ、フラストレーションが溜たまっててぇ、やってる内についなんかムラッと来ちゃってぇ──」

　片かた霧ぎり先生がてくてく歩み寄り、蜻蛉号にかけていた幌ほろを払はらいのける。

　そして、ぺろっと舌を出した。

「やっちゃった☆」

　誰がどう見ても、やりすぎだった。

　そこにあるのは原チャリではなかった。

　いいや、よく見ればそれらしきものの残ざん滓しはある。とはいえシートやタイヤ、ハンドルやサイドミラーといった部品が見えはするものの、全体を覆おおう装そう甲こうや追加部品やら何やらが元の印象をすっかり塗り替えてしまっていた。

　言うなればまさしく、機械仕じ掛かけの巨大な蜻蛉だった。

　しかしなんだか全体的にずんぐりむっくりしている。途中で変なスイッチが入った片霧先生があれやこれやとパーツを付け足して作ったもので、全体の印象を述べるならば「食いすぎて太った蜻蛉」と言うべき仕上がりだ。

　が、それでも技術的には物もの凄すごいものであるらしい。

「す、すごい……！　このメカ、過か剰じようなようで一いつ切さい無駄が無い！　古いパーツと新しいのを交換して、換かん装そうして、全体が破は綻たんしないようにいろいろ追加しまくってる！　ていうかもう原チャリ要素どこにも無い！　さすが片霧先生だわ!!」

　メカ弄いじり同好会の会長こと菘すずなが興奮して捲まくし立てた。

　その時──魔ま改かい造ぞうされた蜻蛉号が、青色の複眼（恐らく元はヘッドライト）をぎんと光らせて電子合成音を響かせる。

『▼告／起キ動ドウ／本体トノ接続開始──不可・本体所在地不明・走行不能・がそりん足リズ──理解不能／当機ハ原動機付自転車デアル筈ハズ／ナニコレ』

　こっちが聞きたいと真しん一いちは思った。

　蜻蛉号（魔）がぶるぶる震ふるえる。原チャリとしての自我と蜻蛉としての自己意識が摩ま擦さつを起こし、電でん脳のうの何かが変な具合にスイッチして、制せい御ぎよ不能に陥おちいった。片霧先生が「あ」と声を上げる。

　暴走である。

　黒い鋼こう鉄てつの巨体が翻ひるがえる。

　ご、と室内で風が荒れ狂う。

「わあっ!?」

　風圧によろけた叶かな葉はらを、真しん一いちと陽ひ緒おが咄とつ嗟さに庇かばった。

　蜻蛉とんぼ号ごうは背部から銀の光を迸ほとばしらせ、浮き上がった蜻蛉号が窓を突き破やぶって外に飛び出した。

「なんだあれ!?　どういう原理だ!?」

　菘すずなもろとも陽緒に押し倒された形の鴇とき子こが目を見開く。菘も興奮しっぱなしだった。

「す、すごい！　動いたわ！　自律稼か動どうよ！　信じらんない!!」

「む……！」

　咄嗟に真一が相手を追い、割れた窓から外に飛び出す。片かた霧ぎり先生への対処は後だ。

　蜻蛉号（魔ま）が、校庭に躍おどり出た。

　銀に光る翅はねをいっぱいに開き、蜻蛉号は漆しつ黒こくの機体に過か剰じような力を漲みなぎらせる。

　追って校庭に飛び出た叶葉達は、それを前にどうすることもできなかった。叶葉はぽかんとしているし、陽緒はなんだか半分面おも白しろがっているようだし、鴇子は呆あきれ返っているし、菘は興奮しているし片霧先生はもっと興奮していた。

「おおお、元気いっぱいねぇ！　さすがアタシが調整しただけはあるわ！　ちょっと暴走気ぎ味みだけど!!」

「──なンじゃこりゃァッ!!」

　と、出前の醬しよう油ゆラーメン（近所の飯めし処どころ『捨すて家や』より、一杯三八〇円）を啜すすっていた兵ひよう頭どう先生が異常に気付いて飛び出してくる。兵頭先生の叫びに呼応するように、騒ぎを聞き付けた生徒達のざわめきが校内に広がりつつあった。

「ふむん。なかなか壮観であるなぁ」

「また巴は月づきがやったみたいだね」

　そんな中、職員室の窓から我関せずの五ご所しよ川原がわら先生と有あり坂さか先生が並んで顔を出した。それぞれエビチャーハン（出前）と熊くま肉にくの燻くん製せい（自前）をぱくついている。職員室の中では、捨家特製激げき辛から麻マー婆ボ豆ドー腐フを涼すずしい顔で食べ進める白しら幡はた先生が、音だけで全てを察さつして物もの憂うげにため息いきをついた。

「あの御お方かたにも困ったものですわ……」

　校庭では真一と蜻蛉号が相対する。

　その時、昇降口からもう一人の男が現れた。

「……何の騒ぎだ」

「静しず馬まか……！」

　阿あ達だち先生は、変わり果てた相あい棒ぼうを目まの当たりにして一いつ瞬しゆんで事態を把は握あくした。

　大興奮の片霧先生が、駄だ犬けんのように阿達先生にだばだば駆かけ寄った。

「あっ静馬くんだ！　見て見てあれキミの蜻蛉号！　どうよっ、めっちゃカッコよく仕上がってるでしょ!?　ほめて！　さあアタシをほめて!!」

「………………」

「ちょっとぉ何黙だまりこくってるのよぉ。アタシったらいい仕事しまくりじゃない!?　ほらこの天才の頭をナデナデするとかしてぐえーっ!!」

　阿あ達だち先生は大はしゃぎの片かた霧ぎり先生を捻ねじ伏ふせて、丁てい寧ねいに折り畳たたんで、そこら辺に放ほうった。

「……やはり、こいつに預けたのは失敗だったな」

「また姐あね御ごスか!!　洒落しやれンなってねェスよアレ！　どうしやすか兄貴!?」

「止めるしかあるまい。中の蜻蛉とんぼ号ごうは己おれが救出する」

　そこに現れたのは菊きく丸まるさん。またも草くさ刈かり中だったようで、麦わら帽ぼう子しに軍手といった装よそおいのままやってきた。彼も蜻蛉号の禍まが々まがしい姿を見て事態を理解し、静かに構えを取る。

　だが、敵は強きよう靭じんな自律機械だ。四人揃そろってもどこまでやれるかわからない。

　真しん一いちは決断した。敵を睨にらみ付け、虚こ空くうに向かって毅き然ぜんと吼ほえる。

「──蜂はち号！」

　呼ぶや否いなや、駐輪場に金の光が瞬またたいた。

　待機状態にあった蜂号が、真一の呼びかけに応じて緊急起き動どう、自動操そう縦じゆうでもって主あるじのもとへ急行したのだ。原理は不明である。

　真一は颯さつ爽そうと蜂号にまたがり、先せん陣じんを切るべくペダルを踏み付ける。

「小しよう生せいが奴を引き付ける。貴き官かんらはその隙すきに対処せよ！」

「了解した。任まかせる」

「チィッ、ヘマすンじゃねーぞ！」

　菊丸さんが麦わら帽子を脱ぎ捨てる。

　今ここで蜻蛉号を鎮ちん静せい化させる。四人は多くを語らぬままにそれぞれの役割を分担し、連れん携けいを取るべくすぐさま散開した。

「陽ひ緒お先せん輩ぱい、手伝わなくていいんですか……？」

「あの四人がいるなら平気でしょー。あ、酢こんぶ食べる？」

「わたしにもくれ。よーしっ、いけーっ菊丸ーっ！　ぶっとばせー！」

「ほら片霧先生、私らは蜻蛉号の応援しなきゃ……先生？　し、白目剝むいてる……」

　女子達はすっかり観戦ムードだった。気が付けば、全教室の窓から生徒や教師達がずらりと顔を出している。みな校庭の様子に釘くぎ付づけだった。

　校庭のど真ん中で蜻蛉号が荒れ狂う。その周囲を蜂号に乗った真一が高速で駆かけ回り、兵ひよう頭どう先生と菊丸さんが両りよう翼よくから相手の動きを封ふうじるべく飛びかかり、阿達先生が蜻蛉号の中ちゆう核かくを狙ねらって突とつ撃げきする。

「──おーおー何だ何だぁ、今日はお祭りかぁ!?」

　そこに朽くち木き先生が乱入してきて、事態は更さらに混こん迷めいを極めることとなる。

　しかも最悪なことにこの男、蜻蛉とんぼ号ごうの側がわについた。そっちの方が面おも白しろそうだからである。

「才さい蔵ぞう……お前という奴は……」

「何してくれてんだこのタレ目野郎ッ!!　ジャマすんじゃねェーッ!!」

「まあまあいいじゃねえか。ほれ、先に行きたきゃ俺の屍しかばねを越えていけってなぁ!!」

　全校生徒の視線を集め、生徒と教師と校務員対魔ま改かい造ぞうされた原チャリと不良教師の戦いが繰り広げられる。

「うぅむ……彼らも大変であることだ」

「賑にぎやかだよねぇ。こういうの、僕は嫌きらいじゃないな」

「巴は月づき様にはきついお灸きゆうを据すえなくてはなりませんわね……」

　職員室の三人は、食後のお茶を啜すすりながら校庭のメカバトルを見物していた。




　結局、昼休みの残り時間ギリギリまでかかった死し闘とうの果てに蜻蛉とんぼ号ごうは鎮ちん圧あつされた。

　決まり手は阿あ達だち先生自身の中の人アタックで、真しん一いちと兵ひよう頭どう先生の助けも受けて蜻蛉号の電でん脳のうを一時停止状態に追い込み、中の本体の原チャリを引っ張り出したのだ。朽くち木き先生は横合いから真一の蜂はち号で轢ひいてなんとかした。

　午後の授業のことを、真一はよく覚えていない。

　昼の騒動に体力をごっそり持っていかれて、半分以上は寝ていたのだ。阿達先生に引っ張っていかれる片かた霧ぎり先生の末路について考えながら、真一は鈍い眠気の渦うずに沈んでいった──。








　　　夕 ─ 放課後






　ところで、私立やしま学園の近くにはもう一つ学校がある。県立くろづか小学校だ。

　やしま学園より一足早く放課後を迎えた小学生たちは、自分の家に帰っては思い思いの午後を過ごしている。

　そんな中、くろづか小六年一組の苅かり場ば照しよう太たは、駄だ菓が子し屋やで買い食いをしていた。

「あっ」

　アイスの棒ぼうに「当たり」と見えて、照太は目を輝かせた。

　もう一本だ。

「……」

　何事かとそちらを見た女子が、照太の当たり棒を見て顔を顰しかめた。彼女のは外はずれだったからだ。照太は湧わき上がる優越感に「ふふん」と鼻を鳴らし、ここぞとばかりに胸を張った。

「へんっ、やっぱこーゆーのは日頃の行いってのがモノ言うんだよね！　オマエとボクの差が出たわけだ、ざまみろアホミナ！」

　くろづか小五年三組の大おお嶺みねミナは、じめついた半目で照しよう太たを睨にらみ上げた。が、当たりが出て浮かれ切っている照太からすれば、ミナのそんな湿度の高いガン付けも所しよ詮せんは負け犬の嫉しつ妬との眼まな差ざしに過ぎない。

「まーせいぜいハズレ棒ぼうでも咥くわえてボクのアイス見てなよ。おーい！　島しま田だのじっちゃ──」

　ミナがいきなり立ち上がって照太を制し、あらぬ方を指差す。

「あっち」

　つられて照太がそっちを見る。

「？　あっちがどうしたんだよ」

「かぶとライダーがいる」

「マジでっ!?　どこ!?　飛んでた!?　ちゃんと禍まが々まがしい感じの波は動どう出してた!?」

「とんでるし、ぜんらだった」

「すげぇ最終決戦仕し様ようだ!!」

　照太はニチアサ特とく撮さつ、それも兜かぶとライダーの大ファンである。ちなみに「戦い方があまりにもえげつない」という理由で、照太以外の良い子のみんなには概おおむね不評だ。

　もちろんいるわけはない。ミナの差した方をひとしきり見回して、なんだよいねーじゃんかよウソつきめと言おうとしたところで、横にミナがいないことに気付いた。

　ついでに当たり棒も無かった。

「おじいちゃん、あたった」

「むうっ本当か!?　うははははは君は運が良いなぁ!!　ほれもう一本だ!!」

　駄だ菓が子し屋や「しまだ」の店主の筋肉ジジイはいつもやかましい。元教師の店主が定年を迎えて道楽で始めた店だというが、結構なお歳の筈はずなのにいつまで経たってもくたばる気配が無い。照太の担任が小学生だった頃からある店らしい。

「おいちょっと待てよ!?　じっちゃーん!!　違うってそれボクの当たりだって！　そいつボクのパクりやがったんだよ!!」

「ほう!!　まことかね!?」

　こくこくこくこく。

　何度も頷うなずく照太に目を向け、ジジイは清すが々すがしく笑った。

「だが今はこの子のものだ!!　欲しくば力尽づくで奪うばえい!!」

「めちゃくちゃだこの脳のう筋きん!!」

　結局当たりはミナが貰もらった。

　ほくほく顔でアイスバーを齧かじるミナに、照太はいっそ呆あきれ顔で、

「オマエなんでそんな食い意地張ってんだよ……前世は欠食児童かなんかだったのか？」

　厚ぼったい前髪に隠かくれたミナの眼めがぎらりと光る。

「おかしをすべてたべるのに……りゆうなどいらない……」

「こ、こいつ……」

　そうこうしている内に、高校も放課を迎えたらしい。

　やしま学園の方角から学生達が寄ってくる。駄だ菓が子し屋や前のベンチに腰こし掛かけながら、照しよう太たはむむっと彼らを見み咎とがめた。

　照太とミナは彼らと顔なじみだった。やしま学園の真しん一いち、叶かな葉は、陽ひ緒お、鴇とき子こ、菘すずなだ。

「あっコーコーセーの奴らだ。なんだよ買い食いしに来たのかよ！　いっけないんだー！」

「その言葉、そっくりそのまま返却する。そもそも小しよう生せいの目的は駄菓子ではない」

　言うなり、真一は店先のガチャガチャの前に座り込む。小こ銭ぜにを入れて回し、「がーっ」と中から吐はき出されたカードを見て一ひと言こと。

「……むっ凶まがら（初期型）。レアだがダブりではないか……複雑だ……」

　機械兵カードダスは、あらゆる種類や装備の機械兵、自律稼か動どう兵器をテーマにしたガチャである。

　最近の真一はこれにドハマりしている。カードの絵柄は機械兵（暴走）や機械兵（帝てい都と所属）、軍刀装備や小しよう銃じゆう装備など多た岐きに渡り、凶や兇まがつをはじめとする多脚戦車はレアなので友達に自慢できる。真一のクラスメイトにも集めている男子は結構いるのだ。

　ガチャガチャに熱心な真一を、叶葉が困ったように咎とがめた。

「ああ、真一ったらまたそんな……。ほどほどにしなきゃダメですよう」

「そうはいかぬ。これにいくら使ったと思っているのだ！」

「いくら使ったんですか？」

「はっ」

　墓ぼ穴けつだったかもしれないと思うのは言ってしまってからだった。

「い・く・ら、使ったんです？　正直に」

「……それなりに」

「具体的に」

　笑顔でぐいぐい追求する叶葉に、真一は答えることができない。

　そんな様さまを後しり目めに鴇子と菘が店内に入り、カウンター横の紐ひもクジと睨にらめっこしていた。透とう明めいな箱の天てん井じように幾つもの紐の頭が飛び出しており、そのうちどれかを引けば紐の繫つながれた箱の中の景品を何か貰もらえるという寸法だ。中には最新ゲーム機の箱もある。

「なあじいさま、この紐ほんとにプレステに繫がってるのか？」

「むっははは！　んなわけなかろう!!」

「そこは建たて前まえでもうんって言いなさいよ！」

　陽緒はといえば、昼にあんなに食ったのにまだ入るようで、店内をうろうろしながら目に付く駄菓子を片かたっ端ぱしから手に取っていた。

「おじいちゃーん、きなこ棒ぼうとよっちゃんイカと笛ガムとソースせんべいちょうだーい」

　あそこに行きたいとか、あれがしたいという提案は大たい抵てい陽ひ緒おが出す。

　真しん一いち達は半なかば付き合わされる形になるのだが、先頭をうれしそうに歩む陽緒を見ていれば不思議と嫌いやな気にはならない。なんだかんだで一いつ緒しよに行動することが多い彼らだが、中でも陽緒はとびきり活発だ。

　もしかしたら、卒業が近いから今のうちに遊べるだけ遊ぶ気でいるのかもしれない。

　そんなことより受験は大丈夫かと思わなくもないが、真一はそういう陽緒の暮らしぶりが嫌きらいではない。

「それで、いくら使ったんですか？　ん？」

「……その話はもう良いのではないか」

「よくないです」

　目を逸そらす真一を叶かな葉はは逃がさない。そんな様子を他ひ人と事ごととして見ながら、照しよう太たとミナは呆あきれた。

「こういうオトナにはなりたくねーよなぁ」

「うん」
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　一方、生徒達を送り出した教師連中はと言えば。

　今日の仕事を全て終えた兵ひよう頭どう先生らが、生徒の目を盗んで視聴覚室にたむろしていた。

　なにしろ今日は金曜である。この後の為ために、彼らは仕事を夜に残さぬようやるべきことをきっちり終わらせていた。視聴覚室にいるのは兵頭先生、五ご所しよ川原がわら先生、有あり坂さか先生、白しら幡はた先生。彼らは時間を潰つぶしながら今夜のメンバーが揃そろうのを待っている。

　各自持ち寄ったゲーム機を勝手にテレビに繫つないで遊んでいるのだ。今日のメインは格ゲーで、盲目の筈はずの白幡先生が兵頭先生をボコボコにしていた。

「ちょっ……噓うそだろ!?　お前ほんとは見えてんじゃねーのか!?」

「見えてませんわよ？」

　しゃががががががっ。手元がブレるほどの白幡先生のスティック捌さばきが光る。

「おいその超なげェコンボ何なんだよ!?　コイツおっかねえ!!」

　兵頭先生の操あやつるキャラが手も足も出ずにＫＯされる様さまを見ながら、有坂先生が他のソフトのパッケージを漁あさり出した。

「ねえ格ゲーもいいけどＦＰＳしようよ。僕スナイパーやりたい」

「テメェ芋いもる上にぜってー外はずさねェからヤだよ！」

「そんなことよりサウンドノベルなどいかがか！　吾わが輩はい的にはこれもまた良しである！」

「テメェは深読みしすぎて長引……あっオイ待てコラそれヤバ、あー！」

「余よ所そ見みをなさる余裕がおありですか？」

　ＫＯ。白しら幡はた先生のパーフェクト勝ちである。

　と、視聴覚室のドアが開いて新たに三人が姿を見せた。

「やはりここにいたか」

　阿あ達だち先生と朽くち木き先生（横よこっ面つらにタイヤの跡あとがある）、それから片かた霧ぎり先生である。

「やあ。もういいのかい？」

「ああ」

「こってり絞しぼられちゃった……アタシもうお嫁にいけない……」

　頰ほおを赤らめ服をはだけ、息も荒くそんなことをのたまう片霧先生だが、単にめちゃくちゃ叱しかられて始末書を書かされただけである。

「なら、そろそろ出発致しましょうか？」

　結局、白幡先生は兵ひよう頭どう先生に一勝も許さぬまましれっと電源を切った。悔くやしそうな兵頭先生の肩を有あり坂さか先生がぽんと叩たたいた。

　阿達先生が親指で片霧先生を指し、

「では飲みに行くぞ。代金は全部この女が持つ。昼の詫わびとのことだ」

「ウッス！　お供しやす!!」

　朽木先生が足の裏うらでスネを搔かきながら、

「菊きく丸まるの兄さんはどうすんだ？」

「声をかけたが、仕事が残っているとのことだ。彼には頭が下がる」

　そもそも口が無いから食事も何もできないのだが。ともあれ、菊丸さんは校務員としての所作業を終えた後、校長の鵠こう子こ先生の仕事を手伝う予定があるらしい。

「みんなもゴメンねー？　今夜はパーッとやりましょ？」

「そりゃいいんだけどよ。お前そのちっこいナリじゃ店が酒出してくれねえんじゃねえの？」

「……あっほんとだ。じゃちょっと待っててね、おっきくなってくるから」

　片霧先生はひょいひょいと一いつ旦たん保健室に戻った。大きくなるらしい。原理は不明である。荷物をまとめながら、ぬっと五ご所しよ川原がわら先生が立ち上がる。

「それで、どこへ行くのかね？」

「せっかくだから高いとこ行こうよ。ただの居酒屋じゃお詫びにならないと思うんだ」

　特に阿達先生と兵頭先生には、そのくらいしなければ割に合わないというものだ。

　もちろん抜かりは無い。阿達先生はつい数分前に、これから行く店に電話して予約を入れている。

「安心しろ。最初からそのつもりだ」
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　時を同じくして駄だ菓が子し屋や、真しん一いちは道の向こうに見覚えのある二人を認めた。

「むっ」

　相手もこちらに気付いたらしい。

　二人連れの、スーツを着た男だった。一人は黒い髪を後ろに撫なでつけた鋭い目付きの男、もう一人はどこかぼんやりした様子の物静かな男だ。ぼんやりした方が真一を見返し、「ああ」と返した。

「君達か」

「あっ、伍ご長ちよう！」

　黒くろ塚づか夕せき馬ま先生と空く閑が透とおる先生は、くろづか小の教師だ。

　叶かな葉はが伍長と呼ぶのは空閑先生の方で、身寄りのない叶葉の後見人でもある。彼は妹と二人暮らしで、叶葉の方も実の妹のように可愛かわいがってくれている。

　空閑先生の妹はさるお嬢じよう様さま高に通っており、彼は最初叶葉もそちらに入れるつもりだったようだが、学費の関係で叶葉自身がそれを辞退した。それにやしま学園には真一がいる。

　下宿に暮らすようになった後も、仕送りなどで何かと世話になっている。そんな叶葉に真一が世話になっている。ちなみに伍長というのはあだ名だが、何がどう伍長なのかは、謎なぞである。

　黒塚先生が、くろづか小の生徒の二人を見つけて眉まゆをひそめた。

「買い食いは禁止だと言っておいた筈はずだぞ」

「ひとちがいですので」

「そうだよ隊長！　ボクら他人の空そら似にだし！」

　いきなり語るに落ちている。

　照しよう太たは、自分の担任でもある黒塚先生を隊長と呼んでいる。これは空閑先生が何な故ぜか彼を隊長と呼んでいるからで、それを真ま似ねしたのだ。何がどう隊長なのかは、謎である。ちなみにミナの担任は空閑先生だ。

「まあ、別にいいんじゃないか買い食いくらい」

「そうはいかん。保護者に連絡を……」

「ん待てぇい!!」

　店の奥からいきなりジジイが割り込んできた。

　黒塚先生は物もの凄すごく嫌いやそうな顔をした。

「……島しま田だ先生。まだしぶとくくたばり損そこなっておいでですか」

「じいさんの筋肉は今日もキレッキレだな」

「そうだろう!!　まあとにかくだ、聞けい夕馬!!　ここは少年少女の憩いこいの場であってだなぁ!!　それを禁止だというのはいくらなんでも酷こくっちゅうものだろう!?　だいたい貴様らも子供の頃はよく下校中にここに来ておったろうがぁ!!」

　言っていることの是非はともかく死ぬほどうるさかった。黒くろ塚づか先生は甚はなはだ迷めい惑わくそうに顔を顰しかめ、どきどきしている二人の小学生に一いち瞥べつをくれてため息いきをつく。

「はあ……。今回だけは目を瞑つむる。今後は控ひかえるように」

「はーい」

「やるならやるで、隊長に見つからないようにな」

「わかった！　サンキュー空く閑が！」

　そんな様子を真しん一いちは微び妙みような顔で見ていた。

　彼はなんとなくこの二人が苦にが手てだ。

　特に空閑先生がなんだか苦手だ。何か確かく執しつがあるというわけではない。叶かな葉はの保護者だからなのかもしれない。妙みように緊張する。

「……して、貴き官かんらも業務を終えたのか？」

　真一の言葉に振り向き、黒塚先生が目を細める。この男、阿あ達だち先生の実の兄であり、その受け持ちである真一のことも知っているようだった。

「ふん……静しず馬まの教え子か。吾わたし達はこれからまた学校に戻るところだ。遅くなりそうだから商店街で弁当を買い求めていただけの話だ」

「ふむ」

　見れば確かに、二人とも商店街の安い弁当屋の袋を下げている。

「伍ご長ちよう、そんなにお仕事が大変なんですか？」

「ん、まあ、これがおれの仕事だからな。それより──」

　と、いきなり陽ひ緒おが叶葉の横からひょこっと顔を出した。

「ねえねえそれ何？」

「わあっ、陽緒さん!?　いつの間に!?」

　陽緒が指差すのは、空閑先生がもう片方の手に持っている紙の束だった。

　大きさ的に、どうも何かのチケットらしい。六枚ある。空閑先生は陽緒の指摘を受け、少し誇らしげに返した。

「ああ、丁ちよう度どそれについて話そうと思ってたんだ。ほら見てくれ」

　ぺらっと空閑がチケットを広げてみせる。

【《銀賞!!》焼肉『かんばら』お食事券　～お一人につき一枚ご利用になれます～】

「き、貴き官かん、これは……」

「うわぁっ！　これ焼肉のタダ券じゃん！　しかも結構いいお店でしょ!?」

「途中寄った福引き券で引き当てたのさ。おれと叶葉、真一、それから君らで六人だからな。今夜は焼肉だ」

　数に入れられなかった小学生組が不満の声を上げる。

「ええーっ!?　ボク達はどうなるんだよぉ！」

「はぶられるのはしんがいです」

「君達にはまだ早い。肉の味を真に味わえるのはもう少し成長してからだ」

　表情の変化に乏とぼしい空く閑が先生だが、よく見ればかなり得意げである。

「や、焼肉……っ。伍ご長ちよう、本当にタダなんですか!?」

「ああ。心配は要いらない。さあすぐに行」

　がしっ、と空閑先生の肩を摑つかんで止める手がある。

　黒くろ塚づか先生だ。

「待て空閑。我々は遅くまで居残りで仕事だろうが」

「……」

　空閑先生がふっと笑った。叶かな葉はに目線の高さを合わせ、大きな手で両肩に優しく触れ、穏おだやかな声で言う。

「……いいか叶葉。逃げることはな、弱さなんかじゃあないんだ。仕事もそうだ。焼肉を食いたければ、その足でどこまでも」

「逃がすと思ったのか阿あ呆ほうめ。吾わたしとお前は地じ獄ごくの果てまで同業者だ」

　無理だった。

　空閑先生はとうとう観かん念ねんした。一つ大きくため息をついて覚かく悟ごを決める。焼肉を諦あきらめる彼の顔は、仕事に向かう男のそれだった。

　真しん一いちに向き直り、空閑先生は焼肉のタダ券を託たくす。

「後のことは君に任まかす。叶葉のことは頼んだ」

「委い細さい承知している。心配は無用だ」

「それから、これも……」

　言って、空閑先生は真一にそっとタッパーを差し出した。

「……頼んだ」

「任せておくがよい」

　それ以上の言葉は、無用であった。互いを認め合った漢おとこ達の、神聖なる約束の瞬しゆん間かんだ。

「だめですって伍長！　お肉くらい今度あたしが焼いてあげますから！」

　叶葉がいとも簡単にぶち壊こわした。タッパーは没ぼつ収しゆう。焼肉食べ放題にお持ち帰りメニューは無い。無む慈じ悲ひにして強固な弱肉強食のセオリーだ。

「急ぐぞ。可か児に先生を待たせるといかん」

　まだ焼肉に未練があるらしい空閑先生の首根っこを引っ摑み、黒塚先生が歩き出す。

　ちなみに可児先生こと可児哲てつ郎ろう四十二歳は、昨年度まではやしま学園で教きよう鞭べんを執とっていたのだが、今はくろづか小にいる。いつも夜遅くまで働いているので、小学生からも「少しは寝た方がいいのでは」と心配されているほどだ。今夜も遅くまで仕事らしい。

「たいちょー！　空く閑がー！　またねー！」

「せんせいさようなら」

「月曜は遅刻するんじゃないぞ」

　振り返り様ざまに一ひと言ことそう言い残し、黒くろ塚づか先生はさっさと自分の戦場へ戻っていった。引きずられる空閑先生に、真しん一いちはせめてもの敬礼を捧ささげた。

「さて、一人分タダ券が余ったわけだが」

　じーっ。

　真一と叶かな葉はと陽ひ緒おと鴇とき子こと菘すずなで五人。残ったあと一枚を、穴が開くほど見つめている照しよう太たとミナ。

「……ふむ。子供はどういう扱あつかいになるのだろうな」

「何をぉ!?　ガキ扱いすんなよな！　ちょっと年上だからってオマエらいつもそうだ!!」

「かなりのくつじょく」

　小学生組にもそれなりのプライドがあるらしい。猛もう然ぜんと抗議してくる二人を軽くいなしながら、真一は券の隅すみっこに眼めを走らせて一ひと言こと。

「……小学生以下のお子様は二人で大人おとな一人扱あつかいとする、らしい。これなら一枚で済むな」

「はーいボクたちお子様でーす！　お兄ちゃん達とお肉食べに行きたいでーす!!」

「おとなになんてなりたくない」

　肉の前にはプライドなど糞くその訳にも立たないのだ。子供はこうして大人になっていく。

　決まりだ。今夜は焼肉である。

「結局プレステは引けなかったぞ……何ぃ!?　焼肉!?　タダ券だとっ!?　よくやったぞ叶葉、苦しゅうない!!」

「まじでっ!?　やった、空閑さんナイス！　……もういないけど」

　店から出てきた鴇子と菘も合流し、一同は商店街へと歩き出した。

　ふと、ミナの携帯が鳴った。ミナはもたもたしながらポケットから蛍ほたるのストラップ付きの携帯を取り出し、相手の名前を見て急いで取った。

「おじさん？」

　おじさん──五ご所しよ川原がわら先生と話をする時、ミナの声は一オクターブ高くなる。

　ミナは五所川原先生と暮らしている。が、二人暮らしの為ため、彼が仕事や飲み会などで遅くなる時はいつも電話をよこしているらしい。そういう時、ミナは近所の老夫婦の世話になる。今回もそういう用事だろう。

「うん。……うん。おそくなる？　のみかい？」

　金曜夜ということで、教師組も酒を酌くみ交かわすようだ。

「どこにいくの？　……やきにくや？」

　ミナは受話器片手にチケットを見下ろして、にまっと笑った。

「ううん、あたしもいく」








　　　夜 ─ おにくたべたい






『ヰイラッシャヰマセ御主人様ー！』

　焼肉屋「かんばら」の看かん板ばん娘むすめ、ゑえつ子さんが一いつ行こうを愛想たっぷりに出迎えた。

　団体様用の座ざ敷しきに通されると、すぐ傍そばの卓たくに見覚えのある大人おとなが七人いた。道中でミナの言った通りだ。

「おじさんっ」

　思わぬところで五ご所しよ川原がわら先生に会えたのと肉の力とで、ミナのテンションは高い。

「おお、ミナ君ではないかね……。しかし妙みような偶然もあったものだ」

　隣となりの卓には仕事を終えてやってきたやしま学園の教員達がいる。どうやら彼らも今来たばかりらしく、有あり坂さか先生が店員さんに「瓶びんビール四本とグラス七つ」と頼んでいる。座敷にあぐらをかいてすっかりくつろぎモードな朽くち木き先生がこちらを見て、

「なんだお前ら、花金にみんなで焼肉か？　学生のくせに随ずい分ぶんカネ持ってんだな」

「さる筋すじからタダ券を入手した。棚たなからぼた餅もちとはこの事である」

　その提供元は、今頃弁当を食いながら仕事をしていることだろう。尊とうとい犠ぎ牲せいだ。

　結果的に十四人という大所帯になってしまった。もちろん食い放題だ。次から次へと運ばれてくる肉の山に一同ごくりと生なま唾つばを吞のみ込む。大人組の前にビールが揃そろい、学生組の前にもジュースが並んだ。

「では、乾ぱ──」

　阿あ達だち先生が乾杯の音頭を取りかけ、ふと止める。これでは飲み会の開始だ。教師陣じんだけならそれで問題ないが、ここまで来て今いま更さら別々に始めるというのも素そっ気けがない。

「……どうせなら全員一いつ緒しよに始めるか」

「そうねー。これも何かの縁ってことで、生徒ちゃんにお願いしちゃいましょっか」

「俺は別になんでもいいぜ」

　皆頷うなずく。どうやら誰も異論はないようだった。

　自然──

　なんとなくだが、視線が一か所に集まった。

「えっ」

　叶かな葉はである。

　慌あわてたのは本人だった。しかし、本人以外の全員がなんとなく叶葉のことを「そういうポジション」だと認識しているということだ。

「……叶かな葉は」

　隣となりの真しん一いちに促うながされる。叶葉は観かん念ねんして、咄とつ嗟さに頭に思い付いたことをそのまま言った。

「てっ、……手を合わせてください!!」

　全員、合わせた。

「いただきます!!」

　ぺこり。

　いただきます、の声と共に、お辞じ儀ぎ。

　ゴーサインが出てしまえば後はもう宴うたげだった。「よっしゃー！」と腕まくりをするのは菘すずなで、自分達の手て駒ごまをちゃっちゃと鉄板に並べて焼き始める。十四人がずらりと並ぶ卓たくの、四つある鉄板から香ばしい匂においのする煙が上がった。赤く輝く肉がじゅうじゅうと歌い出した。

　行ぎよう儀ぎ悪く壁に背を預けた朽くち木き先生が、グラス片手に満足げにニヤついた。

「しかしまあ何だな、今日はなかなか楽しめたぜ。ああいう仕事なら大歓迎だ」

　同どう僚りようのそんな態度に、阿あ達だち先生は嘆たん息そくする。朝から夕まで気苦労ばかりの彼ではあるが、こうした場では流石さすがに気を抜く。きっちり前まえ掛かけを装そう着ちやくし、眼鏡めがねを外はずしてケースに納める。

「……お前は楽しみすぎだ。もっと教師としての自覚を持て」

「よく言うぜ。お前も本当は楽しかったんじゃねーの？　昼休みとかよ」

「思い出させるな……」

　蜻蛉とんぼ号ごうは改めてちゃんとしたバイク屋に預けることにした。これ以上魔ま改かい造ぞうされては敵かなわない。しばらくは徒歩通勤になりそうだった。

　その横では、片かた霧ぎり先生と白しら幡はた先生と陽ひ緒おが鉄板を囲んでいた。

　あくまでもしとやかに箸はしを進める白幡先生ではあるが、よくよく見ればペースが物もの凄すごい。タレは特製辛から味みダレを用いて更さらににんにくを入れ、激辛キムチの配備も抜かりはない。

「やっぱりお肉はモツ系に限りますわね……」

　陽緒は焼肉の香りにすっかり舞い上がってしまっており、若い食欲の任まかせるままにトングと箸を疾しつ走そうさせている。

「うおおおおっ燃えてきたっ！　どんどん焼くよー！　あっ、ご飯大盛りとサラダのお皿もう一枚とカルビとハラミとサガリと塩タンお願いしまーすっ！　そうだ、ねえ後でアイス取りに行こうよアイス！」

　そんな二人を咎とがめるのは片霧先生だが、彼女は彼女で既すでにビールを二杯開けて焼しよう酎ちゆうに移行していた。

「ちょっと二人とも、がっつき過ぎよ！　女子力下がってるわ！」

「じょしりょく!?　なにそれ!?　あ、でも戦せん闘とう力なら自信あるかもだ！」

「お許し下さいませ巴は月づき様。この白幡霞かすみ、お肉の力には抗あらがえませんの……」

　そもそも一番女子力から遠い片かた霧ぎり先生が抜かしたところで説得力など皆かい無むだった。

　別の卓たくでは、五ご所しよ川原がわら先生の隣となりにぴったりくっついているミナが、彼の分まで甲か斐い甲が斐いしく取ってやっていた。

「おじさん、もやし」

「むっ、すまんなミナ君」

　ミナは気をよくして、別のものをひょいと取る。

「おじさん、ぶた」

「むむ、君も自分のを取っていいのだぞ？」

「おじさん、またもやし」

「……なんだか罵ば倒とうされている気がしてきたのだがね!?」

「ぶた」

　そんな様子を見守る照しよう太たは、焼ける端はしから肉を搔かき込みながらなんだかつまらなそうな顔をしていた。照太の様子に気付いた有あり坂さか先生と兵ひよう頭どう先生がそっと彼を囲み、同情を示した。

「僕も男だ、君の気持ちはわかるよ。ほら、コーラを飲むといい」

「あァン？　なんだテメェそうなのかガキ？　ケッ情けねェ！　男ならここでガーッと行かねェでどうすンだよ！」

　この二人、実はもうそれなりに酒が回っている。
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「は……はぁ!?　違うし！　あいつ何猫ねこ被かぶってんだって思っただけだよ！　いつも食い意地張ってるくせにさ！」

「しょうた」

　いきなりミナに声をかけられて、タイミングがタイミングだったから照しよう太たは一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくした。

「何だよ！」

「そこのかるびとって」

「……自分で取れよバーカ！」

「？」

　ミナからすれば、相手がどうしてそんなに不ふ機き嫌げんなのかわからない。

　そこでミナはふと、鉄板の上でじぶじぶ焼けている鶏とり肉にくに目を落とした。変わり果てたニワトリの姿を頭の中で何かに重ね、兵ひよう頭どう先生の頭をじっと見た。

「……あンだよ」

「にわとり」

「ニワトリじゃねェよ！　こーゆーヘアスタイルなんだよ!!」

　有あり坂さか先生が五ご所しよ川原がわら先生ににじり寄り、ビールを注いでやりつつ不ふ敵てきに笑った。

「……君もなかなか罪作りだね？」

「何のことだが吾わが輩はいさっぱりなのだが……しかし、ミナ君にも仲の良い友人ができたようで何よりである。照太君に……仁じん氏も、まあ精神年齢が近くてよろしい」

「それ本人に言わない方がいいと思うよ」

　めいめい酒を飲んでは肉を食い、時が経たつにつれて場がいい感じにユルくなっていく。

　そんな中をちょこまか駆かけ回る姿がある。

「あ、そっちの瓶びん開きました？　じゃあ下げますねー。何か追加ありますか？　はい、はい、それじゃあお願いしておきます。あ、そのお皿もう開けちゃいましょう！」

　叶かな葉はがあちこち回り、基本下しも座ざをキープしつつ、温まった場を何の滞とどこおりもなく回転させていた。

『何ト……御客様ニモ関ワラズ、何タル圧倒的給仕メイド力……ワタクシ戦セン慄リツヲ禁ジ得マセン……』

　ゑえつ子さんが慄おののいている。

　別に叶葉も意識してこうやっているわけではないのだ。性格上、それから癖くせになっているというのもあり、大勢で食事をする時はなんだかいつの間にかこうなってしまっている。

　そうこうしている内に叶葉のスピードが上がっていく。決して邪じや魔まにならないよう影から影へ立ち回り、開いた皿と瓶を素す早ばやく取り下げ、効率よく注文を聞いてはゑつ子さんに回し時として行ぎよう儀ぎの悪い相手をぴしゃりと叱しかり飛ばす。

「あ、朽くち木き先生、お酒の追加でしたらメニューはこっちです！　ミナさんお肉足りてますか？　五所川原先生、お食事中に本なんか出しちゃいけません！　陽ひ緒お先せん輩ぱいっそんなにアイス取ると食べる前に溶けちゃいますよ！　片かた霧ぎり先生は変なお薬入れない!!」

　奉ぶ行ぎようだ。

　焼肉奉行がそこにいる。

　山盛りの白飯をもりもり食べ進める菘すずなが、あっちこっちに揺ゆれる叶かな葉はのお下げを見ながら感心する。

「なんていうか、筋すじ金がね入りよねぇ」

「店員っていうか、奉行っていうか、おかーさんだなもはや」

　鴇とき子こはマイペースに自分の肉を焼きつつ、ご飯をおかわりした。ふと、小皿にまだ焼いていない肉をせっせと取り分けている真しん一いちに気付いた。

「おまえ何やってるんだ？」

「叶葉の分の肉を確保している。彼女はまだあまり食していない」

「あんたも相当慣れたもんね……」

　と、フル回転する叶葉が、誘ゆう導どうロケットのような勢いでこっちに来た。

「ああ、もう、鴇子様ったらお肉しか食べてないじゃないですか！　お野菜もちゃんと食べなきゃいけませんよ！」

「うわっ、い、いいだろせっかく食い放題なんだから！　肉で元を取らんでどうする！」

　店内はいつの間にか人で一杯になっていた。

　右も左も賑にぎやかな金曜の焼肉屋、十四人の団体様は、白く煙けむる座ざ敷しきで時間いっぱい食事を楽しんだ。




「……おれも食いたかったな、焼肉」

「いつまでぼやいている。いいから仕事をしろ、空く閑が」

　すっかり静かになったくろづか小、そこだけ明りの灯った職員室で、空閑先生は自分が当てたタダ券の行く末をそっと憂うれえた。
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「じゃ、俺らはここで。お前らも気ぃ付けて帰れな」

　焼肉会が無事終わり、一同はここで別れることとなった。

「夜はこれからよー！　むしろ今夜は寝かさないわよー！」

　大人おとな組はこれから飲み屋街に繰り出して二次会へ行く。真一らはこれにてお開きだ。時刻は二十時を回っており、いかに明日が休みとはいえ、これ以上学生に夜の街をうろつかせるわけにはいかない。

　五ご所しよ川原がわら先生がミナの前にしゃがみ込み、視線の高さを合わせて謝あやまる。

「面めん目もくないミナ君。なにぶん揃そろって酒を酌くみ交かわせるのはそうそう無いことでな、たまにということで許してくれまいか」

「いいよ。あしたあえるなら、いい」

　素直に頷うなずくミナの隣となりで、照しよう太たはやはりむすっとしている。ランドセルを背負い直して、ミナは何の気なしに照太の手を握にぎった。

「はやくいこ」

「……ん」

　これから帰る学生達に阿あ達だち先生が歩み寄り、同どう僚りようを振り返って、

「彼らは己おれが送る。お前達は先に行っていろ」

「あいよ」

「お待ちしておりやす！　兄貴ィ！」

　色とりどりの電でん飾しよくに霞かすむ明るい夜へ、教師陣じんは消えていった。その背にぺこりと一礼し、叶かな葉はは学生鞄かばんを両手に持ち直して真しん一いちを見た。

「それじゃあ、帰りましょうか」

「うむ」




　夜は、ゆっくり更ふけていく。

　やしま学園の名物教師どもは、これから河か岸しを変えてゆっくり飲み直すことだろう。

　学校内では、鵠こう子こ先生と菊きく丸まるさんと長は谷せ川がわさんが残務をこなしている。鴇とき子こは一いつ旦たん学園に戻って彼らに差し入れをするのだという。菘すずなは、先に家に帰って祖父にメカ弄いじりの極意を教わるのだと息巻いている。週末には百も舌ずさんに会いに行くらしい。

　一方くろづか小では可か児に先生を巻き込んで黒くろ塚づか先生と空く閑が先生が残業と戦い続け、駄だ菓が子し屋やのジジイは店を畳たたんで筋トレを始めた。ミナは近所の老夫婦の家に行き、今晩はそこに泊まるようだ。照太も両親が仕事で遅くなるそうなので、それについていくらしい。

　帰り道には、ゆったりした時間が流れていた。

　先に学園まで鴇子を送り、小学生二人の帰き途とに付き合い、それから菘の家を経由して、真一と叶葉の暮らす下宿への道を歩む。

「──いやーっ、やっぱお肉はおいしいよねー！」

　陽ひ緒おがうんっと伸びをした。

　彼女は真一達の下宿と近い別のアパートに住んでいる。腹立たしいことにこちらより良い部屋である。

「いっぱい食べましたねぇ」

「もう一年分くらいは食べたよー。しばらくお肉は満足かな！」

「……君は食いすぎである」

　学園近くの住宅街に差し掛かかると、流石さすがに繁はん華か街がいよりはずっと暗い。

　等とう間かん隔かくに並ぶ街灯に照らされながら、真しん一いちはふと手で押している相あい棒ぼうの蜂はち号ごうを見下ろした。

　今日は朝からフル稼か働どうで、昼休みに余よ計けいな負担をかけてしまった。土日のいずれかでしっかり整備して、ボディも磨みがいてやろうと思った。ぼそっと声をかける、

「蜂号よ、今日は苦労をかけたな」

『▼問題無シ』

「…………まったくだ。相あい棒ぼうは大事にしなくてはいかん」

　蜻蛉とんぼ号にとんだ狼ろう藉ぜきを働かれた阿あ達だち先生は、そのことを思い出す度たびに一段疲れたような顔をする。自分の自転車がああならなくて良かった、どうトチ狂っても片かた霧ぎり先生にだけは整備を任まかすまい。真一が今日学んだ最も大きなことである。

　歩いているうちに、道は分かれ道に差し掛かかる。右を曲がれば真一らの下宿、左に曲がれば陽ひ緒おのアパートだ。阿達先生は真一を見やり、叶かな葉はの方は任まかすと目で告つげた。

「では、己おれは陽緒の方を送ってから戻る。お前達もすぐそこだが最後まで気を抜くな。途中で食事を挟はさもうとも、家に帰るまでが学校だ」

「ほいほい。エスコートよろしくねー静しず馬まー」

「……前から思っていたが、教師を呼ぶ時には先生くらいつけろ」

　叶葉は明るく微笑ほほえみ、阿達先生と陽緒に一礼した。

「じゃあ、これで！　お二人もお気を付けて！」

「叶かな葉はちゃんもねー。来週またおべんとのおかず貰もらうかもだから、そこんとこよろしく！」

「はい、多めに作っておきますので！」

　手をぶんぶん振る陽緒と腕組みをする阿達先生に軽く手を挙あげ、真一も道を右に曲がる。

　食事は済ませたから、あとはもう風呂に入って寝るだけだ。そういえば阿達先生から宿題のプリントを受け取っていた気がするが、気がするだけだろう。忘れたことにする。

「──真一、叶葉ちゃん！」

「はい？」

　不意に呼び止められ、二人は後ろを振り向いた。

　何か急用を思い出した、というような顔の陽緒ではあったが、何な故ぜだか自分で呼んでおいてぽかんとしている。

「……あれ、何だったっけ」

「一体何なのだ」

「いや……あれぇ？　んん？　なんか二人に言わなくちゃいけないことが……なんか……あった気がするような。おっかしいな……何だったっけ!?」

　呼んだ端はしから忘れたらしい。真一もこれには呆あきれ返った。

「急ぎのご用ですか？」

「そういうわけじゃないんだけど……あー駄目だど忘れしちゃった！　気にしないで！」

　そんなことを言われても困るのはこっちだ。

　真しん一いちはぽやぽやしすぎている先せん輩ぱいを呆あきれ顔で見返し、ならばと、妥だ協きよう案を出した。

「──今日思い出せぬのなら、別に来週でも良いのではないか？」

「え」

　陽ひ緒おは、それに何な故ぜか驚いたような顔をした。

　思いがけないことを言われたというような顔だった。

「急ぎでなければな。思い出せた時でよかろう、何も今日が最後ではない」

「あ……。あ！　ああ、あーあー、そっかぁ！」

　来週はまた学校があるのだ。

　放っておいても休みはどうせ終わる──と言えば憂ゆう鬱うつにもなるが、学校があるなら会うこともできる。彼女の卒業はまだ先だ。

　そんなことに今いま更さら思い至ったらしく、陽緒は満面の笑みを咲かせた。

「うん、そうだね！　次また会えた時でいいや！　それじゃ二人とも、今日の先せん輩ぱいはここでおさらばです！　休みだからって気を抜いちゃだめだよー？」

　何やら浮かれる陽緒の頭を、阿あ達だち先生がむぎゅっと押おさえた。

「お前が人のことを言えた義理か。休みだろうが受験対策はしっかりしておけ」

　阿達先生に半なかば連行されるような形で道を左に曲がり、自分の家に帰っていく陽緒。姿が見えなくなる寸前、彼女は嬉うれしそうに声を張り上げて別れを告つげた。




「また来週ーっ！　じゃあねーっ!!」




　さて──

　帰らなければならない。

　真一と叶かな葉はは、並んで夜道を歩く。晴れた夜だった。明るい街からは霞かすんで見えた星が、ここからだとよく見えた。

「今日は楽しかったですねえ」

「む……」

　全体的に見れば、苦労の比率の方が大きい気はする。

　だが、まあ。

「ああ。楽しかった」

　真一は素直に頷うなずいた。

　それから、やはりどうしても意識の隅すみに追いやれない宿題の存在を思い出し、ほんのちょっとだけ憂ゆう鬱うつになるのだった。


〈おわり〉
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　必要なのは、「三つの条件」だ。

　旅立ちからそう間を置かないうちに、彼らにはやっておくべきことがあった。他の誰かの為ためではなく、旅を共にする者達自身の為の、ある目的が。








《一・見晴らしがいいこと》






　地平線などというのを見たのは、実のところ初めてである。

　前後左右、見渡す限りの草原だった。

　宿やどり真しん一いちは寝床から出て、朝の澄んだ空気を肺はいいっぱいに吸い込んでみる。薄うす紫むらさき色の夜明けが東から迫り、地平から地平へと強い風が吹いていた。

「……無かったな、こういうのは」

「え？　何か言いましたか？」

　思わず出た独ひとり言ごとだったが、隣となりの少女に聞かれていたらしい。

「あ──いや。ここは八や洲しまとは違ってて、珍しいと思ったんだ」

　というより、景色がどうこうというのを意識したこと自体初めてな気もする。あの戦いの日々の中において、そんなものを気にするつもりも、余裕もなかったのだから。

　宿真一には、かつてもう一つの名があった。

　鬼き虫ちゆう九番式《蜂はち》・金きん翅しの九く曜よう──九機製造された一いつ騎き当とう千せんの戦せん闘とう兵器、その九番目の個体としての。

　数々の戦いを生き抜き、人間としての記憶と名前を取り戻した今では、あの日々も、あの鮮やかな金に輝く《蜂》という半身も不思議と遠いもののように感じてしまう。

　全てに決着がついた後、何をするべきかというのは考えるまでもないことだった。

　真一達が八洲を離れてもう三か月になる。正確には、鬼虫の生き残りが一度八洲を離れて暫しばし、そこから更さらに一いつ瞬しゆんだけ八洲に出入りしてから三か月だ。

　一度だけ八洲に戻ったのは真一の強い要望があってのことだった。隣に視線を移す。

「こういうところに立つのは、初めてだ。君もそうなんだろう」

　こちらを見返し、少女はふわりと笑んだ。

「ええ。もう広くて広くて、びっくりしちゃいました」

　この少女、叶かな葉はを、どうしても迎えに行きたかったのだ。

　正当性なぞクソ喰くらえの、真一自身の完全なる個人的わがままだった。

　彼らは逃亡者である。宿真一と叶葉以外に、旅の道連れは五名いる。

　阿あ達だち静しず馬ま──かつての鬼虫壱いち番式《蜻蛉とんぼ》・四し天てんの竜りん胆どう。

　片かた霧ぎり巴は月づき──弐に番式《蜘く蛛も》・羅ら刹せつの巴ともえ。

　朽くち木き才さい蔵ぞう──参さん番式《蟷螂かまきり》・夜や叉しやの剣けん菱びし。

　兵ひよう頭どう仁じん──四番式《蜈蚣むかで》・弩ど将しようの井い筒づつ。

　大おお嶺みねミナ──甲こう虫ちゆう式・特とつ機き三号丸《蛍ホタル》の久く留る守す。

　全ては、二十年前に行われた戦争に端たんを発する。

　過去の戦争に囚とらわれた亡ぼう霊れい達の名は、黒くろ塚づか部ぶ隊たいといった。虎杖いたどりという男が率ひきいる、鬼き虫ちゆうを模した自律戦せん闘とう兵器《甲虫式》との戦い。それらを全て終え、生き残った彼らは全てのしがらみを清算し、好き勝手な旅に出た。

　もちろん、この旅が安全だという保証は無い。長期に渡って落ち着ける場所が見つかるかどうかも怪あやしい。道中の安あん寧ねいなど何一つ約束できない逃とう避ひ行こうに、しかし、叶かな葉ははついて来てくれた。真しん一いちにとってはそれが全てだった。

　叶葉は自分のトレードマークでもあったお下げを切り落とし、今は柔らかな髪先を風に遊ばせている。時を経へるにつれて伸びていく髪を、彼女はもう編むことはないだろう。

「寒くはないか」

　こちらを気き遣づかう真一に、叶葉はえへんと胸を張った。

「大丈夫です！　この服、暑くも寒くもなくてすごく丁ちよう度どいいんですよー」

　言って、両手を広げて自分の着ている服を示した。

　内側に羊毛の編み込まれたこの服は、デールと呼ばれる民族衣い装しようだ。

　季節は草の青々と生い茂る夏とはいえ、この地ち域いきは寒暖の差が激しい。朝方は流石さすがに冷えるが、やはり古くから続く伝統の衣装というのだから気候にぴったり合っているようだ。

　真一達は今、大陸の民みん国こくを抜け、蒙もう古この高原にいる。

　まずは見晴らしのいい場所を、と探さがしていたところ、旅の途中でこの高原のことを聞いたのだ。内陸で海は無いが、気候も八や洲しまとそう遠くなく、なるほど他の条件さえ揃そろえばうってつけの場所ではあった。

「それにしても、本当に広いところなんですねえ」

「そうだな。こういう場所は、八洲あそこには無かった」

　こうして頭の中で比べてみると、八洲は本当に小さい島国だったことを実感する。

　海と山の国だった。それに加えて機械の国であり、そして、廃はい墟きよの国でもあった。あの国で見たあらゆる景色を忘れたことなど、真一には一日もない。

「皆さん、お元気でしょうか」

　そうぽつりと零こぼす叶葉も同じだった。

　二人が過ごした尽じん天てんの街も、帝てい都と東とう京きようも、或あるいは戦いの舞台となったあらゆる廃墟の街々も今なお急速に復興が進んでいる筈はずだ。

　彼らはうまくやっているだろうか。

　あそこに残してきた人々のことも、もちろん忘れたことはない。菘すずなに鴇とき子こ、真一にとっては戦場の相あい棒ぼうでもあった菊きく丸まる、尽じん天てんから何かと世話になった可か児に、今は新たな帝みかどになっているであろう鵠こう子こ、登と坂さか研けん究きゆう所じよの百も舌ず、尽天の安あん東どう老ろうに綱つな島じま夫妻、捨すて家やの捨すて三ぞう、これまで自分達が関わってきた多くの者達。

　海の底に眠る「虫」達とは違い、彼らは今でも、八や洲しまで自分達の人生を生きている。

「やはり、恋しくなるか？」

「……正直、なる時はあります。ちゃんとしたお別れはできなかったわけですし」

　特に叶かな葉はにとっては、菘すずなと鴇とき子こは決して忘れることのできない友達だ。

　叶葉の出発は、言ってしまえば双方同意の上での誘ゆう拐かいのようなものだ。状況が状況だから、別れの言葉といえば書き置きを残してきただけだ。

「でも決めましたから。それにもう一生会えないわけじゃないんです。いつか、こっそり戻って会うことだってできます。……真しん一いちは、寂さびしくなったりしませんか？」

　逆に問われ、真一はなんとはなしに虚こ空くうを見上げて考える。

　思えば、腰こしを据すえ改めて話がしてみたい相手は沢山いる。可児も安東も綱島も、言葉を持たぬ菊丸や帝都の機械兵や多脚戦車達も、今の自分の目で見れば違って映るかもしれないし、今の自分の言葉で新たにわかることもあるかもしれない。

　だがそれも、寂しいという感情とは違う。今いま更さら彼らを案ずるというのでもない。戦後の激動期を生き抜いた彼らであれば何があっても大丈夫だという信頼があるのみだ。

「寂しくはない。ぼくはぼくの仲間と、君さえいればどこでも満足だから」

「んぅっぐ」

　当たり前のようにそう言う真一に、叶葉は息を詰まらせた。

　くすぐったいようなもどかしいような感じに赤面する叶葉だが、彼のこの手の発言をいちいち取り沙ざ汰たしていてはキリがないこともいい加か減げんわかっている。ただ、恥ずかしいものは恥ずかしかった。

「ま……た、そういうことを……」

「……何か変なことを言ったか？」

「いえ、変とかそういうのじゃないですけど……ああ、もう」

　ほんのり赤くなった叶葉は頰ほおを押さえて悩ましげにため息をついた。

　全てが終わった後の真一は、色々な意味で口が軽くなっている。

　率直さに磨みがきがかかっていると言えるかもしれない。思ったことはすぐに口に出すし、特に叶葉を前にしては素直すぎるきらいがある。

「──あーいたいた。真一くーん、叶葉ちゃーん？」

「む」

　声に振り返ると、夏物のデールを颯さつ爽そうと着こなした女がやってくるのが見えた。

　そちらを振り向き、叶葉も声を上げる。

「って、あ、巴は月づきさん。おはようございますー」

　片かた霧ぎり巴月。あらゆる意味で主犯格の女である。

　元はといえばほとんどこいつが悪い。

　この巴月こそ八や洲しま軍・鬼き虫ちゆう開発計画の主任であり、九機の最強の戦せん闘とう兵器は彼女の手により造り出されたものだ。

　二十年前、敵だった帝てい國こくと渡りを付けて生き延び、八洲国内の戦後処理と鬼虫の回収の為ため帰国してきたこの女は、全てが解決した後で帝國をいともあっさり華か麗れいに裏うら切ぎった。帝國に接せつ収しゆうされる筈はずだった鬼虫と甲こう虫ちゆうを丸ごと海に沈め、今日に続く逃とう避ひ行こうに導いたのだ。

「はいおはよー。……って、あらん。ひょっとしてお邪じや魔まだった？」

「気にしてない。巴月がお邪魔なのは今に始まったことじゃない」

「あらやだ酷ひどい！　もっと言って！　興奮してきた！」

　くねくねシナを作る巴月に、真しん一いちはすごく嫌いやそうな顔をした。

　巴月は一時期の童女の姿から脱だつ却きやくし、昔のような成人女性の姿を取り戻している。

　だがノリは昔から全く変わらず、笑顔がやたらと胡う散さん臭くさく、黙だまっていれば美女なのに黙らない。近頃は彼女なりに抱かかえていた重圧から解き放たれたのか何なのか、放っておいてもいつも楽しそうだった。わざわざ女性陣じんに民族衣装を用意して着せたのも彼女だ。

「だめですよ真一、そういうこと言っちゃ……それでどうしたんですか？　あたし達を探さがしてたんですよね」

「あ、うんそうそう。おばちゃんが叶かな葉はちゃんのこと探さがしてたわよ？　そろそろ朝ご飯の用意だったりするんじゃない？」

　叶葉はあっと声を上げて、

「い、いけない！　そうでした！」

「そういえばそんな時間だな。行ってくるといい。ぼくは皆に声をかけてくる」

「はいっ、後で呼びますね！」

　言って、たったか駆かけていく叶葉。

　こういうところで過ごしていても、彼女のペースは乱れない。人を手伝い、料理を作って誰かに振る舞うことは叶葉の叶葉たる所以ゆえんといったところだろうか。近頃はこの国の伝統料理を教わり、着々とレパートリーを増やしてきていて頼もしい限りだった。

　巴月はんっと伸びをして、地平まで広がる草原を見渡した。

「ね。ここ選んだのは正解だったと思わない？」

「確かに、見晴らしはこの上ないものがあるな。叶葉も驚いていた」

「そっかぁ。まー叶葉ちゃんもずっと八洲にいたクチみたいだからねぇ」

　叶葉の去っていった方を見やり、巴月はにたりと笑ってこう聞いた。

「…………で、ちゅーはしたの？」

「しない。するとしても、見せないし教えない」

　真しん一いちは素そっ気けなく返して、巴は月づきに背を向けた。

　何にしろ、巴月の言ったことはもっともだ。この場所を選んで良かった。この辺あたりは戦火の影響を受けなかったようで、一時期の八や洲しまと比べると驚く程ほどに平和だ。まるで別世界のように穏おだやかで、広く、山々は美しい。




　一いつ行こうは今、高原を巡めぐる遊牧民の一団の世話になっている。

　蛇じやの道は蛇へび、餅もちは餅屋だ。広すぎる草原を道具もなく無む軌き道どうにうろつくというわけにもいかず、定期的に草原の各所を回る遊牧民の存在は渡りに船だった。今は、七人の食い扶ぶ持ち分以上に働くという条件で一時の同行を許されている。

　言語の違いによる問題は無いようなものだった。どこのどんな言語も不ぶ気き味みなくらいペラペラの巴月が、ネイティブ顔負けの言語力と交こう渉しよう力で話をどんどん進めてくれた。巴月と、それから静しず馬ま、更さらに意外なことに才さい蔵ぞうが現地民との会話を牽けん引いんしている。

　異国の言葉が通じない組は七人中四人で、以下の通りである。

　仁じん（さっぱりわからない）、

　ミナ（さっぱりわからない）、

　叶かな葉は（さっぱりわからない）、

　真一（勉強していた筈はずだが忘れた）という体たらくだ。

　それに対してわかる組は先述の通り三人、

　巴月（当たり前のように多言語話者マルチリンガル）、

　才蔵（さっぱりわからないが何な故ぜか勘かんとジェスチャーでなんとなく意思疎そ通つうできる）、

　静馬（あっという間に学習する）と妙みように頼もしいことこの上ない。

　前者二人も大たい概がいだが一番意味不明なのは静馬だ。彼も巴月ほど異常に手広くないにせよ外国語に堪たん能のうではあるが、当然守備範囲外の言語というものもある。言語圏けんが同じでも、いわゆる訛なまりなど細かいニュアンスの違いが生じる場所もある。静馬はそんなあらゆる言語の細かい違いに至るまで、数日留とどまって言葉を聞くだけで完全に学習してのけるのだ。

　わからない組からすれば妖よう怪かいの類たぐいにしか思えない。本人が語るに曰いわく、

「……二日もいたらわかるだろう。わからんのか？」

「この男は何を言っているんだ……」

「ごめんなさい、あたしにはさっぱり……」

「やっぱり兄貴はパネェぜ……！」

「ぱねえ……。ぱねえってなに？」

　そんな会話を交かわしたのも、もう半月は前だ。

　異国から来た謎なぞ多き客人まろうどとして最初は警けい戒かいされた彼らではあったが、今はやたらと便利なお役立ち集団として受け入れられている。そんな生活も楽しいものだが、いつまで続くかはわからない。

　とにかく、条件を満たす場所を探さがさなくてはならないのだ。








《二・誰にも気づかれないこと》






「つっても、全然誰にも見られねェような場所なんかにやったって意味ねェしな」

　兵ひよう頭どう仁じんは、草原のど真ん中にウンコ座りをしたまま地平の向こうを睨にらんでそう言った。

「……まあ、そうだな」

　彼と合流した真しん一いちが横に立ち、頷うなずいた。確かにそれはこちらも思っていたことだ。

　道中で候補は幾つかあったが、本当に誰の目にも触れぬような場所というのはそれこそ地中だとか物もの陰かげだとか海の中だとかで、そんな狭せま苦くるしいところを使うのは論外というものだ。それでは一つ目の条件を無視することになる。

　ついついのんびりしそうになるが、仁は仁なりに真剣に考えているようだった。彼は今朝も朝一番でゲル──木と羊毛で組んだ、遊牧民のテント──を出て、あちこち歩き回っては良い場所を探してきていた。

「どこも良くねェ気がするし、どこでも良い気もすンだよなァ」

「この辺あたりを回ってきたのか？」

「まァな……ンだテメェそのツラ。オレがせかせか歩いてンのがそんなに珍しいかコノヤロ」

　しゃがみ込んだまま凄すごんでくる仁の様子は、単車を剝はく奪だつされていきなり草原に放り出され途と方ほうに暮れる暴走族といった趣おもむきがある。その様子を客観的に見ている真一は興味深そうに顎あごに手をやった。

　そんな二人に、ぺそぺそ歩み寄るちっこい人影があった。

「じん、しんいち」

「ん……ミナか」

　大おお嶺みねミナの姿は、なんだか民族的なそういう意い匠しようのコケシのように見えなくもない。

　見てくれは一応最年少、十歳前後の幼女のミナではあるが、巴は月づきはもちろん彼女にも色々着せている。子供用のデールを着込み、これは本人のこだわりなのか外では帽ぼう子しを外はずさないミナである。

　だが子供用でもサイズが大きいのか微び妙みようにぶかぶかで、それがコケシっぽさを加速させていた。玄関にでも置いておけば魔ま除よけの効果があるかもしれないと真一は思う。

「兄貴はどうした？　さっきまで一いつ緒しよにいたんじゃねェのか？」

　仁の問いに、ミナは後ろをちらっと振り返って、

「おうまさんにのってる」

「……馬？」

　見れば、本当だった。

　阿あ達だち静しず馬ま。この集団の実質的リーダーにして、かつて「最強の鬼き虫ちゆう」と呼ばれた壱いち番式《蜻蛉とんぼ》・四し天てんの竜りん胆どうは、あっちで馬を乗りこなしている。

　毛並の綺き麗れいな白馬だった。瑞みず々みずしい体の端はし々ばしにまで力を漲みなぎらせる精せい悍かんな若馬で、群れの中では子供と言っていいほど若い奴だ。何やら荒ぶっているその馬に乗る静馬は、目が眩くらむほどにキマっていた。

　当然彼も民族衣装を身に纏まとっている。しかも頭には正装用の尖とがった帽ぼう子しまで被かぶっており、その完かん璧ぺきな見てくれといったら、世が世なら伝承として語り継がれそうなイカした馬ば賊ぞくだ。

「……そういえば、そろそろ朝食らしい」

「……おゥ」

「うん」

　そっと目を背そむけて会話に戻った。

　ミナは、鬼虫達にかつて敵として立ちはだかった少女だ。だが全てが終わった今では互いに何のわだかまりもなく、不思議な縁えにしの巡めぐり合わせでこうして行動を共にしている。

　仁じんとしても、今は亡き同期の鬼虫──伍ご番式《蛾が》・奔ほん王おうの万まん字じと懇こん意いであったというミナを何かと気にかけているようだ。それは万字への義ぎ俠きよう心からでもあるが、そもそも根が面めん倒どう見みのいい性格をしているからというのもある。そのことを指摘すると、仁は怒る。

　この三人、今はそこそこヒマである。なんとはなしに世せ間けん話ばなしをしていると、向こうから静馬が歩んでくるのが見えた。彼は開口一番、

「──馬の世話というのは楽ではないな」

「世話？　え、アレ世話してたんスか？」

「ああ。あの若馬は気性が荒くてな。だが己おれがなだめると大人おとなしくなるし、乗ってみればそれなりに嬉うれしそうにする。とにかく力が有り余っているらしくてな。今は落ち着いて草を食っているよ」

「おせわしてたんだ……」

　何な故ぜか意外そうな三人を見比べ、静馬は心外そうに、

「……己がただ楽しいというだけの理由で馬に乗ると思っていたのか？」

「おもってた」

「思っていた」

「めっちゃ思ってたッス」

　だからといって乗る必要は無い筈はずだった辺あたり、やっぱり楽しんでいたと思う。

　静馬のここ最近の余生の楽しみぶりといったら物もの凄すごいものがある。

　行き場所は大体彼が提案する。あくまで逃亡者として油断なく立ち回りながらも、行く先々の街々や人の暮らしぶりを興味深げに観察し、ランドマークになる観光名所的場所へは行きたがり、その地の食べ物は真っ先に食う。馬にだって乗る。

　同期の巴は月づきや才さい蔵ぞうと比べてほとんど笑わないのは昔から同じだが、それはもともと素すの彼が表情に乏しいというだけの理由であって、何かやっている時は無表情ながらめちゃくちゃ楽しそうだ。

「……あなたはいつも全力だな」

「それほどでもないぞ」

　褒ほめ言葉と受け取ったらしい。

　今となっては屈くつ指しのエンジョイ組だが、彼もまたあらゆる激戦を潜くぐり抜けた戦士だ。

　静しず馬まと行動を共にしていることにこそ、真しん一いちは数すう奇きな縁えにしの巡めぐり合わせを感じずにはいられない。彼は鬼き虫ちゆうのリーダーだが、尽じん天てんにおいて九く曜ようと全力の交戦を経験している。そのこと自体彼なりの考えがあって行ったことだが、ともかくそれで四し天てんの竜りん胆どうは一度死んだのだ。

　そして蜻蛉とんぼと共にその遺い体たいは黒くろ塚づか部ぶ隊たいに奪うばい取られ、蘇そ生せいされて再びこの世に戻った。

　虎杖いたどり──黒塚夕せき馬まは、静馬の実兄だったのだという。生まれて初めての「兄弟喧げん嘩か」を経験してこれを制し、最後の戦いを生き延びた彼は、死に損そこなった我が身を持て余すこともなく、本人曰いわく「不ふ真ま面じ目めに」生きている。

　戦いの師であり、超えるべき壁ともなり、再び味方になった最強の鬼虫。今の飯を食うわ馬に乗るわで好き勝手やっている彼を見ると、真一は自分ももう少しハメを外はずした方がいいのだろうかと思わなくもない。

　ともあれ、だ。

「そろそろ食事だということを伝えようと思ったのだが……あとは才さい蔵ぞうだ。見なかったか？」

「才蔵なら、向こうで朝食前の運動にと相撲すもうを取っているが」

　見れば本当に相撲を取っていた。

　いわゆる蒙もう古こ相撲という奴だ。遊牧民の一団でも体力自慢の男達と、ちょっくら一戦ということで組み合っている。

　朽くち木き才蔵の戦せん闘とう好きは改まる気配というものが無い。

　同じく戦闘狂だった黒塚部隊の烏え帽ぼ子しとの死闘を乗り越え、愛用の二刀と共に蟷螂かまきりを海に沈めた彼のことを、真一は心のどこかで心配していた。

　なにしろもう戦う敵というものがいない。才蔵のような男は、性格上どこかでフラストレーションが溜たまりすぎるのではないかと思っていたのだ。もっとも、それは要いらぬ心配だったようだが。

　鬼虫としての戦いを終えた後の彼は、自由気ままに好奇心の赴おもむくまま、あらゆる国の武術を学んでいる。主に剣術、剣術が無ければ他の武器術でも徒と手しゆ格闘術でも、何なら単なるスポーツにでも興味津しん々しんだ。それで、ここの場合は相撲すもうだ。ありとあらゆる武術を吸収する才さい蔵ぞうだが、放っておくと腕試しにその辺に道場破やぶりに行きかねないからそこは厄やつ介かいなのだが。

　玉の汗が散るいい試合を終えた後、才蔵は男達と互いの健けん闘とうを称たたえ合って締しめに軽く体操をしていた。スポーツマンシップ溢あふれる無駄に爽さわやかな絵え面づらだった。

「才蔵」

「ん？　おお真しん一いちじゃねえか。何やってんだそんなとこで」

　こっちが聞きたい。

　才蔵は最後に伸びをした後、いつもの猫ねこ背ぜでこちらに合流する。

「ああ、そういやメシだったな。叶かな葉はの嬢じようちゃんは支し度たくしてんのか？　……あと静しず馬ま、お前その帽ぼう子し似合ってねえぞ」

「この帽子の良さがわからんとは……哀あわれな奴だ」

「いや、帽子は良いもんだがお前にゃ似合ってねえってことだよ」

「あたしもにあってないとおもう……」

「ぼくも正直どうかと思う」

「兄貴ィ！　オレはそれ、悪くねェと思いやす!!　良い帽子ッス!!」

「…………」

　だが静馬は屈くつさない。帽子は外はずさない。何な故ぜなら気に入っているからだ。

「──ごはんですよーっ」

　と、遠くから叶葉の声がかかる。

　見れば遊牧民の妻達に並び、叶葉が手を振っていた。巴は月づきの姿もある。

「うし、朝飯だな」

「ああ、行こう」

「うん」

　才蔵に続き、真一とミナがそちらへ向かう。

「…………」

「行きやしょう兄貴、茶が冷めちまいやす!!　あ、それとオレは今の兄貴も良いと思ってるッスよ!!」

「…………そうか」

　少し遅れて、静馬と仁が続いた。




　ちなみに。

　食い扶ぶ持ちが増えることに対して、単純な労働力の他にももちろん払うものは払っている。

　金の問題は驚くべきことに皆かい無むだった。巴月が大金を隠かくし持っていたのだ。

　その額ときたら数字を見るだけで引くレベルで、ここまでくると何か黒いものを予感せずにはいられない。一体どこで調達したのか、何をしたのか、もしかして怪あやしい商売に手を染めてはいまいかと問い詰めたところ巴は月づきはけろっとした顔で言った。

「いや、これもともとキミ達のお金よ？」

　つまりは、鬼き虫ちゆう個々人に支払われた報ほう奨しよう金きんであり、給金だ。

　本人が使し途とを定めた場合を除いて、巴月はそれらをきっちり貯めておいたというのだ。

　よほど無む茶ちやな使い方をしない限り、人間で言うなら曾ひ孫まごのまた曾孫くらいの世代まで遊んで暮らせる額だ。しかも巴月はそれを独自のルートで他国のプライベートバンクに保管し、外貨変換を行った上で小出しにしながら適切に運用している。

　言われてみれば、真しん一いちは鬼虫になってから金を使った覚えがまるでない。多額の報奨金が支払われ、更には給料もあったようだが、そんなものに興味が無かったし暇ひまもなかった。静しず馬まも才さい蔵ぞうも仁じんも同じらしい。今いま更さらになってその恩おん恵けいに与あずかることとなった才蔵は、呆あきれるやら感心するやらで目を丸くして巴月を見た。

「かーちゃんかよお前は……」

「んふふ、そういうのが好きならおかーさんって呼んでくれてもいいのよぉ？　何ならキミがおとーさん役やってみない？」

　全ては、二十年よりもっと前に手回ししていたことだ。

　つまり巴月は、最初から彼らの金の使い道を決めていたということになる。真一は巴月の周到さに改めて慄りつ然ぜんとしたものだ。




　朝食の時間は、そう多くは取られなかった。

　これは彼らの習慣で、朝夕は家畜の世話などの仕事が忙しい為、日のある内の食事は手早く済ませるのだ。一日の仕事を終え、やっと皆が集まり座ってゆっくり食事できるのは、夕飯でのことだ。

　やることは沢たく山さんある。馬、牛、羊の家畜の世話はもちろん、ゲルの作業場で保存食など加工品を作らなくてはならない。今いる草原は、この一団が夏季に巡めぐるルートの一いち拠きよ点てんだった。青々と茂る草を家畜の餌えさとし、この辺あたりを抜けて農耕民との交易ルートと合流して、また別の場所を巡る。来たのが冬じゃなくて良かったな、と一団のある男が言ったものだ。冬の寒い時期になると気温は氷点下を下回るそうで、真一らはともかく叶かな葉はが体を壊こわしてしまいかねない。

「──人に見つからない場所って、どうすればいいんでしょうね」

　めいめい仕事の手伝いに向かう前、塩味の紅茶を飲みながら、叶葉がふと零こぼした。彼女はこの後、食品加工の手伝いに向かうことになっている。

「ひろいから、どこがいいかわからない」

　ミナは幼い子供達の世話、というか、一いつ緒しよに遊ぶつもりでいるようだ。彼女なりに今回の旅の目的について考えているようで、仁と似たような悩みを持っていた。

「──要するに、目立たなければいいだけの話だ」

　馬ば乳にゆう酒しゆを飲み終えた静しず馬まがふとそう言った。

「どういうことだ？」

　同じく馬乳酒の椀わんを持つ真しん一いちが静馬を見た。ちなみにこの飲み物、酒とはいってもアルコール度数は無いようなもので、栄養価が高いので夏には重ちよう宝ほうされている。

「この草原のどこにでもあるようなものでいいということだ」

「木とか草とか、そういう、ここの自然に溶け込むようなものってことですか？」

　叶かな葉はが補足すると静馬は微笑して、

「そうなります。木を隠かくすなら森の中……というのではありませんが、そうすれば目立つことはないし、知らない誰かの目に留とまることもないでしょう」

　才さい蔵ぞうが静馬と叶葉を見比べ、話の流れに全く即していない素そ朴ぼくな疑問を述べた。

「どうでもいいんだけどよ、嬢じようちゃんには相変わらずそういう感じなのなお前。もう身内なんだし今いま更さらかしこまることもねえんじゃねえの？」

「……」

　それを言われると静馬は弱い。

　同じ鬼き虫ちゆうの仲間には厳しくありつつ、人間に敬意を払い尊重する静馬の姿勢は一寸もぶれてはいない。殊こと更さらに意識しているわけではないのが逆に困りどころだった。今世話になっている遊牧民の人々や叶葉に対しては、静馬は自然にこうなってしまう。癖くせのようなものだ。

「あ、いえ、いいんですよ静馬さん！　無理しなくても、静馬さんのやりやすい感じで！」

「……痛み入ります」

「しずまは、あたしにももっとやさしくしたらいいとおもう……。ごはんとかわけてくれたらいいとおもう……」

「駄目だ、調子に乗るな」

「なんてやつだ」

　隙すきを見て食いものを横取りしようとしていたミナだったが失敗に終わった。仁じんにむぎゅっとしがみ付いてめそめそし出した。

「きたいをうらぎられた。とてもつらい」

「兄貴の言うこたァ絶対だ。諦あきらめやがれ」

　なんだかんだで仲の良い二人である。

　それはともかく──と真一は、これまでの会話から頭の中で幾つか候補を考えてみる。これまで通った道、あるいはこれから巡めぐるルート上に良さそうな場所は無かったか。前に見せて貰もらった地図と照らし合わせてみるが、どうにもピンと来ない。

「静馬くん静馬くん」

　と、そこに巴は月づきが寄ってきた。

　彼女はこの後、一団が所有する機材の整備をする予定だった。小型の集光パネルに発電機、ラジオに電気照明など、現代の遊牧民はそれなりにきっちりした設備を持っているのだ。どこで何をしようと、巴は月づきがこの分野で大活躍できない場所は無い。

「どうした」

「ちょっと話があるんだけど……あらやだイカした帽ぼう子しねそれ、似合ってるわ。グーよ、グー」

　静しず馬まは微び妙みように嬉うれしそうな顔をして、

「……。それで、何だ？」

「ああうん、ちょっとおじさまにこの辺あたりの地理について聞いてみたんだけどね。近くに使えそうな場所あるかもしんない」

　真しん一いちは目を丸くして、

「！　本当か、巴月？」

「ほんとほんと、結構イイ感じみたいよー。ちょい静馬くんと詳くわしく聞いてくるから、細かいことは後でねん」

　言葉のわかる二人が、連れ立って話を聞きに行った。

　現地民との長話となると出番の全くない真一である。この場はなんとなく解散の空気になって、叶かな葉ははふともう半分だけ残ったまだ温かい紅茶に目を落とす。

「ミナさん、お紅茶飲みますか？」

「おねえさんだいすき」

　ちょろい奴だ、と真一は思った。

　仔こ牛うしに餌えさをやる仕事のある才さい蔵ぞうと仁じんが立ち上がり、

「さて。なんだかんだ長居しちまったが、上う手まくいきそうだな」

「おゥ……その話ってのがマジなンならな」

「お前も心の準備くらいしとけよ。終わりゃあ俺らもここを発たつんだ、お前が可愛かわいがってる仔牛ちゃん達ともいずれお別れだぜ」

　仁はくわッと目を剝むいた。

「あァ!?　別に可愛がってねェよ！　あっちが勝手に懐なついてンだよ！　オレがついててやらねェとよ!!」

「父性に目覚めてんじゃねえか」

　そんな二人を横目に、真一はもう一度遠ざかる静馬と巴月の背中を見送って、独ひとり言ごとのようにぽつりと零した。

「場所が見つかれば……それで本当に、一区切りなんだな」

　今いま更さら何言ってんだ、という顔で、仁と才蔵は振り返る。

「そりゃあそうさ。その為ために来たんだぜ、俺達は」

「ンだテメェ、今更踏ん切りがつかねェってか？」

「そういうわけじゃない。……いや、そうかもしれない……けれど」

　もちろん、この期ごに及んでぐずぐずしているわけにもいかないという自覚はある。

　紅茶を飲み干したミナがこちらを心配そうに覗のぞき込んでいる。叶かな葉はも、言葉に迷う真しん一いちの横顔をじっと見ていた。








《三・静かであること》






　今こうして巡めぐっている高原は、基本的にはどこも静かだ。

　見晴らしが良く、誰にも気付かれない、静かな場所──そんな場所は、言ってしまえばこの草原のどこだって良かった。それこそちゃっちゃと済ませようと思えば、適当な場所を見み繕つくろってすぐに終わらせることさえできた。

　そうしなかったのは、仁じんの言う通り、踏ん切りがつかなかったからかもしれない。

　少なくとも真一はそうだ。ここまで長引いたということは、なんとなく全員がそうなのかもしれないとも思っている。




　夕刻。

　一日の仕事を終えての夕食前、真一と叶葉はその場所へ行ってみた。

　ここからもう少し北上すれば、高原を横切る長い長い川があるのだという。

　北北東から注ぎ、緩ゆるやかに曲がって北西へと流れゆくその丁ちよう度どカーブ地点に当たるのだそうだ。夏に巡る遊牧民の牧畜ルートからはそこそこ外はずれた地点なので、いざ歩いてみるとそれなりに時間がかかると思われる。

　静しず馬ま達はもう先に行っている。叶葉は夕食の準備を少し手伝い、真一はそれを待ってから少し遅れて出発することとなった。

　急いで追いつかなければいけない。地平線を見て、九く曜ようはそっとしゃがみ込んだ。

「乗れ、叶葉」

「……あ、あれをやるんですか？」

「ああ。久しぶりに速めに走る」

　ごくり。

　叶葉は決心して、真一におぶさった。

　背中に確かに彼女の重みを感じながら、真一は両足に力を溜めた。全力の五割くらいで十分だろう。それにしたって、それほど速く走る状況も場所も無かったものだから、勢いが余ってしまわないか心配ではあるが。

「行くぞ」

「は──ひゃあっ!?」

　ど、と地面を蹴けった。

　叶かな葉はを背負う真しん一いちの体は、人の足ではありえず馬の足にも迫る速度で走り出した。わかってはいても慣れない叶葉の短い悲鳴が尾を引く。

　波打つ草の海を、跳はねるように駆かけていく──。




「もー、真一くんってば遅いわよー」

「みんなが速すぎるんだ」

　目め星ぼしを付けた場所には、他の五人がもう揃そろっていた。目を回しかけている叶葉を一いち瞥べつし、静しず馬まがフォローする。

「叶葉殿を背負っていたのだから仕方あるまい。──さて」

　全員が揃ったことを確認し、静馬は流れる川を見やる。

　その時が来た。皆、口を挟はさまず静馬の行動を見守った。静馬は肩に下げていたザックを開き、予あらかじめ用意していた握にぎり拳こぶしほどの石を取り出した。

　数は八つで、その一つ一つに名前が刻まれている。

　有あり坂さか清せい次じ。

　白しら幡はた霞かすみ。

　幸ゆき村むら陽ひ緒お。

　阿あ達だち夕せき馬ま。

　島しま田だ宗そう吾ご。

　苅かり場ば照しよう太た。

　空く閑が透とおる。

　で、五ご所しよ川原がわら龍りゆう之の介すけである。最後の石は文字数が多かったから結構詰めて書いた。

　鬼き虫ちゆうだった者達と、甲こう虫ちゆうだった者達の本当の名前だ。

　幅はば広ひろの川の水面が、夕日を受けて黄金色の光を空に返している。静馬はそのほとりに石を一つ一つ、不自然にならないように並べて見せた。真一も叶葉も、巴は月づきも才さい蔵ぞうも、仁じんもミナも黙だまってその様子を見守っていた。

「──本当なら、もう少しちゃんとしたものを作ってやりたかったのだがな」

　墓はか、というには、余りにもお粗そ末まつな代しろ物ものだ。

　共に葬ほうむってやれるものは一つも無い。何もかもを海の底に沈めてしまった。しかも上げてやれる線香の一本すら無いのだから、形としてはただ石を置くだけに過ぎない。

「けどまァよ、どっちにしろこいつァ一いつ遍ぺんやっとかなきゃいけねェことだったッスよ」

「そりゃな。こういうのはこっちの気持ちの整理ってもんもあるしよ」

　見晴らしのいい、誰にも気付かれない、静かな場所。

　旅の始まりからそう間を置かずにそんな場所を見つけ、戦って死んだ者達の墓はかを作ろうと決めていた。

　刻んだ名には、敵も味方もいる。許してはいけない者の名もある。

　だが、どの名にも共通点というものはあった。誰しもがその身を機械へと変え、鋼こう鉄てつの虫に乗って戦い抜いた者達。それぞれがそれぞれの信念に従い、果てるその瞬しゆん間かんまで己おのれの意思を全まつとうした者達だ。

「さんざっぱら迷めい惑わくかけられた連中の名前もあるけど、ま、死んだらみんなホトケって奴かしらん。ていうか先に地じ獄ごくで待っててねってトコ？」

「死後の世界とやらが実在するかはわからんがな」

　言って静しず馬まが見下ろすのは、阿あ達だち夕せき馬まの名。

　仮に死後の世界があるとして、兄と同じ地じ獄ごくに落ちるのは静馬とて覚かく悟ごの上だ。だがまだそれには早い、今はこの世を生きるだけ生きるつもりでいた。

「おじさん。……かりば、しょうた」

　ミナは石の前にしゃがみ込み、かつて万まん字じと呼ばれた命の恩おん人じんと、日ひ足あしと呼ばれた同年代の少年の名を呟つぶやいた。

「これで、ひとくぎり、なのかな」

　身体からだは全て海の底へ。だがそれでは少し窮きゆう屈くつだろう。せめてその名を刻んだ小さな碑ひを、風の当たる場所に置いておきたかった。たとえ一人に石一つのお粗そ末まつなものでも、墓さえ無いのでは寂さびしすぎるから。

　ただの自己満足に過ぎないかもしれない。だが、必要なことだった。先に果てた者達への手た向むけとして、そして生き残った彼らが新たな歩みを進めるための礎いしずえとして。

「──いつか」

　並ぶ石を見下ろしながら、真しん一いちは呟つぶやく。

　彼らの名を心に刻みながら、あらゆる感情が胸中に去きよ来らいする。激戦の記憶、怒りの記憶、哀かなしみの記憶、全て真一の中にある。

「いつかまた、ちゃんとした碑を造り直したい。それがぼくの、旅の一つの目的だ」

　その記憶と感情に任まかせるまま、自然とそう言っていた。

　叶かな葉はが頷うなずく。

「そうですね……いつか。時間がかかっても、いつかちゃんと。──ね、伍ご長ちよう」

　言って、彼女は静かに手を合わせた。

　七人はもう暫しばらくそこにいた。川の流れを感じながら、それぞれが関わった者達の名とその記憶を、心の中に改めて刻み込むために。




　さて、あまり長々とここにいることもできない。

　ひとまず夕食がある。それからもう一仕事して、体を休め、明日を待つ。ここはまだ夏の巡じゆん回かいルートの途と上じようだ。下げ駄たを預ける以上、やるべき遊牧の日常は続いていく。

　帰りも徒歩もとい疾しつ走そうである。叶かな葉はを背負っていく真しん一いちは少し遅れ、五人が先に帰ることになっている。去り際ぎわに静しず馬まが言い含めていく。

「お前は後で来い。叶葉殿に負担をかけすぎる走り方は控ひかえるように。だがあまり遅れるなよ」

「言われなくても承知の上だ」

　真一が頷うなずくのと同時に、五人がざっと駆かけ出した。

　その背があっという間に遠ざかっていく。客観的に見ればまったくもって常人離れした健脚だ。真一は叶葉を背負おうとして、その前にもう一ひと参まいりしておこうと川のほとりを振り返る。

　どうやら考えることは同じと見えて、叶葉も石の碑ひの前にちょこんと座り込んでいた。

　真一もその横に並んで手を合わせた。八つの石に一つ一つ手を合わせる。それから少し名な残ごり惜しいながらも立ち上がり、真一はふと空を見上げた。

　夜が近付いている。西の空の色は紫むらさきに近い。ゆっくり暗くなっていく地平の向こうに、テントの灯りがぼんやり見えた。

　西日の色は、どこへ行っても変わることがない。

　あの色を見ていると真一は、かつて空の只ただ中なかで見た、尽じん天てんの海や落おろ地ちの廃はい墟きよを思い出す。燃えるような朱しゆ色の空が宵よい闇やみに溶け、そうなれば夜が来る。月と星が満天に輝く宇宙の夜、落地で舞った、熱と光の夜のように。

　──蜂はち。

「真一は、しょっちゅう空を見てますね？」

　声に意識を引き戻されると、立ち上がった叶葉がこちらを見て悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんでいた。

「ああ。……意識してはいないんだけどな、なんとなく」

「やっぱり、思い出しますか？」

　もちろん、見抜かれていた。

　宿やどり真一は、かつて金きん翅しの九く曜ようとしてあの空に在あった。数々の戦せん闘とうの記憶より何より、決別した掛かけ替えのない半身を思い出さずにはいられない。

　真一は少し考えて頷き、かねてから自分の中にあった感覚について述べる。

「幻げん肢し痛つう、という現象があるらしい」

「げんしつう？」

「あるべきものが無い感覚。例えば、四し肢しを欠けつ損そんした人間が、その失った部位にある筈はずのない痛みを感じる……というものだが」

　この感覚に、真一は覚えがある。かつて自分を苛さいなんでいたものと似ているからだ。

　昭和一〇一年の鬼き虫ちゆうの最初の戦い──尽じん天てんでの海で、一度蜂を失った時のことだ。電でん脳のうを接続した半身を失い、あの時の真一は時とき折おりそうした喪そう失しつ感に悩まされていたことがある。もっとも人としての本体は全すべて揃そろっているのだから、どこがどう痛むのかの説明もできなかった。

　だが昔のそれと似てはいようと、本質的に違うものだと真しん一いちは確信している。

　今ここにある痛みは、機械としての機能の失調によるものではない。全ての記憶と自律判断を返却され、鬼き虫ちゆう達はみな単独で、人間のように生きていくことができるようになっている。きっと理屈ではないのだと真一は思う。

　確かに共にあった、魂たましいに染み付いた「半身」が無いことの寂せき寥りよう感。

　その感覚は、今も確かにありのまま感じている。他の五人もそうなのだろう。

「それは、辛つらい痛みですか？」

「──いいや。辛くはない。もう飛べないことを、惜しいとも思わない」

　真一は首を振ってはっきりと否定した。

　辛い痛みなどでは決してない。無くなって欲しいとは欠片かけらも思わない。自みずからに対する力強い肯こう定ていと、草原を抜ける風のような晴れやかな寂さびしさがあるだけだ。重力を振り切る金の翅はねは、宿やどり真一にはもう必要のないものだった。

「これは、ぼくと生しよう涯がい共にある痛みだ。それでいいと思う。ぼくにはこの痛みと、みんなと歩いていく足と、君に触れる手があればいい」

「……って。またそんな、もう」

　見れば、暗くなりつつある中でも叶かな葉はが赤くなるのがわかった。

　朝に続きまた変なことを言ってしまったかもしれない。

「……ぼくはまたやってしまったか？」

「いえ……ふふ。なんか、もう慣れちゃいました」

「そういうものか」

「そういうものです。──なら、どうぞ」

　受け入れるような柔らかな表情を浮かべた叶葉に、真一は手を伸ばしてみた。

　右手が叶葉の首に回り、髪先にふわりと触れる。叶葉は嫌いやがる様子も見せず、ただくすぐったそうに笑った。

　その髪に触れている時、真一の痛みは不思議と治おさまる。

「戻ろう。これからも大変だ。けど、君に苦労はさせないから」

　告つげて、真一は微笑ほほえむ。

　それなりに努力しての笑顔である。今いま更さら肩かた肘ひじを張ることはないにしても、長いこと笑顔と無縁だったブランクはやはりいかんともしがたいのだ。自然に出るものならまだしも、なんとなく意識してそうすることにはまだ慣れない。

「はい」

　真一の右手に自分の手を添え、叶葉も笑み返した。真一はその笑顔を美しいと思った。どうすればそうも自然に笑えるのかと改めて不思議に思い、ふと指先で叶葉の頰ほおに触れかけ、

　ぴた、と硬こう直ちよくした。

　真しん一いちは南に視線を走らせ、暗くなりつつある草の海に目を凝こらす。

　ところで、先に帰ったと思われた他の五人であるが──

「──いやーしかし若いねぇ」

「ケッ。とっとと戻って来いっつってンのによォ」

　まだいた。

　見晴らしがいいので、物もの陰かげというものは無いと言ってよい。

　なので五人は先に行ったと見せかけて、ぎりぎり見えないほどに距離を保ち横並びに匍ほ匐ふくしていた。背せ格かつ好こうもばらばらな男女五人がずらりと並んで伏ふせる様は、上から見るとそこそこシュールな趣おもむきがある。視覚の望遠機能を使えば距離が遠くとも二人の様子は丸見えである。

　巴は月づきは興奮半分イライラ半分で、地面をどんどん叩たたきながら捲まくし立てる。

「いけっ、ちゅーよ！　そこでちゅーよ！　もうそういう前置きいいから！　ああもうまだるっこしいわね今アタシがぐえーっ！」

　エキサイトする余り今にも乗り込みそうになった巴月は、静しず馬まが捻ねじ伏せて小さくまとめてその辺に放ほうり出した。

「……ん？」

　二人の動きが止まったことに、静馬が最初に気付いた。

　いきなり五人全員の頭に真しん一いちの声が飛び込んできた。

『何をやっている』

『ああっ久しぶりの電波通信！　あんま使っちゃダメって言ったのに悪い子！』

『あー俺らのことは気にしねえでいいぜ。もうちょい時間があるから続けてくんな』

『テメェらがモタモタしねェように見守ってやってンだろが！　ありがたく思えや！』

『ばくはつしろ』

　電波の向こうで、剣けん吞のんな沈ちん黙もくの気配。

　続いて彼は静馬に語りかける。あなたからもなんとか言ってやってくれ、とでも頼むつもりだったのだろう。

『静馬……』

　弟子の声を頭に受け、静馬はしかし暫しばし黙だまり、

『……お前ももう少し不ふ真ま面じ目めになってもいいぞ。色々とな』

　通信が切れた。

　数秒の間があった。

　直後、どどどどどどどどどどどど、と川の方から草を蹴け散ちらす怒ど涛とうの足音。叶かな葉はを背負った真一がこちらに猛もう追ついしてくる。巴月は跳はねるように立ち上がって、

「位置がバレたわ！　みんなダッシュよ!!」

「おーおー怖こえぇ怖ぇ。鬼おにが来る前に逃げるが勝ちだぜ」

　巴は月づきと才さい蔵ぞうがひょいひょいと草原を飛ぶように走り出す。

「おなかがすいた……もうはしれない」

「甘えたこと抜かしてンじゃねーぞクソガキ！　乗れや!!」

　いよいよ燃料切れに追い込まれたミナを仁じんが搔かっ攫さらうようにして背負い、全力疾しつ走そう。

「……ふ」

　元・最速の鬼き虫ちゆうは足もすこぶる速い。静しず馬まは他の全員をして消えたと思わしめる速度で踏み込み、情け容よう赦しやのないスピードで全力逃走しながら、少し笑った。

　暮れなずむ夕日を受け、草原は藍あい色に染まっていく。天てん蓋がいに星が瞬またたいた。
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　そういうわけで、彼らの逃とう避ひ行こうは続いている。

　夏の間もう少し草原の民の世話になり、流れゆく歴史の影から影へ、好き勝手やりながら器用に生きていくのだ。

　次はどこに行こうか、という議論が近頃ではよく交かわされるが──

「あたし、ちゅうかがたべたい」

「独どつ国こくの機械技術を一回ちゃんと見ておきたいのよねぇ。もちろんお忍びだけど」

「お次は西洋の剣術って奴が知りてえんだがね」

「北極に白い熊くまがいるってマジスか!?　あとクジラとかいるんスよね!?　見てェ!!」

「己おれは砂さ漠ばくのピラミッドとその歴史に興味があるのだが」

　てんでバラバラの希望に辟へき易えきしながら、真しん一いちは叶かな葉はを見やって問う。

「……君はどこへ行きたい？」

　そんな時、叶葉は決まって笑顔でこう言う。

「あなたと一いつ緒しよなら、どこだって行きますよ？」





〈一区切り／ただし、終わらず〉












　あとがき




　そんなわけで、九く岡おか望のぞむです。

　本著『エスケヱプ・スピヰド／異い譚たん集』は、電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥに掲けい載さいされた三編をちょっぴり修正して、更さらに書き下ろし二編を収録したものです。




　今回のお話は箸はし休やすめ、あるいは全部終わった後のボーナス的なものばかりです。

　シリアスとかバトルはほぼ無いようなものなので、肩の力を抜いてお楽しみ頂けます。

　まあなんというか、緊急事態に次ぐ緊急事態な本編がシビアすぎたので、読者の方々もキャラクター達も最後くらいはユルーくのんびりして欲しいみたいな、そんな感じですな。

　雑誌掲載分の短編は文庫に収録されないのですか……というご質問を多く頂いていたので、なんとかまとめた形で皆さまのお手元にお届けできてほっと一安心しております。




　さてさて。

　なんだか物もの凄すごく長い仕事を終えたような気がしています。

　シリーズ継続期間は三年弱、巻数は今回含めて八冊。数にしてみるとこれだけでも結構なもんな気がしますが、体感的にはその更に倍くらいやっていたような。

　これはもう、書けること書きたいことをぎゅぎゅっと詰めに詰めまくって、一冊一冊鼻血が出る思いで完結まで這はい上がれたからだろうなと思っています。色んな意味でなんかやり過ぎたような気さえしとります。

　それを許してくれた担当の荒あら木きさん、イラスト担当の吟ぎんさん、そして読者の皆さまには感謝してもしきれません。




　これで本当の本当に、『エスケヱプ・スピヰド』シリーズは完結と相あい成なります。

　この物語で書けることやキャラクター達の思いは、全て書き切りました。きっともうこれ以上は一文字も書けないんじゃないかと思いますし、それでいいとも思っています。

　九く曜ようもとい真しん一いち達は元気です。これからも元気でやっていくでしょう。

　僕はといえば、またどこかで新しい物語を手て土産みやげに姿をお見せすることもあるでしょう。

　それまで、皆さまもどうかお元気で。ではでは。





九岡　望
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九く岡おか 望のぞむ

昭和に生まれて平成に生きる。

好きな肉の部位はサガリとハツとギアラ。食べたい。
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イラスト／吟ぎん

こんなところまで見てくださって感謝です。一巻～異譚集までの挿絵と口絵に虫が紛れ込んでいます。（３巻のみ入れ忘れ）よかったら読み返しながら探してみてくださいね。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「九岡 望先生」係

「吟先生」係










初出





『前夜』／電撃文庫MAGAZINE Vol.29（2013年1月号）

『幕間／昭和一〇一年の学校の怪談』／電撃文庫MAGAZINE Vol.39（2014年9月号）

『幕間／迷宮電気街奇譚』／電撃文庫MAGAZINE Vol.38（2014年7月号）




文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。




『異説／私立やしま学園』『後日談／ヱピグラフ』は書き下ろしです。











この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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